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[image: モバイル・ソウル　phase-1 覚醒：unveil]







本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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『こちらＭＳラボ、搬患担当トランスポーター』

「どうぞ」

『所定の位置に到着しました。ドローンの展開も完了しています。映像の共有は一分後、強制措置エンフオースメントは定刻通り開始してください』

「了解しました。ところで、なぜ搬患担当トランスポーターが直接私に？」

『支援室バツクヤードが少々立て込んでいるものですから』

「何か問題がありましたか」

『作戦に支障はありません。以後のオペレーションは通常通り支援室バツクヤードが行います。それよりも心拍数が少し高いようですが』

「大丈夫です」

『支援室バツクヤードからストレス値について指摘があった場合は、適宜、緩和剤を使用して対応してください』

「分かっています」

『また本作戦が中止される場合、１０１ワン・オー・ワンの回収を最優先します。１０１ワン・オー・ワンの回収完了までに回収地点に到着しない場合、あなたの回収は行われない可能性があります』

「結構です」

『ちょっと、いつまで支援室バツクヤードのケツ持ちやってんのよ』

『うるさくしないで。これもお給料のうち』

『おなじ給料、おなじ時間なら、もっと有意義な仕事をしなさいよ。ドローンも同然のペットに、いつまで世話焼いてんだか。っていうか、わたしあのペット嫌い。じっと見られるだけでゾッとしちゃうもの、ああ、気持ち悪い。大体、わけ知り顔でラボの中をウロチョロして、何様なのよ、あのガキ。あー、彼氏欲しい』

『替えのきかない備品なのよ。丁寧に運用するにこしたことはないわ。あ、来た。──こちらＭＳラボ搬患担当トランスポーター、支援室バツクヤードが通信の承継を申請してきています。繫つなぎます』

「お願いします」

『こちらＭＳラボ、支援室バツクヤード』

「どうも」

『本作戦の内容に変更はありません。ブリーフィングで共有したとおり、行動を開始してください。投入される１０１ワン・オー・ワンは曲芸犯の一座バンデツトサーカス。傑出した能力者ですが、ゆえに喪失は許されません。危険度の高い作戦です。曲芸犯の一座バンデツトサーカスの回収が困難となった場合、あなたの回収は劣後します。状況によっては単独で対応してください。あなたが対象に拘束された場合であっても、処理は可及的速やかに行われます。ご心配なく』

「了解です」

『苦痛の軽減には配慮します。それでは、幸運を』
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「待たんかぁ！　遊あす磨ま安あん佑すけぇ！」

　童女だろうが、少女だろうが、淑女だろうが、熟女だろうが、性別が女だという理由だけで雄叫びをあげてはならんなどと言うつもりは、僕には毛頭ない。

　だが、罪のない男を背中から撃つ女は例外なくクソだ。

「深ふか町まち、てめえ！　どこで調達してきやがった、そんなもん！」

「教務課の貸し出し！」

「狂ってる！」

　二〇九八年、十二月二十六日。

　昨日でクリスマスのバカ騒ぎは終わり、クリスマスケーキたちは、チョコもイチゴも関係なく、一斉に残酷なディスカウントに晒さらされ始め、補習組はサボった授業のツケを今日中にまとめて返済し、明日から冬休みを満喫してやろうと躍起になっている、そんな金曜日。

　僕は深ふか町まち翼つばさの凶弾から逃れようと必死になっていた。

　少女が装備した剛性特化のゴツいゴーグルには「見敵必殺」の白い殴り書き。

　ゴーグルとリンクした肩掛けの射出機が、オート照準で次々吐き出しているのは、制圧スリングだ。

「クソ！　このっ！　チクショウ！」

　駆け抜けながら、跳んだり、跳ねたり、転がったり。

　制圧スリングを躱かわしつつ、吹き抜け沿いの廊下の角を、ドリフトダッシュで右折する。

　怒ど髪はつ天てんを衝つく勢いで誤射をばらまく深ふか町まち翼つばさは、僕らが疾走する廊下に運命的にも居合わせた面々を、生徒、教員の差別なく雁がん字じ搦がらめにしていく。

　ぶちまけられた競技ドローン部のパーツボックス。

　宙に舞い散るコミック研の、こだわり満載、嗜し好こう交こも々ごもなお色気３Ｄ原稿。

　スリングに連れ去られるマダムな教員の山盛りウィッグ。

　そんな具合で野となり山となった死し屍し累るい々るいの巻き添えたち。

　実弾だったら虐殺だ。

　だがそんな有様を遠巻きに見物している連中は、楽しそうに笑い、中には歓声を上げるヤツまでいる始末である。

「イヴの埋め合わせ！　するまで！　絶対！　逃がさない！」

　曲がりきれない廊下の角、吹き抜けの柵を蹴って無理矢理曲がった深ふか町まちが、咆ほう哮こうする。

　もちろん容赦なく制圧スリングは飛んでくる。

「約束もしてねーのに、埋め合わせなんざするか！」

「約束はしてなくても、期待はさせたでしょうが！」

　真冬の昼下がり。青空、雲。校舎の三階。吹き抜けの向こうの壁はガラス張りだ。デザインは天窓のそれと統一されている。

　激走する僕の目の前、縦横に交差する廊下を横切ろうとする自走台車がノロノロと現れた。載せている荷物は大きな水膜フレームだ。

　流体プロジェクションのチーム・ハイドロ。展示物の実験でもやろうっていうんだろう。

「うぉっと」

　僕はひとっ飛び、フレームを潜って逃げる。自走台車に付き添う男子生徒が驚いて、ひっくり返る。

　フレームを抜けたすぐ先は行き止まりだ。振り返れば、深ふか町まちも射出機を抱えて水膜フレームを跳び潜っている。どんだけだよ。

「追い詰めたわよ！　安あん佑すけ！」

　とどめと言わんばかりに、深ふか町まちが走りながら射出口を僕に向ける。

　僕は方向転換し、深ふか町まちに正対する。

　飛び出す制圧スリング。

　僕は、それを空中で捕まえて、深ふか町まちの足元へと投げ返した。

「へ？」

　スリングが少女の細い両足首に絡からみつく。走る勢いそのままに、深ふか町まちの身体が宙に浮く。投げ出される射出機。僕は身体を横に避ける。

「きゃあ！」

　見事なまでに転倒し、廊下をツーッと滑った深ふか町まちは、背面から行き止まりの壁に激突した。

「……あいたたた」

　見敵必殺ゴーグルを装備したまま、少女が唸うなっている。僕は投げ出された射出機に歩み寄って踏みつけにする。

　砲身にはミリ研のロゴマーク。

「去年の新歓製作の残骸か。何で弾ごと保管してんだよ、クソ教務」

「あたしがアンタにぶっ放すためよ」

「んなわけねーだろ」

　ゴーグルを外してこちらを睨にらむ少女。僕もそいつを睨にらみ返かえす。

　ロングヘアーで、小顔で、色白で、ツリ目の美人。

　ルックス詐欺の凶暴女は、制服のスカートを押さえて唇を歪ゆがめた。

「お尻うった」

「クッション材がしっかりついてんだろ」

「あんですって！」

　身体を起こした深ふか町まちが、怒りに顔を赤くして叫んだ。鼻息の荒いまま、足に絡からんだスリングを解き始める。

「クリスマスイヴ、どうしてホームに来てあげなかったのよ。あの子、アンタのこと待ってたのよ。プレゼントを渡すんだって」

　ホームとは、身寄りのない子どもが生活するチャイルドホームのことで、特に深ふか町まちのヤツは僕が暮らす街フエイズの外れにある『夢ゆめの木き園えん』のことを言っている。

　十二月二十四日、僕はその夢ゆめの木き園えんのクリスマスパーティに招待されていたのだが、当然のように参加しなかった。

「プレゼント交換なんざ、パーティに出たヤツどうしでやらせとけ」

「バカ。……イヴはアンタの誕生日でしょうが。あの子は、アンタの誕生日を祝ってあげたかったの。分かりなさいよ」

　足に絡からまった制圧スリングを解いた深ふか町まちは、それをこちらの顔目がけて投げつけた。僕はそれを右手で摑つかむ。

「投げんな」

「顔面セーフよ」

「それはそういうルールじゃねえ」

「違った。アンタの顔面ならセーフなの」

「もはやルールの体をなしてねえ」

　ただの迫害である。

　深ふか町まちは立ち上がると、廊下に転がった射出機を担かつぎ、ゴーグルは首にかけた。

「あたし、これ教務課へ返してくるから」

「勝手にしろよ」

　どうしてわざわざ僕に宣言するんだ。

「安あん佑すけ。アンタ、昇降口のところで待ってなさいよね」

　その場から歩み去っていく深ふか町まちが、振り返りもせずに言った。

「はぁ？　どうして僕が」

「ちゃんと埋め合わせしてあげなかったら、あたし許さないから」

　吹き抜けの上を跨またぐように架かった廊下を、深ふか町まちは去っていった。

「バーカ。待つわきゃねーだろ」

　深ふか町まちの言葉を無視して、僕は元来た廊下を歩いて戻る。

　冬休みに入る直前のこの時期、校舎は新歓製作の準備で慌ただしい。

　新歓製作とはその名の通り、次に入学してくる高校一年を対象にした、作品展示イベントである。

　クラブもチームも研究会も同好会もその他の似たような集団も、こぞって新メンバー獲得のために奮起するのが新歓製作だ。製作を行わないクラブは実演や発表を行うのだが、それは新入生の入学後の四月。

　新歓製作は、早ければ年明けには始まる。入学前の見学者が、その時期から増え始めるからだ。ただ、見学者が増えるのは、新歓製作のせいだという説もある。

　卵が先かニワトリが先か、そんなのはどっちでもいい。

　とにかく、深ふか町まち翼つばさの凶弾に倒れたコミック研や競技ドローン部がウロウロしていたのは、そういうわけなのである。

　深ふか町まちとの騒ぎが終わると、周囲がシンとした。

　むしろそれこそが、この校舎での、僕を取り巻くいつもの音量だった。

　不自然な遠巻き。

　ぎこちない静観。

　逆に落ち着くくらいだった。

　騒ぎを笑ってもてはやす連中が賞賛しているのは、深ふか町まちの美貌と、よく通る声と、コロコロと変わる表情と、ぶっ飛んだキャラクターなのだ。

　つまり、ショーなのである。

　深ふか町まち翼つばさを主人公ヒロインとする、ちょっとした活劇、コメディ。

　あいつがいなくなり、僕が独りになると、途端にソワソワと視線を逸そらし、見物人たちは緩やかに解散を始める。僕から外れる目線の中には、白眼視さえ、ちらほら混じっていた。

　……くだらねえ。

　大あくびをしながら、僕は校舎の三階を去り、さっさと昇降口へ向かった。

　当然ながら僕は、どんなクラブにも、チームにも、研究会にも同好会にもその他の似たような集団にも所属していない。

　理由はシンプルだ。

　あいつらも僕の方も、互いが互いを必要としないからである。

　昇降口へ降りると、ロッカーの周りにも、冬休み直前の割に人がうろついていた。

　聞こえてくる会話からして、新歓製作組と補習組とが半分ずつといったところのようだ。

　僕の顔を知っているヤツらが、さりげなくこちらに視線を向けて、そっと隠れるように笑っている。

　靴を履き替えてロッカーを閉じると、蓋に『下校済』のホログラム表示。クラスの出欠管理とは別に、昇降口では顔認証フエイスレコグニシヨンで生徒の出入りを記録している。

「あの！」

　ロッカーを離れた僕の目の前に、生徒が二人立っていた。

　今度は何だ。

　深ふか町まちだけで、十分ウンザリだっていうのに。

　抑える気もなかったので、僕の顔が露骨に歪ゆがむ。

　背が低くて気の弱そうな男子が一人。背が高くて気の強そうな女子が一人。男子の方は真円の眼鏡をかけ、女子の方は僕よりも背が高い。

　僕の身長は一六四センチ。向こうは一七〇センチ近いように見える。

　姉弟だろうか？　二人の距離感を見て何となく思う。弟に見える方はいかにも冴さえない風だ。僕はジミ太郎と名付けた。

「あ、遊あす磨ま君！」

　ジミ太郎が僕を呼ぶ。

　周囲の目に、好奇の色。姉らしい方は、敏感にそれを察知したらしい。視線をサッと巡らせている。ジミ太郎の方は、顔に似合って鈍感なようだ。

「ほら、早く言っちゃいなよ」

　姉らしい方が、ジミ太郎のことを急かした。

「あ、あのね。これ、遊あす磨ま君が届けてくれたって聞いて」

　ジミ太郎が恐る恐る取り出したのは、ピンク色のスティックＰＣだった。ディスプレイに差さなくてもホロディスプレイが展開され、本体の方で操作もできるタイプである。

「教務課の落とし物ポストにね、入れてくれたって。見ていた人が、その、遊あす磨ま君じゃないかって言ってて」

　勇気を振り絞った顔で、ジミ太郎が言う。そんなにオドオドするくらいなら話しかけてくるなよ。鬱うつ陶とうしい。僕がため息をついただけで、そいつはピクリと肩を震わせた。

「僕じゃない。それを拾ったのは」

「へ？　あ、その、でも……」

　理解の遅い相手に、僕は続けた。

「そんなゴミ、拾うわけねーだろ」

　二人の表情が、ピタリと止まった。

「くだらないことでいちいち話しかけてくるな」

「ちょっと、あなたね！」

　通り過ぎる僕に、姉らしい方が喚わめき散ちらした。ジミ太郎はいかにも傷ついた顔になって、俯うつむく。

　僕は意に介さず、そのまま校舎の外へ足を向ける。

「ほらもう。泣かないの。だからアイツにお礼を言うなんて、やめときなって言ったじゃん」

　それは、姉らしい方が、ジミ太郎を慰める声だった。

「……貧民団地の浮浪児には、人間の心なんてないんだよ」

　そのセリフは一ひと際きわ重い声で放たれていた。睨にらみつける顔が容易に想像できる、恨みの籠こもった声だった。
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『ですから、Ｘフォンは危険なんですよ！』

　街頭ニュースで、コメンテーターが喚わめいている。

　たまに見かけるアンチインダストリーズの論客だ。ニュースの音声が一瞬、音ズレを起こして、すぐ元に戻る。アンチのアンチがイタズラしたのかもしれない。

　屋外は、耳が切れそうな寒さだ。

　息も白く流れる。

『指に移植したバイオシールから、我々の生体情報がインダストリーズに取得されている！』

『先生、しかしわたしたちは、メディカルチェックの際、ＮＪインダストリーズにデータを提供し、それによってよりよいサービスを──』

『そのことがそもそもですね──』

　アンチの論客が、街頭ニュースで平気で批判を続ける。初めて目まの当あたりにすると、大体の人間はヤラセじゃないかと思うらしい。

　だが、批評家のコメントも、それによって起こるにわかムーブメントも、敵視に値しない。足の指を這はう虫ほどの価値もない。だから好きにさせておく。それが、インダストリーズの態度だ。いや、態度というより刺激が閾いき値ちに届いていないんだろう。

　ＮネオＪジパングインダストリーズ。

　極東の島国で、たった二人の若者から始まったというこの企業は、もう何十年も前に、世界の企業時価総額ランキングなんてものを無価値でバカバカしいものに貶おとしめ、今となっては、世界経済の三分の一を掌握する覇権産業体となっている。

　万能の生産者。

　世界の建設者ワールドビルダー。

　とある風刺家のイラストレーターが、機械化され、人工物に埋め尽くされた宇宙船地球号にＮＪインダストリーズのロゴをデカデカと加えた作品を発表したとき、こんな批判を浴びたのだそうだ。

「風刺でも何でもない。ただの事実じゃないか」

　都市を丸ごと発注する国家が現れてニュースになったのは、僕が生まれる前のことだ。

　そんなＮＪインダストリーズは、発祥の地、関東のある湖畔を中心とする一帯に、カンパニーシティを建設した。

　その名も、ルベルソ。

　このルベルソを最も特徴づけるのは、その大部分を構成する十二のテーマ街フエイズだ。

　テーマ街フエイズは、勉強部屋をテーマにしたキャンパス街フエイズ、庭園や温室をテーマにしたガーデン街フエイズなど、ルベルソ全体が一つの家ホームとなるように構想されている。

　僕が暮らすのはＰＣルームをテーマにした、電でん脳のう街がい、サイバー街フエイズ。

　空を埋め尽くすツヤツヤの高層ビルたちには、インダストリーズ系か否いなかを問わず、ＩＴ企業がぎっしりと入居している。

　そのビルを彩いろどるのは、電界発光チューブとホログラム広告。

　左右二車線ずつの道路にはオートドライブの自動車が流れ、シェアサイクルのパーキングエリアは、冬の間でもそれなりに利用者が多い。

　ＮＪインダストリーズが運営するアカデミーの高等部、そのサイバー街フエイズ校舎を出た僕は今、自宅兼アルバイト先に向かっていた。Ｘフォンのホロディスプレイに映ったバイトのオーダー件数はゼロ。帰ってもやることはなさそうだ。

　右手の親指と中指をくっつけて、すぐに離す。

　そのジェスチャーコマンドに反応して、右手の中に開いていたホロディスプレイが閉じた。

　僕は足を止めて、顔を横に向ける。

　道路沿いにあるビルの一階、自宅兼アルバイト先に到着したのだ。

『Synergy, Inc.』

　それが、ビルのエントランスにあるフロアガイド、１Ｆの表示内容だった。

　事務所の中は、まさに家電マニアの秘密基地ともいうべき場所だ。

　映像デバイスに情報機器、ずらっと飾られたリモコン群、掃除、洗濯、調理を初めとする生活家電たち、美容、健康機器の数々などが、ここの所長の独特すぎる感性によって、組み上げられたり、積み上げられたりしている。

　壁にはレコードＲプレイヤーが敷き詰められている。プレイヤーの蓋にはセットされたＲ盤のジャケットがホログラムで浮かび、保存ケースとディスプレイとプレイヤーを兼ねていた。ちなみに、レコードＲのＲは「Renewable」の略で、時間が経つと盤面の傷が元に戻る特殊な素材でできている。家電マニアのここの所長は、レコードＲを、あくまでプレイヤーの音を出すためだけに集めていた。

　シナジー。それが僕のアルバイト先の名前である。『Synergy, Inc.』だなんて偉そうな書きぶりだが、メンバーは僕とここの所長の二人だけ。仕事は依頼に基づき複数のアプリケーションをミックスし相乗効果シナジーを生み出すことだが、僕の役割はもっぱらデバッグ済みアプリのテスターだ。

　デバッグやテストなんてＡＩにやらせろって話だけれど、パフォーマンスの高いＡＩは値段もそれなりに張る。よってここの所長は、安いＡＩと安いバイトを併用して、高いＡＩよりもお得に済ませることにしたわけだ。

『アカデミーサイバー街フエイズ校舎教務課より三件、メッセージが届いています』

　その安いＡＩが、帰宅した僕に話しかけてきた。

　僕は鞄かばんを放り出し、ソファーに仰向けに倒れ込んだ。

「読まなくていい。触りだけよこせ」

『一件は課外活動、特に新歓製作への参加の推奨』

「削除」

『一件は年始課外補習への参加の推奨。理由は成績スコアが前回の考査より合計点で二十一パーセント低下したため』

「削除」

『一件は里親フオスター──』

「削除」

『マッチングのご案内です。あなたにおすすめの里さと親おやが三組……すべて削除してよろしいですか？』

　僕はため息をついた。安いＡＩ、しかも能力のほとんどをアプリケーションのデバッグに割り振られたＡＩの会話能力などこんなものだ。「遮る」という凡庸なコミュニケーションにもまともに対応できない。

「いや、削除はやめだ。アホの教務課にはこう返信しろ」

　色々なものに苛いら立だちながら、僕は続けた。

「安い給料でがんばっちゃってんじゃねーよ、偽善者ども。二度と構うなクソッタレ」

　バカで安いＡＩは『メッセージを送信します』と告げると、それきり沈黙した。

　僕はソファーの背の方へ身をよじって横を向き、胎児のように身体を丸めて、足首を交差させる。この格好で眠ると、僕は夢を見ない。

　夢のない眠りには、大きな充実感がある。

　夢のない現実の退屈さとは正反対に。

「さあ、寝るかー」

　あくびをしながら、僕は、喉を潰したレスラーみたいな声で宣言した。

『おやすみなさいませ』

　安いＡＩがこんなときばかり、律りち儀ぎに応答する。

　そして、壁に敷き詰められたレコードＲプレイヤーの一つが静かに動き始めた。

『Hey, hey, yo! Good night, mother fucker!』

「消せ！」

　安いＡＩは、やっぱり値段相応だったようだ。




　くしゃみで目が覚めた。

　あるいは、鼻がむずむずとした時点で意識は戻っていたのかも知れなかった。

　なよなよとして柔らかい匂いがした。

　女の服はだいたいこんな匂いがする。薄らと目ま蓋ぶたを開ける。白い繊維が視界を走っていた。僕の鼻をくすぐったのはフェイクファーだった。

　それでも五分くらいは、ソファーの上でグズグズと腐っていた。少しずつ血圧が上がって、二度寝に諦めがついたとき、僕はゆっくりと上体を起こした。

　事務所の明かりはついていて、窓の外は暗かった。

　夜だ。

　ぼんやりとしたまま、僕は辛かろうじて、身体にかけられていた誰かのコートに気付いた。片手で摑つかみ、鼻元に持ってきて息を吸い込んでみる。

「こら！　匂うな！」

　嚙かみつくような声が飛んできた。声のした方を見ると、テーブルを挟んだ向かいのソファーに凶暴女が座っていた。

「なにナチュラルに嗅いでんのよ、アンタは」

「ナチュラルに忍び込みやがったてめえが言うな」

　僕は深ふか町まち翼つばさを睨にらんで、コートを投げつけた。

「わぷ」

　ソファーから立ち上がり、繫つながれたり組み上げられたりした家電の中にある、冷温庫を開いて、鼻がキンとなるほど冷えた『トムキャットミルク』を手にとった。メーカー名とは裏腹にちゃんと人間用である。創業者の飼い猫の名前がトムだったらしい。

　僕はソファーに戻ってふんぞり返り、ひと息ついた。

「帰れ」

　言って、僕はトムキャットミルクに口をつけた。

「イ、ヤ。今日は泊まっていくから」

「ぶっ」

　思わず、飲みかけた牛乳を鼻から吹き出す。

「あら、どうしたの安あん佑すけ？　ミルクでうがい？　贅ぜい沢たくねー？　新しい健康法かしら。流は行やってんの？」

「ふざけんな！　一晩でもストレスで毛が抜けるってんだよ！」

　鼻を拭いた手の甲に、ミルクの線が延びる。ソファーに座る深ふか町まちの隣には、確かに、校舎へ出るには大きすぎるバッグが置いてある。

「事務所ここのボスには言ってあるわ。借りて寝泊まりするって意味じゃ、アンタとあたしは対等。アンタはあたしを追い出せない。でも、イヴの埋め合わせをするっていうなら、このまま、今すぐに、帰ってあげる」

　僕はしっかり聞こえるように舌打ちした。そういう腹か。

「埋め合わせもへったくれもねえだろ。僕はイヴに何も約束してない」

「でも、招待メッセージは開いたでしょ」

　深ふか町まちはスマート端末を取り出した。画面では、僕宛のメッセージに『Read』の印がついている。封印シーリングをつけたメッセージは、相手が開くと送信者にそれが知れるのだ。

「メッセージは見た。でも、返信はない。そんなとき、あの子はアンタが来てくれるものだって信じちゃうの。アンタが好きで、アンタを信じてるから。アンタはあの子のヒーローなの」

「勘違いヒーローは映画が始まって三分で負けて死んだ。世界は支配されて、地球は侵略された。残念だったな。人類は滅びる。バッドエンドだ」

　軽口を叩たたいた僕に、深ふか町まちはスマート端末を投げつけた。僕はそれを受け止めて、ぽいと投げ返した。

「ピンチに現れなかったなら、せめて埋め合わせくらいしなさいって言ってるの」

「……何だ、ピンチって」

「イヴの日、泣いてたのよ、あの子」

　深ふか町まちがじっと僕の目を見る。

「ほかのホームの子が、アンタはもう来ないって言ってるのに、あの子だけ、アンタはきっと来るって言い張って、でも結局アンタは来なくて、みんなに馬鹿にされて、悔しかったの。分かる？」

「……」

「でも、あの子、諦めてない。今度は三十一日にアンタを呼ぶんだって意気込んでるわ」

「……三十一？」

「カウントダウン。夢ゆめの木き園えんで夜よ更ふかしオッケーの日ってあんまりないでしょ？　でも、カウントダウンの日は特別。あの子、三十一日に、アンタと一緒に夜よ更ふかしするんだって、楽しみにしてる」

　僕は苛いらついて小さく嘆息した。

「誕生日プレゼントも、今度こそ渡すんだって。ほかの子たちは今度もアンタは来ないって言ってる。あの子は絶対来るって言い張ってる。でも、自分でもう一度誘う勇気はないの。言葉にして断られるのが恐こわいから。だから、あの子、こっそり頼んできたのよ、あたしからアンタを誘ってって」

　身を乗り出すようにして、深ふか町まちは続けた。

「三十一日、アンタも何か用意して、会いにいってあげなさいよ」

　僕は聞こえよがしにもう一度ため息をついて、深ふか町まち翼つばさを見やって、力の抜けた声で答えた。

「……とりあえず、おまえは出ていけ」
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　Ｘフォンのホロディスプレイには、『231,900 pt』の残高表示がある。

　地上二十階。

　地下三階。

　サイバーゲートモールの内装ホログラムは、クリスマス仕様のものからニューイヤーセールに向けたものへ変わっていた。

　日が暮れているせいか、それとも利用者の数に対して施設が大きすぎるせいか、モールの混み方もそこそこだった。人混み整理のための『GO & STOP』の信号ホログラムも、今はすべてがグリーンの『GO』だ。

「……とにかく、あのアホを追い出さねーと」

　深ふか町まち翼つばさは宣言通り本気でシナジーに居座るつもりのようだった。「シャワー、先に使うわね。覗のぞいたら吹っ飛ばすから」なんてふざけたことまでほざいていやがった。

　一晩だって他人と同居するなど怖おぞ気けが走る。ストレスで毛が抜けるってのは誇張でも何でもない。

「買うもん買って、蹴り出してやる」

　だが、何を隠そう僕には金がない。補習にも新歓製作へも参加しない僕が冬休み直前にサボりもせずアカデミーに出ていたのは、価格破壊者であるところの学食を利用するためだった。

　そんな僕に残された武器は、トムキャットミルクの通販で貯めたポイント。Ｘフォンユーザーである僕なら、キャンペーンのポイントブーストでまたすぐに貯め直せる。今は残弾を撃ち尽くしてでも敵を排撃するのだ。

　ちなみに、ＸフォンというのはＮＪインダストリーズ肝いりの、実機を携帯しないスマート端末だ。

　サービスはすべてクラウドコンピューティングで提供され、操作はホロディスプレイとフィンガージェスチャーで行う。

　ホロディスプレイは五指に移植されたバイオシールによって映し出される。フィンガージェスチャーもこのバイオシールが認識する。ジェスチャーのデフォルト設定は、従来のスマート端末のタッチ操作とほぼ同じ。だから、デフォルトをわざわざ変えるユーザーは少ない。

　インダストリーズはこのＸフォンを広めるためにいくつものキャンペーンを打っている。ポイントブースターもその一つだった。

　僕はサイバーゲートモールの六階にある、トイショップにやって来た。

　だが……。

「もはや選ばせる気がねえだろ、これは」

　棚、壁、天井、場所によっては床にまで、無数の商品が何やら前衛的で立体的でアーティスティックな雰囲気で陳列されているのだが、客にゆっくり品定めさせようって意図がまったく感じられない。

　見ようによっては環状列石のような陳列は、決して購買意欲をそそるものじゃなかった。

　とは言え、何かを買って帰らなければ、深ふか町まち翼つばさを僕の自宅兼アルバイト先から蹴り出すことができない。僕は店内をうろついて、品物を物色し始めた。

　三十分。

　ショップを七周ほどさまよっても、買うものが決まらない。そもそも、プレゼントなんて柄じゃない。贈るのも、贈られるのもだ。

「……チクショウ。だがそれじゃあ、あのバカが」

　追い出せない。ストレスで毛が抜ける。

「つーか、知らねーし。……普通の子どもが、もらって、普通に嬉うれしいものとかよ」

「そういうものをお探しなんですか？」

　はたと、僕は足を止めた。

　振り返ると、そこに立っていたのは、あのジミ太郎だった。昇降口で僕が泣かせた、あの。僕が今いるトイショップの、スタッフ制服を身につけている。

「こんばんはです、遊あす磨ま君」

「……おまえ」

「はい」

「そんな口調だったか？」

「……あれ？　あー……」

　気弱そうなジミ太郎が明後日あさつての方を見る。

「ボク、どんな風に話していましたっけ」

「いや、他ひ人とに訊くことかよ」

「……まあ、別にいいじゃないですか！　話し方なんて！　そんなことよりも、普通に嬉うれしいプレゼントですよ！　そちらの方が一大事！　重大事！　百大事！」

　見得を切るように、ジミ太郎が手をかざす。

「こう見えて、ボク、ここのバイトですので」

「どう見ても、おまえ、ここのバイトだろ」

　何と言っても着ているものがスタッフ制服だ。

「プレゼントについては、一いつ家か言げんどころか、二に家か言げん、いえ三、四がなくて五ご家か言げんほどはあるのですよ、じっさい！」

　家か言げんは単位じゃねえ。

　……じゃねえよな？

「子ども向けのプレゼントですね！　しばしお待ちを！」

　言うなり、ジミ太郎はピューッと駆け足で姿を消してしまった。

「待つわきゃねーだろ、アホ」

　僕はどこかで聞いた覚えのある悪態をついて、その場を離れた。どこぞの遺跡のように積み上げられた、オモチャの陳列を抜けて、店の出口を目指す。

　バイトの助言も助力も必要ない。そんなものが差し伸べられた時点で、僕の買い物には水が差されたのだ。

　誰かの助けを借りる気はない。だから一いつ家か言げんも、二に家か言げんも、五ご家か言げんも必要ない。

　誰かの助けになる気もない。だから、スティックＰＣも拾わない。

「バカらしい」

　深ふか町まちは水でもぶっかけて追い出すか。そんな風に、正気に戻った僕の前に影が差す。

　得意満面なジミ太郎だった。

「てれーん！　今回お客様にお勧めする商品はこちらぁ！」

　勝訴と表示されたロールディスプレイを突き出すような動作だった。ジミ太郎が繰り出したのは、一抱えもある不細工な猫の縫いぐるみである。

「難しい話をすっ飛ばすとですね。こちらのハグ・ミー・シリーズは、最新のエルゴノミクスに基づき、お子様に親御さんから抱きしめられているのと同じ安心感を覚えてもらうことに成功したワンダー・トイズの傑作なのです！　まあ、お値段の方もそれなりにケッサクですが」

「は？」

　バイトのジミ太郎が取り出したのは、件くだんのピンクのスティックＰＣだった。一の位から順に表示されたプライスに、僕は鼻はな白じろんだ。

「ファッ」

「ピー！」

「ック」

「バイト店員の肉声による発言規制でした。お子様向けトイショップでＦワードはＮＧです」

　ＦだのＮだのＧだの、いちいちうるさいバイトだ。僕はため息をついて相手を睨にらみつけた。

「おまえ、悔しくねえのかよ」

　縫いぐるみを抱いたジミ太郎が、ポカンとした。

「昼間に暴言吐かれた相手の世話を、バカみたいにせっせと焼いてよ。情けなくねえのか。惨みじめじゃねえのか。意地も、プライドもねえのか。仕返しの一つでもしてやろうとは思わねえのか」

「うーん、思いませんね、ちっとも」

　数秒の間を置いて、答えが返ってきた。

「あなたはともかくとして、あなたがプレゼントを贈ろうとしている相手には、罪はないじゃないですか。ボクがここで意地悪をしてしまっては、その子に悪いです。それに──」

　ジミ太郎は続ける。

「誰かの手助けをすることで、その先にほんの少しでも希望があるなら、それはとても素敵なことだと思いますが」

　当たり前のことのように言った相手に、僕は呆あきれ返かえった。

「ＰＣはゴミで、持ち主はアホか。……救えねえな」

　ジミ太郎とすれ違い、店の出口に向かう。こういう手合いとは言葉を交わすだけ無駄だ。

　信仰するカミサマの違いだ。

　決着をつけようとすると、どちらかが殉教するほかない。

　そして僕には、ショッピングモールのトイショップで宗教戦争をする趣味はない。

「今回ご提案したこちらのパパニャンですが、つがいのママニャンが欠損しておりまして」

　背後で、人助け教のバイトがまだ話している。

「さらに倉庫に残っていたこちら現品のみのご提供となっておりまして。さらにさらに、こちらのパパニャンは、現在第六世代までリリースされているハグ・ミー・シリーズの第三世代と、少々古い商品となっているものですから、カウントダウンセールのエクストラディスカウントの対象商品となっています」

　そしてジミ太郎は最後の一言を、僕の後頭部へコツンと投げるようにさりげなく言った。

「こちら、九十八パーセントオフでのご提供となっております」

　はっとした僕は、いつの間にか立ち止まって振り返っていた自分自身に気付いたのだった。




「お買い上げありがとうございましたー」

　ラッピングはゴツいオッサンの店員が担当した。自動包装機もあるにはあるのだが、いまだに不定形の品物には、人の手で包装が施されることがある。

　ＸフォンＩＤに貯まったポイントで精算を済ませた僕は、ラッピングされた縫いぐるみを抱えてトイショップの外に立っていた。我ながら、間抜けな格好だ。

「……まあ、これでアイツを放り出せる」

　視線を上げると駆動するエレベーターが目に入る。ショッピングモールのエレベーターは北と南に八機ずつあり、そのすべてが外を見渡せるスケルトン仕様になっていた。

　昼間はあんなに晴れていたのに、日の暮れた空は、厚く曇っている。

　そして──。

「……雪」

　ちらり、ちらりと白いものが舞い始めた。夕方のモールを行き交う人々も、降り始めた粉雪を眺めている。僕も何となく目を向ける。空から降っているうちは白く綺き麗れいなのに、地面に積もって一日もすれば人や車に踏まれて黒く汚れる。いっそ降らずに雲のままでいれば、ずっと白いだろうに。

　ドンと誰かにぶつかって、僕は我に返った。

「おっと」

　相手は……。

　視界に顔が入っていない。僕は顔を見上げざるを得なかった。

　見上げるような大男だ。といっても、筋骨隆々というワケではない。印象としては長い。縦に長い。縦に長い中年男である。凍った泥のような目をした、顔色の悪い、縦長の中年男が目の前に立っていた。薄暗い雰囲気の、周囲の光を吸っているような気配の男だった。

　猫背気味だが、二メートル近くはありそうだ。周囲の客たちも、チラチラとそいつを見ている。ライトを遮る長身のせいで、僕はちょっとした木陰に佇たたずんでいるような格好になった。

　中年男はギョロギョロと目を動かす。

　同時、それは一瞬の早業だった。

　そいつはおもむろに、僕の手の中にあるプレゼント仕様の縫いぐるみに手を伸ばし、僕の腕から鷲わしづかみにしたそれをかっぱらい、そのまま一目散に逃げ出したのである。

「……は？」

　僕だけじゃない、周囲にいた数名も呆あつ気けにとられた。

　デカい中年のオッサンが、ラッピングされた縫いぐるみを抱えてダッシュし始めたのだ。誰だって目が点になる。

「てめっ、待てコラ！」

　我に返った僕は、怒声を放って、そいつを追走した。
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　ショッピングモールに併設された八階建てのパーキング。その従業員駐車エリアで、僕は走る足を止めた。駐車スペースは八割方埋まっている。

　人気はない。

　誰もおらず、薄暗い。

　肩を上下させながら、白い息を何度も吐く。

　結局、ここまで僕は一度もあの中年男に追いつくことができなかった。足は遅くないつもりだった。だが、僕はこうしてあいつを見失ってしまった。

「……どこへ行きやがった」

　そう呟つぶやいた僕の目にとまったもの。

　ここは八階建てのパーキングの六階、雪なんて積もるはずのない場所だ。

　けれど、雪のような白。

「──」

　それは僕の手から奪われたあの縫いぐるみの中身だった。

　バラバラにされた縫いぐるみが、プレゼント用のラッピングと一緒に散らばっていた。

　猛獣に弄もてあそばれた獲物のように、めちゃくちゃに引き裂かれた大きな猫の縫いぐるみ。

　巨大な顎で食らいつき、首を振り回し、獲物を地面や海面に叩たたきつけてズタズタにする肉食生物が、今さっきまでここにいたんじゃないか。見る者にそう思わせる光景だった。

　瞬まばたきもせず、僕は縫いぐるみの首のところまで歩いていった。

　他人から盗んだものをぶちこわして、まき散らすのが趣味？

　異常な悪いた戯ずらだ。

　いや、そもそも。まともな素材を使い、きちんと縫製された縫いぐるみは、並大抵の力では引き裂けない。一抱えもあるあの縫いぐるが相手ならなおさら、人間の手では、無理だ。

「いったい──」

　そのとき、ふっと、足元に散らばった白い中身が舞った。その足元に、別の影。振り返る。そこでは泥棒の中年男が拳を握り、長い腕を振りかぶっていた。

　頰骨にガツッと来た。視界がブツッと散った。躱かわし遅おくれた。再び焦点が合うまでの一秒以下の隙。胸にズドンと来て息が潰れた。

　バンと何かに当たって、僕は落ちた。落ちた？　吹っ飛ばされたのか？　置いてけぼりの意識がようやく僕の身体に追いついて、脳のう味み噌その中のコクピットに座り直した。

　視点は横たわっていた。二本の脚が見える。縫いぐるみ泥棒の脚。一本は立ち、一本は蹴りを繰り出したままの格好で止まっている。

「ごふ、げっほ──」

　呼吸に正しいリズムを取り戻すような咳せきが出た。出るに任せ、僕は地面に手をつく。蹴りを終えた二本の脚がこちらに歩いてきた。僕は側にあるものを支えに立とうとする。冷たいバンの車体だ。蹴飛ばされ、吹っ飛ばされ、僕が激突したバンだ。鉄板に残ったへこみのように、胸に痛みがズシッと残って息苦しい。

「貧民団地の、ノラ」

　僕の少し手前で足を止めた薄暗い二メートル男が、猫背の格好で見下ろしてくる。

「何者だ、てめえ」

「おれは隠かくれ木ぎという者だ。おまえは貧民団地のノラで、間違いはないのだな？」

　貧民団地のノラ。

　無愛想に昼飯を注文するような声で、男はまた、僕をそう呼んだ。

「……知らねえな、誰だそりゃ」

　こちらの話は右から左といった様子で、隠かくれ木ぎとかいう男は続けた。どうやら自分の話したいことを、ただ無表情に垂れ流しているだけらしい。

「後悔というものはつくづく残酷だな、ノラ。すべてが終わってしまってから得意顔でこちらを責めるくせに、過あやまちの前に立ちはだかって警告をしてくれることはない。もちろんそれこそが後悔というものなのだと理解はしている。だが先に気づくことができたら、おれはその原因を取り除く努力を惜しまなかった」

　冬の夜に男の声が染しみるようだった。

「……それでは、すべてが終わってしまったあとでもその原因がまだこの世に残留している場合、それ取り除こうとする努力は、果たして徒労だろうか？」

　僕は息を整える。

　隠かくれ木ぎは無表情のままだ。

「決して徒労などではない。なぜなら、物語の様相はエンドマークの打たれる箇所によっていかようにも転じうるのだから」

　ふっと男の長い腕が揺らいで消えたように見えた。

　本能が僕を突き動かす。自覚が戻る。僕は咄とつ嗟さに転がるように身を投げ出していた。ズゴンと男の拳がフロントガラスを突き破っていた。二枚の強化ガラスと九層構造の中間膜が綺き麗れいに貫かれている。車の防犯アラームが鳴り響く。

「そして、最後に付け加えるなら」

　男は言った。

「おれはおまえを殺したいほど憎い」

　男はガラスから腕を引き抜き、だらりと下げる。傾けた顔が僕を見ていた。

「──変身デタンジ」

　変化はすぐに訪れた。

　男の手に、首に、顔に、ミシミシと、無数のヒビが入っていく。

　……何だ。

　何が、起こっている？

　直後、皮膚に走ったヒビから、男の肉体が砕け散ったように見えた。

　だが、その場にヤツは立っていた。

　いや、今し方までヤツであったらしい異形が、そこに静かに佇たたずんでいた。

　そう、それはもはや、異形としか呼びようがなかった。

　辛かろうじて人型を留めたに過ぎない異形は、さながら、トカゲの怪人の廃材アート。歪いびつな鋭さばかりが目立つ、人型トカゲの怪物。

　頭部に走った二つの筋。多分そこが目なのだ。その筋がじーっと僕の方へ向けられている。狙撃のねらいを定めるような、張りつくような音のない視線。

　来る。

　直感があった。

　だがその寸前、バツンと怪物にライトが当たる。あっと言う間に僕らを取り囲んだのは、十機近いドローン。

『ＮＪインダストリーズ、収しゆう患かん管かん理り局きよくの強制措置エンフオースメントです。搬患担当トランスポーターの指示に従い、サイバー街フエイズ病棟ワードまで同行してください』

　無機質な人工音声。肉声に似せた調整はほぼない。

　怪物が素早く首を巡らせる。

　同時に、

「こっちです！」

　手が引っ張られた。よろけ、つんのめり、転ばないように足を出すと引かれるままに駆け出している。僕の手を取ったヤツのその背中──。

「おまえ、ジミ太郎……！」

　トイショップの制服、真円の眼鏡、冴さえない横顔。僕の手を摑つかんでパーキングのスロープへ向かい、上を目指す。

「走ってください、速く！」

「チッ」

　引かれる手を振り払い、僕は自分の脚で走り出す。背後で爆音。怪物がドローンを屠ほふっていた。

　駆ける足は止めない。けれども、さすがに混乱していた。泥棒、縫いぐるみ、バラバラ、縦長男、怪物。そしていきなり現れたドローンとジミ太郎。整理がつかない。僕は疾走しながら吐き捨てた。

「クソッ、何がどうなってやがる」

「説明はあと！　とにかく今は上へ走ってください！」

「あ？　説明だと？　ジミ太郎、おまえ何か──」

　ビュオッと凍いてつく風が頰を叩たたく。

　一心不乱に駆け抜けた僕らは、パーキングの屋上に辿たどり着ついていた。

　グレーの外構コンクリートに引かれた自動車用の白線と、歩行者横断用の黄色線は、塗り直されたばかりなのか、かすれが少ない。

　設置されたソーラーライトが、昼間溜ためた電力を消費して、夜の駐車場を照らしている。並んだ車のボンネットは冷え切っているのか、そこへ舞い降りた小さな雪の花はとけることなく、静かに積み重なっていく。

「こっちです」

　また僕の手を摑つかんで、ジミ太郎は白いスポーツカーの陰に身を潜めた。僕は再び手を振り払い、隣の黒いレトロカーの側に屈かがみ込こむ。

「……っ」

　強打を食らった胸が痛む。

「大丈夫ですか」

「やめろ、うぜえ」

　気遣いを拒絶して、僕は相手を睨にらむ。

「……で？　あとでする説明ってのは何だ、ジミ太郎」

「あの、さっきから言っているジミ太郎って、この人のことですか？」

　そう言って、ジミ太郎は自分を指差した。

　まるで「この人」と「自分」がノット・イコールであるかのように。

「だとしたら、ちょっとご本人に失礼だと思いますよ。快く替わってくれた、いい人だったんですから」

　ちょうどそのとき、ジ、ジとノイズが走った。ジミ太郎の姿に、だ。

「……どうやら、バッテリー切れのようですね」

　姿のノイズだけでなく、声も裏返っている。いや違う。裏返ってるんじゃない。別の声が混じっているのだ。少年の声にところどころ混じり始めたのは、若い女の、少女の、声。

「何だ、おまえ」

　僕の問いかけに、少年は真まっ直すぐこちらを見た。トイショップの制服姿がバラバラと崩れて消え去っていく。そして、そいつは名乗った。その声はもう完全に、少年のそれじゃなかった。湖の水面を渡る風のような、少女の声だった。

「私は──高たか園ぞのカヤといいます」

　雲うん散さん霧む消しようした店員の姿の下から現れたのは、華きや奢しやな少女だった。彼女が身につけているのはダブルブレストのショートコート、濃紺のスカート、そしてオーバーニーソックス。
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「素顔で会うのは初めてですね、遊あす磨ま安あん佑すけ」

「……ホログラム」

　それ以上言葉が続かなかったのは、めくるめく事態の変化に理解が追いつかないせいなのか、それとも正体を現した少女が──美しすぎるせいなのか。

　真珠色の髪は柔らかな癖毛で、肩に届かないくらいの長さで整えられている。肌は抜けるように白く、赤ん坊のそれのようにきめ細やかに見えた。

　眸ひとみは鮮やかなロイヤルブルー。眉尻は短く、小さな顔と相まって、幼さと賢さと品のよさを感じさせる。

　誰かの理想そのままの姿で作られた、まさに天使の人形。

　いや、人形というよりは「お人形さん」と呼ぶのが相応しいような、そんな愛らしさが、その少女──高たか園ぞのカヤにはあった。

　少女の白い首筋には、黒いチョーカー型のデバイスが巻かれている。声とホログラムはあれで作っていたのだろうか。

「すぐに応援がきます。今はここに隠れて──」

「……応援？」

　その言葉は、僕の中に嫌けん悪お感かんしか生まなかった。

「……くだらない。待つならおまえ一人で待て」

　否いや応おうなく高まる切迫感。だが吐き気にも似た嫌けん悪お感かんはその切迫感を凌りよう駕がしていた。息を細く吐く。呼気の水分が白くたなびく。

　僕は歩み出しかけて、

「ぐぇっ、げほっ」

「どこへ行く気ですか！」

　少女は声を殺して喚わめく。

「摑つかむな！　締め落とす気か！」

　僕は襟首を摑つかまれて引き倒された格好だ。

「ダメです、ヤツはあなたを狙ってるんですよ！」

「うるせえ、あんな化物──」

　そのとき僕の目の前で、シルエットが下から上へ、素早く夜空を突いた。宇宙に帰る流れ星のような跳躍は、あの化物。

「あんな化物が何ですって？」

「……チッ」

　六階から飛んできたのだ。この八階へ。ダンと着地したヤツは、ゆっくりと身体を起こし、サーチライトのようにスーッと首を巡らせた。

「隠れたか！　ノラ！」

　怪物は苛いら立だって側の車の横合いを殴りつけた。車はそのまま真横へザーッと滑ってほかの車に激突する。

　パーキングの屋上に、警戒サイレンが鳴り響く。『KEEP OUT』のホログラムパネルが一瞬のうちにいくつも展開される。

　今度は側のオートバイに手をかけた怪物はそれを摑つかみ上あげて、

「どこだ！」

　力任せにぶん投げた。

　オートバイが飛来するのは、まさに僕らが身を隠しているその自動車の直上──。

「ちょ──」

「クソッ」

　たまらず、僕らは車の陰から転がり出た。その背後で、けたたましい音を立ててオートバイが自動車に命中し、そのボンネットを押しつぶした。

「おまえは店の中へ戻ってろ」

　立ち上がりかけた僕は、同じく立ち上がりかけた少女の背中を突き飛ばす。

「戻ってろってあなた──」

「応援とやらには、あのバイト先にでも迎えにきてもらうんだな。あばよ」

　僕は駆け出した。『KEEP OUT』の黄色と黒、その警戒色を浴びて、凍った夜を走る。

「逃がさんぞ、ノラ！」

　怪物が猛烈な速さで、パーキングに並んだ車の隙間をすり抜けてくる。速力が違いすぎる。逃げられない。追いつかれれば、僕の胸板なんて、車のフロントガラスより容た易やすくぶち抜かれるだろう。

　そのとき、僕の視界に消火スプレーの設置ボックスが飛び込んできた。取り回しのきくハンディータイプが全部で八缶。唯一の反撃手段はあまりに脆ぜい弱じやく。

「──最高かよ」

　悪態をついてボックスへ向かう。だが直後、僕の目の前で設置ボックスが砕け散った。理由は単純だ。怪物が目の前に立っていた。

　強烈な衝撃が、腹部にきた。

　僕の身体は、雪の降る夜の闇に叩たたき上あげられた。ぐらぐらと揺れる意識と激痛、そのあとになってようやく理解が追いついてくる。怪物の尻尾が揺れている。あれで叩たたかれたのだ。制服のボタンが割れて、胸元が開いている。

　僕の目に何か眩まぶしいものが映った。

　パーキングのライトに照らされた真珠色の癖毛。ロイヤルブルーの眸ひとみ。さっき置いてきたはずの少女が、僕に向かって駆け寄ってくる。そして──

「うおっ！」

「くっ！」

　その華きや奢しやな少女は、外構コンクリートに激突する寸前の僕に飛びつき、思い切り抱きしめてそのまま一緒に地面を転がった。

「おまえ……まだこんなところにいたのか」

「あなたこそ！　何を無茶なことをしてるんですか！」

　少女は怪物を睨にらんで立ち上がる。起き上がりざまに、白い指をコートの下に伸ばす。腰元から抜かれたのは電磁式らしい銃器。

　少女は僕と怪物の間に立って、それを構える。

　しんしんと降る雪せつ片ぺんは、もう粉雪などではなく、綿雪やぼたん雪と呼んでもよさそうな大きさへと膨らんでいる。本格的に、積雪の気配が夜のサイバー街フエイズに漂う。

「……高たか園ぞの、カヤ。ラボの目か」

「隠かくれ木ぎ周しゆう吾ご。管理局の強制措置エンフオースメントです。サイバー街フエイズ病棟ワードまで同行を」

　怪物が微かすかに動いた。警戒した少女がトリガーを引く。電磁機巧から連射されたニードルは、怪物の硬い身体に阻はばまれる。

　怪物がガバッと口を開く。そこから飛び出したのは長い舌。それが少女の右脚を捉えた。

「なっ」

　鞭むちのようにしなる舌は少女の身体を振り回し、側の中型トラックのフロントに叩たたきつけた。

「くッ……！」

　少女の顔が苦く悶もんに歪ゆがみ、地面に倒れ伏す。それでもニードルガンを怪物に向け、引き金を引く。だが、電磁式の機巧はすぐに空転し、『RELOAD』のホロアナウンスが開く。弾切れだ。

　少女もまた打つ手を失った。

「……おまえさえいなければ」

　怪物はじっと僕を捉え、地を蹴った。

「死ね！　ノラ！」

　すさまじい速度だった。僕は体勢も立て直せていなかった。ただ迫ってくる死を目の前に、動けずにいた。だから、実際に視界を塞がれるまで気がつかなかった。

「あなたは、逃げてください」

　真珠色の髪が、目の前で揺れた。白い少女が両手を広げて、僕と怪物の間に割って入ろうとしていた。

　怪物が迫る。引き絞られた異形の筋肉で鋭い爪を振りかぶり、警告表示の明かりに照らされて疾走する。

『KEEP OUT』

『KEEP OUT』

『KEEP OUT』

　屋上パーキングを封鎖する、黄色と黒のホログラム表示。

　その光に、怪物の影が躍る。

　僕を庇かばおうとする少女の影が躍る。

　殺さつ戮りくの刹那を、僕は、スローモーションで目まの当あたりにする。

「──いらねえんだよ」

　僕は、少女の傍かたわらから、強引に腕を突き出した。身体を起こし、足を踏ん張り、前へ、前へ、前へ──。

　誰かの助けになること。誰かに助けられること。どちらも同じように反へ吐どが出る。クソッたれめ。クソッタレの怪物め。

　狙いは僕だろ、ようく狙え！

　胸中で咆ほう哮こうし、僕は限られた時間の中で、怪物の爪の先に、右の手の平を差し出した。




　刃のような怪物の爪が、僕の手を引き裂こうという、その刹那だった。




「な、に──」

　怪物が動揺する。

　バリッ！　と顔をしかめたくなるような強烈な音がして──亀裂が迸ほとばしった。

　僕が手を伸ばしたその先に。

　何もない空間に。

　虚こ空くうに。

　警告表示の光に彩いろどられた、夜の闇に。

　それらのすべてを破壊するような亀裂が走り、そして眼前の空間が、その亀裂から激烈な破砕音とともに、砕け散った。

「ぐゥッ！」

　弾はじけ飛とんだ空間の衝撃で、怪物が後方へ叩たたき飛とばされる。

　何が起こったのか、理解の追いつかない僕の隣で、少女が呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

「カリスマ……能力……」

　そして僕と少女は、同時に目撃した。

　砕け散った空間の亀裂、そこから現れたのは──仮面。

　モチーフは恐らく、猫、あるいはそれに類する動物の頭蓋骨だろう。

　半分が黒で、半分が白。歪いびつで、獰どう猛もうなデザインの黒半分に対して、白半分は、上品で洒落しやれたデザインだった。

　その仮面が、左右二つに分かれる。

　黒半分は、僕の元に。

　白半分は、少女の元に、ゆっくりと下りてくる。

「あなたは……いったい」

　白い仮面を手にした少女が、目を丸くして、呆然と言った。だがすぐ、弾はじかれたように顔を上げる。

　怪物が、怨えん嗟さの叫びとともに立ち上がったからだ。

「迷う時間はなさそうです」

　呟つぶやいた少女は、きゅっと唇を引き結び、白い仮面を顔に押し当てた。

　直後、光が僕の視界を目ま映ばゆく包んだ。仮面をつけた少女の腰の辺りから、白い、光の尻尾がするりと伸びる。

「……これが、カリスマ能力」

　何かを確かめるように両の手の平を見た少女は、それをぐっと握り、怪物を真まっ直すぐに睨にらむ。

「──いきます！」

　そして、その怪物へ向かって一直線に疾走した。

「邪ァ魔立てするかッ！」

　怪物もまた爪を構えて、少女へ突撃した。

　同時に放たれた二つの弾丸のように、少女と怪物が衝突する、かと思われた。

　怪物の爪が空を切る。

　少女の姿が、消えている。怪物の目にはそう映ったのだろう。すかさず首を振る。だが、見つからない。見つかるはずがない。

　離れた場所にいた僕には、見えていた。

　上だ。少女は、上に、立っている。駐車場に立つ、双葉のように開いたライトに着地した少女は、逆さまに、立っている。重力に逆らって。重力を嘲あざ笑わらうように。

「はっ！」

　逆光を浴びる少女はライトから跳んだ。逆さまに飛んだ。そのまま中空でくるりと回転し、狙うのはまだ気づかずにいる怪物の脳天。ズダンと、渾こん身しんの踵かかと落おとしが炸さく裂れつした。

「ガ、ギ──！」

　怪物の身体がぐらりと揺らぐ。踵かかと落おとしから着地した少女は、その怪物の顔の下にいた。

「せいッ！」

　その場所から逆立ちをするように、怪物の顎を上へ蹴り抜く。スカートが翻ひるがえり、スカートインナーから伸びた脚が、怪物の身体を宙へ蹴り上げた。

「オ、グ──」

　蹴りの威力に、怪物の長ちよう軀くが浮き上がる。少女は、今度は別のライトの軸めがけて跳び、逆さまに立ったときと同じく、重力など無視して、そこへ横向きに着地した。

「もう終わりです……！」

　ロイヤルブルーの眸ひとみで怪物を見据えた少女は、最後の跳躍を見せる。

「観測器風ふ情ぜいがァ！」

　向かってくる少女に叫び散らすが、怪物にはもう刹那の猶ゆう予よもない。

　夜陰を切り裂く白い影は、その美しい足を振りかぶり、宙に浮いた怪物の顔面へ容赦なく跳び蹴りを叩たたき込こんだ。

　蹴り飛ばされた怪物は屋上の大型室外機を囲うフェンスに激突し、床にばったりと倒れて、そのまま沈黙した。失神したのか、起き上がる気配は感じられない。

　しばらくすると、怪物の身体に亀裂が入った。ばらばらと軽い破片が舞い飛ぶように、怪物の変身が解け、その姿が元の長身の中年男に戻っていく。僕はその身体に目を細めた。今、気を失っている姿だけを見れば、やっぱりただの人間にしか映らない。

　そいつを、少女も見ている。顔の片側についた白い仮面。白い光の尾。突然目覚めたように躍動し、あっと言う間に怪物を倒した、その姿。

　その姿が、ふらっと揺れたかと思うと、少女はぺたっとその場にへたり込んでしまった。顔の白い仮面がパリンと砕けて散って消える。それは僕の手の中で黒い仮面が同じようになるのと同時だった。

　少女の息は弾んでいた。手はスカートを握っている。

「……なぜ中へ戻らなかった」

　僕は少女から一歩離れたところに立って見下ろす。少女は僕を見上げて、白い歯を見せて笑った。

「ビクトリーです！」

「……は？」

　ワケの分からないヤツだ。いや、ワケが分からないと言えば、このショッピングモールで起こったことのすべてが、ワケの分からないことだらけだった。まともに収拾がつくのか、かなり怪しい出来事の連続。だが、事態の収拾なんて僕の気にすることじゃない。このままここにいても面倒が多そうだ。失せるか。僕は小さく息を吐いた。

「勝利の宣言は、少し早計ではないかね」

　コツリと硬い、靴の踵かかとの音がした。

　少女が振り返る。

　すらりと背の高い男だった。

　黒のスーツに淡いピンクのシャツ、ワインレッドのネクタイ。派手な出いで立たちだが、首から上は、長髪をたなびかせる品のいい貴公子である。ただ、その眸ひとみは不穏に光り、貴公子といっても、追放を受けた不遇のそれを思わせた。

「……鹿しし戸ど、了りよう」

「隠かくれ木ぎさんを好きにさせれば、動きがあるかと思ったが、君が単独で行動するとは好都合だ。その目は厄介なのでね」

　貴公子は僕を見やる。

「粗末なエサでよく釣れた」

「遊あす磨ま安あん佑すけ、彼も同じです」

　少女の言葉に僕は目をすがめる。同じ。つまり、目の前の貴公子もさっきの長身の中年男と同様怪物だということか。

「粗末と判断するのはそれこそ早計ですよ、鹿しし戸ど了りよう。彼は、能力者です」

「見ていた。隠かくれ木ぎさんがご執心の彼は確かに能力者。しかも、恐らくは、きわめて希け有うな。だが私にとって、そんなことはどうでもよいこと。君こそ失念しているのではないかな。能力を有するということは、戦力たりうることと必ずしもイコールではない。……隠かくれ木ぎさん」

　そのとき視界の端でゆらりと何かが立ち上がった。それは今さっき、少女が蹴り飛ばして黙らせたばかりの、あのギョロ目の長身の中年男。

「……醜態をさらしたね、鹿しし戸ど君」

　少女の顔にも焦あせりが走る。僕の側に下がってきて、呟つぶやく。

「もう一度能力を、遊あす磨ま安あん佑すけ」

「は？　能力？」

「さっきの仮面ですっ」

「知らねえよ！」

　僕らはジリジリと下がる。貴公子は静かに佇たたずんでいる。長身の中年男は脇からゆっくりと歩み出て、こちらに向かってくる。

「鹿しし戸ど君。高たか園ぞのカヤも、おれが始末してかまわんのかね」

「どうぞ」

　隠かくれ木ぎとかいう男が少しずつ距離を詰めてくる。少しずつ速度を上げながら。僕らはジリジリと追い詰められるように後ろに下がって──ドンと何かにぶつかった。

「どけ、ガキども」

　僕と少女を割って現れた人影。

　凶悪な面相の若い男だ。身長は一八〇センチを超えているに違いない。

　アシンメトリな金髪、左右の耳にはピアスが合わせて七つ、左の眉には鋭い傷跡、そして、いかにも短気そうな目つきが特徴的だった。どこで買ってきたのかまったく想像できない不思議な柄のシャツに、シンプルなジャケットも相まって、完全に喧けん嘩かっ早ぱやいチンピラだ。

「……半はん田だ智とも明あき」

　貴公子の目が冷たく光る。

「鹿しし戸ど、てめえとの追いかけっこにもいい加減飽き飽きだ。──装身アンベイル」

　チンピラが横へ腕を伸ばし、宣言する。

　生まれたのは、亀裂。

　チンピラの右手の先にある空間に亀裂が迸ほとばしり、直後砕け散って現れたのは、極彩色の道化の仮面だった。

　僕と少女のところへ現れたもののように、半分に分かれたりはしなかった。

　チンピラが道化の仮面を顔に押し当てる。直後、ヤツは長身の隠かくれ木ぎの肩を足場に、貴公子へ襲いかかっていた。

「鹿しし戸ど君！」

　焦あせって振り返った隠かくれ木ぎ。チンピラが飛び蹴りを繰り出し、貴公子がそれを受ける。ドンと、ちょっとした交通事故のような音が響く。

「半はん田だ智とも明あき、私に君と遊ぶつもりはない」

「言ってろ」

　貴公子が後ろに飛び、ワゴンに着地する。

「行きますよ、隠かくれ木ぎさん。あなたは今夜、仕損じた」

　そしてちらりと僕を見て目を細めると、貴公子は再び飛び、夜の闇に消えた。

「逃がすかよ」

　そのあとをチンピラが追う。

　隠かくれ木ぎは一度こちらに振り返ったあと、僕の方をじっと見てから、一言だけを残してパーキングから姿を消した。

「次は殺す」

　パーキングには、僕と白い少女が残された。

　緊張が途切れた僕は軽く息をついた。少女も同じタイミングでため息をつく。顔を見合わせる。

「ビクトリーです！」

「棚ぼたってレベルじゃねーぞ」

「固いことは言いっこなし。ピンチは生き残ったもの勝ち、助かったもの勝ちですよ。遊あす磨ま安あん佑すけ」

「自力で切り抜けなきゃ意味がねえ」

「意味よりも価値、意義よりも勝ちですよ。命あってのなんとやら」

「つーか、普通に呼んでるがおまえ、どうして僕の名前を──」

「調べたので」

「は？」

「インダストリーズのデータベースで」

　一度、ＮＪインダストリーズのプライバシーポリシーを確認する必要がありそうだ。

「いや、待て。第一おまえ、あのジミ太郎のホログラム。ありゃ一体いつから──」

　僕が続けようとしたそのとき、車の走行音が響く。顔を上げると、二ヵ所ある屋上への出入口から、大きな漆黒のトレーラーが二台、重々しい徐行で姿を現した。

「収しゆう患かん管かん理り局きよくの、装甲搬送車両です」

　二台のトレーラーは僕らの前後を塞ぐように停止する。トレーラーの側面にあるドアが開くと、そこから小柄な女性が現れた。

「久しぶりだな、安あん佑すけ」

　寝癖で乱れたままの長髪に、大きすぎる黒縁眼鏡、袖の余った白衣。何年も見ていなかったその姿に、僕は目を丸くする。

「千せん条じよう芽め衣い子こを、知ってるんですか？」

　振り返った少女が驚いたように言う。

　千せん条じよう芽め衣い子こ。その名前を聞いたのも、かなり久しぶりだった。

「……先生」

「まだわたしをそう呼んでくれるのか」

　先生はこちらにやってくると、白衣のポケットから突っ込んでいた手を抜いた。その手には小さな銃器が握られていた。

　一発。

　それは僕の胸に撃ち込まれた。

　二発、三発、四発。

　ぐらりと頭が揺れた。胸には小さなダートが四本、刺さっている。

「何を……！」

　歪ゆがむ視界の中で少女が気色ばむ。だが先生はそれを無視して命ずるように言う。

「回収しろ」

　トレーラーの中からぞろぞろと黒い活動服に身を包んだ一団が現れ、僕らを取り囲む。急速に意識がむしばまれていく。僕は立っていられなくなり、その場に崩れ落ちた。

「今は眠っていろ、安あん佑すけ。その間に、メディカルスキャンにかける。恨むなら、注射一本打つのにも大暴れした昔の自分を恨むんだな」

　抵抗する力を失い、されるがままに引き起こされた僕が聞いた最後の言葉は、そんな内容だった。
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　突然の明るさで、僕は目を覚ました。

　太陽に向かって飛んだのかと思うほど強烈な光が、目ま蓋ぶたを突き抜けて僕の意識をぶん殴った。いや、それは太陽の光そのものなのだと、僕はすぐに気がついた。部屋の窓の遮光フィルターが、タイマー通り、オフになっただけのようだった。

　朝の日の光。白い天井とそこに走ったホログラムカーテンの投影レール。そこから映し出された半透明のホログラムレースカーテン。服は入院着のようなものを着せられている。

　僕は上体を起こした。

　透けて見える向こう側は、いかにも清潔な部屋だった。

　ロフトというか、中二階というか、僕にはその違いもよく分からないのだが、とにかくそういう構造を備えた白い部屋だ。一階も中二階も、奥の壁は一面のガラス張り。そのガラス張りの遮光フィルターがオフになったのだろう。

　冬の青空が澄んでいる。中庭か何からしい芝生と、朝の散歩をしているらしい入院着の人影が見える。外は寒そうだが、室内は贅ぜい沢たくなくらいに暖かかった。

「……病室か？」

　ベッドサイドテーブルには半透明の除菌ケースが置かれていて、中身は真新しいアカデミーの制服だった。その上に、ホログラムメモが浮かんでいる。内容は担当医の名前と次のようなメッセージ。

『着替えはこちらをお使いください』

　一通り調べてから入院着を脱ぎ捨てた僕は、その着替えを身につけ、自分が眠っていた部屋を見て回った。部屋の片隅に浮かんだホログラムの天気予報では、日付が二〇九八年十二月二十七日となっていた。どうやら僕は一晩ここで眠っていたらしい。

　一階部分には変わったところがなく、僕は中二階へ上がった。中二階の奥にはドアがあり、近づくと僕を感知して自動で開いた。

　中は宿泊用の部屋のようだった。スケルトンのランドリーボックスには、ブラウス、ミニスカート、スカートインナー、オーバーニーソックス、そしてコートが吊つるしてあった。

「……あれは」

　小さめのサイズ、若い女性向けに見えるダブルブレストのコート。

　脳裏でフラッシュバックが起こる。怪物に変わった長身の中年男。砕け散った空間から現れた仮面。長髪の貴公子。道化の仮面のチンピラ。黒いトレーラーから現れた先生。

　そして、コートの持ち主である白い少女。

　視界の端でもぞもぞと何かが動いた。ベッドがある。その上で、ふわふわの白い毛布が塊のようになって動いている。

　そっと近づいてみると、そこにいた。

　天使のような少女が、真っ白で大きな、動物の毛皮もかくやという毛布にくるまっていた。寝苦しいのか、真珠色の髪を乱して眠っている。

　短い眉尻、長い睫まつ毛げ。

　幼く楚そ々そとした白い美貌は、鼻のあたりまで毛布に隠れてしまっていた。その毛布を、少女の顔の下まで引っ張ると、静かに中二階の部屋を出る。

「さて。……今のうち」

　ここへやって来た経緯を忘れたワケじゃない。僕はここへ薬で眠らされて連れて来られた。事情や理由があるはずだ。だがそんなことは知ったこっちゃなかった。僕にしてみれば、去る理由はあっても、長居をする理由はまったくない。

　僕は、病室をあとにした。

　廊下の雰囲気は病院という感じではなかった。ドミトリーとかホテルとか、そういう雰囲気だ。ドアの数は、さっきまでいた病室を入れて四つ。中は同じように中二階のある凝った造りなんだろう。セレブ向けの入院棟か何かか？

　やけに静かな廊下を進むとロビーのような場所に出た。人影はない。

　いや──違う。

「……何だ、これは」

　倒れている。医者や看護師、あとは入院着の患者、患者の家族らしい大人。ざっと見て十人ほどだ。近くで伏している医者らしい一人を見ると、首筋に小さなダートが刺さっている。ふと、昨夜、自分の胸に撃ち込まれたものを思い出す。

　視界の端でサッと何かが動いた。見れば、カウンターテーブルの上にクモのようなドローンが載っていた。複数ついたカメラの一つが僕を捉えている。

　その一機だけじゃない。壁や、天井、物陰に同じ方のものが何機も潜んでいる。

『対話の最中の雑音は好まないのでね。眠ってもらった』

　振り返る。そこには三メートルはあろうかというワーム型のドローンが、鎌首をもたげていた。頭部にはメインのカメラとセンサー、三つのかぎ爪。

『はじめまして、遊あす磨ま安あん佑すけ君。私はＮＪインダストリーズ収しゆう患かん管かん理り局きよく、ケアセンター所属、小お田だ切ぎり舜しゆん。サイバー街フエイズ病棟ワードで基礎研究主任を務めている』

　いかにもエリート然とした、恐らくは若い男の声だった。

『ここはＭＳラボの息のかかった、とある病院だ。君は千せん条じよう芽め衣い子こ室長の独断でこの場所へ隔離された。君の自由な意志を無視した、非人道的な措置だ』

　僕は目をすがめる。

「……訊きいてもいねえことをペラペラと」

『信頼関係を築きたい。まずは、君の現状を積極的に説明するつもりだ』

「そのために片っ端から眠らせて、大二度寝大会か」

『このままでは君は、戦いの道具として操られる』

　周囲のクモ型ドローンが静かに動き、位置取りを変えていく。

「……何？」

『シンプルに話そう。君を襲ったあの怪物。ヤツらと戦うために、収しゆう患かん管かん理り局きよくは君も目覚めたあの仮面の能力を利用している。君も利用される。許されざる行為だ。是非、我々で保護したい』

　怪物、仮面。記憶に確かに残っている、非現実的な出来事。相手はそれをさも当然の前提であるかのように話す。

「……保護」

『正直に言う。この提案は無償の善意というわけじゃない。君の過去の経歴には目を通させてもらった。君が無償の善意に飛びつくような愚者でないことは、理解しているつもりだ』

　理知的で紳士的な声は続けた。

『我々の基礎研究に協力して欲しい。ＭＳラボは能力者を独占している。彼らはあくまで対クランケの実戦部隊であり、本来的には、研究は我々の領分なのだ。もちろん、君の私生活の自由は保障するつもりだ。遊あす磨ま君。遊あす磨ま安あん佑すけ君。我々が君に提供できる情報はまだまだある。現状を理解するための説明は惜しまない。直接会って話せる場所へ移動しないか？　君の身の安全は、この小お田だ切ぎり舜しゆんが担保しよう』

　立て板に水な提案に、僕は答えた。

「断る」

『……。何な故ぜだね』

「他人に頼る気はねえ。消えろ」

　数秒の沈黙ののち、返事があった。

『……残念だ』

　背後でほんの微かすかな機械音。それを聞いたときには反射的に重心を倒していた。クモ型ドローンの背中が開き、放たれたダートが前髪を掠かすめる。ダートはそのままロビーの壁に当たり、硬い音を立ててはねる。直後、それが合図であるかのように、周囲を取り巻くほかのクモ型ドローンが一斉にダートを放った。

　僕は不思議な感覚に吞のみ込こまれた。スローモーションとは少し違う。視界の中、こちらへ目がけて空中を進むダートの位置が、静止画を見るのに近い実感で捉えられる。逃げ場がないかに見える集中砲火。その中に、穴を見み出いだす。

「チッ！」

　ほぼ同時、僕はそのスペースへ飛び込んでいた。すべてのダートが的を外す。僕が転がった先は廊下側。

「……今のは」

　これまで味わったことのない感覚に、強い違和感を覚える。

『このルベルソに、君たちの逃げ場所があると思うのかね』

「クソッ」

　悪態をつき、元来た廊下へ僕は駆ける。

　突き当たりは窓だ。

　ぶち破るか。

　そう思ったとき、その窓に非常シャッターが降りる。

『大人しく招待に応じたまえ。悪いようにはしない』

「すでに大ワルなんだよ、ボケ！」

　ダートを撃ちながら、ドローンが迫る。僕は咄とつ嗟さにさっきの病室に転がり込んだ。見れば窓にシャッターは下りていない。

「よし」

　すぐに病室一階の窓目がけて床を蹴る。けれどもそのとき、今し方の、いけ好かないエリート然とした物言いが蘇よみがえった。

（君たちの逃げ場所があると思うのかね）

　僕は思わず足を止めて、中二階を見上げてしまった。

　そのとき、左耳のすぐ側をダートが掠かすめた。振り返ればクモ型ドローンがぞろぞろと病室に侵入してくるところだ。一階の窓はすでに射線上。

「……ちくしょうめ！」

　苛いら立だちが一気に振り切れる。駆け出し、手すりを飛び越え、中二階へ走る。ダートが立て続けに撃たれる。

　躊躇ためらった、躊躇ためらった、躊躇ためらった！

　中二階の窓では、ぶち破るだけの助走距離がとれない。僕はそのまま中二階の奥の部屋に駆け込んだ。だが、ベッドはもぬけの殻からだ。あの真っ白な毛布ごと少女の姿が消えていた。

　知ったことか。

　僕は少女の不在を頭から追い出す。

　背後ではカチャカチャとドローンの音が迫っていた。ぶち破ってやろうと部屋の窓へ向けようとした視線が、しかし、間違い探し遊びよろしく部屋の変化を発見する。

　ランドリーボックスのドアが開いているのだ。その側、ちょうどソファーでできた死角から、あの白い毛布が覗のぞいていた。自動ドアが閉まる。撃ち込まれたダートがドアにカンカンと当たっている。

「……クソ」

　吐き捨てて駆け寄ると、毛布に包くるまって白い少女が倒れていた。意識がないのか、寝苦しそうな様子はさっきと変わらない。いや少し息が荒い。手の甲で頰に触れる。体温が高い。

「どうなってやがる」

　僕はまずかさばる毛布を取っ払った。……ランドリーボックスに衣服が一式揃そろっていた理由が分かった。外は放射冷却全開の晴天だ。舌打ちをして毛布を戻し、僕は室内にあった一本足のライトに目をつけた。

　それを手にとると、また違和感があった。

　不思議なくらい、軽いのだ。さっきの集中砲火をかいくぐったことといい、どう考えても身体がおかしい。明らかに変だ。ただ、今の僕に、グズグズ考え事をする時間はなかった。

　すぐに窓に狙いをつけ、駆け出し、そのままガラスを突き砕いた。冷たい十二月の外気が吹き込む。ライトを投げ出し、ランドリーボックスから少女の衣服を搔かっ攫さらう。少女と着替えを毛布で一緒くたに包んだところでブザーが鳴り、自動ドアが開いた。ドア上部のセンサーには非常解錠を示すホロアナウンス。

　窓のシャッターに続いて、ドアの非常解錠。

「……何でもアリかよ」

　毛布ごと少女を抱きかかえる。クモ型のドローンたちが現れ、僕と少女に狙いをつける。

　二度目の集中砲火。

　床を蹴る。

　奥歯を嚙かみ締しめ、身を屈かがめ、力任せに突っ込むように割れた窓に向かう。転倒覚悟で重心を倒す。ギリギリのところでダートをかいくぐる。

　そして僕は窓から飛んだ。

　空の青と芝生の緑が視界に広がる。

　高い空から、朝あさ陽ひがきらりと僕の目を射る。

　腕に抱えた少女は、かさばる毛布と一緒だというのに、やけに軽く感じた。

　それだけではない。窓から外へ跳躍した僕は、躍動する自分の身体もまた、信じられないほど軽く感じていた。

　芝生へ着地。すぐに駆け出す。背後の芝生に僕を追って撃たれたダートが突き立つ。庭には患者だの見舞い人だの看護師だのがいて、当然ながら全員が僕の逃走を目撃中だ。

「遊あす磨ま安あん佑すけ？」

　腕の中で声がした。見れば、少女が目を覚ましていた。青い眸ひとみがこちらを見上げている。天使のような白い美貌は、体温のせいかほんのりと上気していた。

「起きたんなら自分で走れ、おまえ」

「走れって、そもそもあなた──」

　そのとき一発のダートがすぐ側を掠かすめる。少女が振り返る。

「……管理局のドローン？　どうして」

「知るかよ、小お田だ切ぎりなんちゃらとかいうアホに訊きけっ」

　はっと目を丸くした少女に、バシッと肩を叩たたかれた。

「スピード！　スピード上げてください！」

　バシッ、バシッ。

「叩たたくな！　競走馬じゃねえんだぞ！」

「走れ！　アスマバクシンオー！」

「うるせえ！」

　遮しや蔽へい物ぶつのない場所ではいい的だ。建物の陰をなるべく複雑に抜ける。だがこの病院の構造など知るよしもない僕は、開けた場所に出てしまった。

　病院の正面口。

　正門から真まっ直すぐに並木道が延びている。

「遊あす磨ま安あん佑すけ、あれを！」

　少女が毛布から腕を突き出して指差したのは、正門のすぐ外、こちらへ突っ込んでくる一台の車だった。

　鮮烈なイエローのスポーツクーペ。だが、誰も乗っていない。

「いや、待て。自家用車の完全無人は怪しすぎだろ」

「迎えですよっ。千せん条じよう芽め衣い子この車です！」

「何っ？」

　冬枯れの並木道をぶっ飛ばしてきたスポーツクーペは横滑りで停車し、ドアを開く。

「早く！」

　舌打ちしながら、僕は車に駆け寄る。そのとき視界の端できらりと何かが光った。並木の枝に上ったクモ型ドローンから、ダートが放たれている。

　車に飛び込もうとする僕を完全に捉えた射線。このまま突っ込めば必中。しかしそのとき、白いものがバサッと翻ひるがえった。

　少女が纏まとっていた毛布を放っていた。ダートが毛布に遮られる。僕は少女を抱えたままスポーツクーペの助手席に飛び乗る。車が急発進し、ドアが閉まる。瞬またたく間まに加速した車は容た易やすくドローンを振り切り、病院の敷地を出た。そのまま道路をひた走る。

「……まいたか」

　後ろを振り返ったまま、僕はため息をつく。深ふか町まち翼つばさの襲撃に始まり、ショッピングモール、そしてこの病院と、昨日から走り回ってばかりだ。だがこうして車に乗った以上は、暫しばらく自分の足を使う移動はなさそうだった。すぐさま飛び降りなければならないような事態さえ、起こらなければ、ではあるが。

「まさか小お田だ切ぎり舜しゆんが、あんな手段に出るとは。リスクを負いたがるタイプじゃないと思っていたのですが」

　少女も僕と同じように後方を見ている。僕が前に視線を戻すと、同じくして前を向く。

「いや、降りろよ。膝から」

「それが、母以外の膝に座ったのは初めてで。これは何というか──」

「はあ？」

「硬くてお尻の据わりが悪いですね」

「不評かよ」

　僕の突っ込みには構わず、少女はダッシュボードに着替えを並べていく。病室から脱出するときに、僕が毛布に包んで持ち出したものだ。

　白い毛布を放棄した少女は、さっき眠っていたときのままの姿、キャミソールと下着だけの姿である。

「オーバーニーソックス、スカートインナー、スカート、ブラウス、コート」

　ブラウスとコートはダッシュボードに載らず、手に持っている。

「すべて揃そろっているかに見える、私の衣服。ただブーツだけが足りないところに、犯人の並々ならぬこだわりを感じます」

「誰が犯人だ」

「これはやはり、靴下から先にはいた方がいいですかね、大臣」
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「出世させんな」

　何担当の大臣だよ。

「本当なら、今、お礼を言いたいところなのですが、状況を確認する方が先でしょうか」

「状況だ？」

『こちらもそれは知りたいところだ』

　視界の端をさっと何かが横切った。小さなものだ。それはセンタークラスターを駆け上り、僕らの目の前、ダッシュボードに立った。

　思わず、目を丸くする。

　洋服を着たハムスターがそこにいた。

　ボディは生体のそれを模しているが、そいつが生き物じゃないということは、両目がカメラになっていることから明らかだ。ロボットなのだ。設定上はメスなんだろうか。小さな身体に纏まとった服は女性ものに見える。

　そのロボハムスターは腰に手を当て、聞き覚えのある声で、こう続けたのだった。

『わたしだ、千せん条じようだ。昨夜以来だな、安あん佑すけ』





６






『安あん佑すけ、運転席に座ってくれ。自家用車で完全無人だと、警事局アレストの覆面に目をつけるられる。それは面倒だ』

「昨日、問答無用で麻酔ダートを四発もぶち込んだ相手だ。運転席だと、ラリって危ないかもしれないぜ」

『そう拗すねるな。昨夜、あの場でおまえを保護できなければ、おまえを確保するためにより上位の実力を投入せざるを得なくなる可能性があった。わたしの独断で穏当な手段をとり続けるにも限界がある。説明はするが、さっきの病院のドローンで、とりあえずは察してくれ』

　ロボハムスターは腰に手を当てて、センタークラスターに立ったまま訴えた。

『運転席だ、安あん佑すけ。カヤよりは見た目に説得力がある。顔色の悪い金持ちのボンボンが、親のすねを齧かじって高級クーペを乗り回しているように見えなくもない』

　僕はため息をついてロボハムスターを睨にらみつける。

「……アカデミーの制服だぞ」

『ブレザーを脱いでおけ。とりあえずはそれでいい』

　そっぽを向いて舌打ちすると、膝の上の少女が軽く腰を上げた。

「どうぞ」

　少女はまだ服を着ていない。……右側が、少し食い込んでいた。

　ぐいっとキャミソールが引き下げられる。僕が顔を上げると、少女は照れたように責めるように僕を睨ねめつけていた。

「見、過、ぎ、で、す。さすがに」

「じゃあ、これからはパンツ一丁で寝るのはやめるんだな」

「一丁ではありません。上も着ています」

　僕はその反論を無視して運転席に移り、制服の上を脱いだ。

「……それで、どうして管理局の車じゃないんです？」

　服を着始めながら、少女が口を開く。

『おまえたちのいた入院棟が完全に押さえられる直前に連絡があった。管理局の車より、わたしの車の方があの場所の近くにあった。そういうことだ』

　簡単に説明すると、ロボハムスターは運転席の僕を、目のカメラで捉えた。

『安あん佑すけ、今、おまえに接触しようとしている者は三人いる。一人は殺意ある敵、一人は利己的な野心家、一人はわたし』

　車が長いアンダーパスに入り、周囲が薄暗くなる。メジャーについた目盛りのように、一定間隔で並んだライトが流れていく。

「……アンタは何だ」

『ＮＪインダストリーズ収しゆう患かん管かん理り局きよく、ＭＳラボの室長を務めている』

　ロボハムスターがダッシュボードを運転席の方へ歩いてくる。僕は目をすがめた。

　シュウカンカンリキョク。

　さっきのドローン越しに、あのいけ好かないインテリも同じように名乗っていた。

『収しゆう患かん管かん理り局きよくは、ＮＪインダストリーズが有する極秘の内部部局だ。担になう任務は、ＣＡＳを治療すること。ＣＡＳとはCore Apoptosis Syndromeコア・アポトーシス・シンドロームの略だ』

　ロボハムスターは僕の目の前に立ち、続けた。

『魂こん魄ぱく性せい要よう素そ自じ発はつ死し症しよう候こう群ぐん。人間の魂に起こる、唯一の病だ』

　僕はさすがに、答えに困った。

「……。魂？」

　思わず、オウム返しになる。

『言っておくが、わたしは正気だぞ。人間には魂がある。わたしにもおまえにもだ。比喩的な意味ではなく、現実に観測可能な状態で存在する霊的情報体。ＮＪインダストリーズでは、コアデータ、あるいは単にコアと呼んでいる。このコアデータは、人間の自我を司つかさどる。ここでいう自我とは、自分は自分だという自覚のこと。そして周囲の世界と自分という個人を切り離して認識し、確立する機能のことだ』

　ロボハムスター越しで、先生は講義を続ける。

『ＣＡＳを患わずらった人間のコアは、情報量が五十パーセントにまで減少する。そうなると、周囲の世界と自分とを切り離して確立する機能も半分失われ、あとは半はん端ぱに開いた水門から水が流れ込むように、周囲の世界から他の生命体の特性の流入を許してしまう。それが、昨夜おまえが目まの当あたりにした異形の正体だ』

「……真面目に聞けるような話とは思えない」

『よくて、話半分だろうな。昨夜の出来事さえなければ』

　昨夜の出来事。それが何を指すのかは明白だった。

『あのふざけた一件に説明を与えるなら、相応にふざけた内容になるということだ』

　先生の声に倦うんだ気配が滲にじむ。

『ＣＡＳの症状は異形化と身体能力の向上、そして個人差はあるが自制心の低下。わたしたちは、ヤツらのことをＣＡＳクランケと呼んでいる』

「クランケ？」

『患者という意味だ。少しは勉強も頑張った方がいいんじゃないのか？』

「英語は好きじゃない」

『クランケはドイツ語だ』

「……」

　ドイツ語なんてもっと分かんねーよ。

『わたしたち収しゆう患かん管かん理り局きよくは、ＣＡＳクランケを治療する』

　先生は静かに繰り返した。

「あれをまともな人間に戻すっていうのかよ」

『ある意味ではそうだ。収しゆう患かん管かん理り局きよくは二つの組織で構成される。一つは治療を担当するケアセンター。もう一つは、ＣＡＳクランケの搬送や拘束を担当するＭＳラボ。小お田だ切ぎり舜しゆんは前者の所属、わたしは後者。実戦部隊の責任者だ。ＭＳラボは今、二人のクランケを追っている。おまえは昨夜、その二人ともに会っている』

　僕は思い出す。

　一人は、人型トカゲの怪物に変わった、背の高い中年男で間違いない。

　もう一人は恐らく、それと同じだと言われていた、長髪の貴公子。

『これから、わたしたちはＭＳラボの支援室バツクヤードへ向かう。安あん佑すけ、おまえにはその場所で、しばらくじっとしていてもらうぞ』

「はあ？　何でだよ」

『当たり前だろうが、バカ者。いいか？　まず一つ。ＣＡＳクランケの隠かくれ木ぎ周しゆう吾ごがおまえの命を狙っている。隠かくれ木ぎというのは、昨夜おまえを直接攻撃した方だ。もう一つ。ケアセンターが研究の素材としておまえを手に入れようと躍起だ』

「僕なんかを研究して何になる。貧民団地の浮浪児がどれだけ雑菌に強いか知りたいって？」

　そう答えると、やれやれといったポーズでロボハムスターがハンドルに移り、腰かける。

『安あん佑すけ。──おまえの魂も、普通じゃないんだ』

　それは、医者が患者に深刻な病状を告知するような、そんな声だった。

『ＣＡＳではない人間の魂、健全な人間のコアデータの情報量は、一定だとされている。だが、そんな原則にも例外はある』

　気遣うようなトーンのせいか、僕の耳にはますます先生の声が、告知を続ける医者のそれに聞こえてくる。

『コアの情報量、常人比百一パーセント。自我を司つかさどるだけであるならば不要と思われる、たった一パーセントの魂の余剰。我々はそれを、神性カリスマと呼ぶ。安あん佑すけ、おまえのコアにも、この神性カリスマが宿っている』

「……なぜそんなことが分かる」

『Ｘフォンだ』

　右手が、ぴくりと震えた。

『ＮＪインダストリーズは、コアデータを電子データと同じように観測することのできる、霊物協働コンピューターを保有している。このコンピューターは、肉体の表面、つまり皮膚に移植されたバイオシールを通じて、Ｘフォンユーザーのコアをモニタリングする。人間の魂を常時観測するこの仕組みが、収しゆう患かん管かん理り局きよくＭＳラボが運用する、モバイルソウルシステムだ』

　ＭＳラボ。

　モバイルソウルシステム。

　名前の由来を何となく察する。

『ＣＡＳクランケもカリスマの保有者も、ともにＸフォンを通じて観測し管理する。ＮＪインダストリーズはその管理の網を二次関数的な速度で広めつつある。いずれこの街フエイズ、ルベルソの住民すべての魂が、ＮＪインダストリーズの管理下に置かれる。クランケが生じれば拘束し、治療する。カリスマの保有者が現れたら、ＭＳラボにスカウトする。健常な魂については、温かく見守ることになるだろうが』

「百パーセントが百一パーセントだからといって、別に何も変わらない」

『おまえは常人では決して手にできない能力に目覚めた。──あの、仮面の力だ』

　仮面。

　ショッピングモールのパーキングで、怪物に襲われたとき、空間を割って現れたあの仮面。

　白と、黒。

　猫かそれに類する生き物の頭骨を象かたどったような仮面。

『カリスマを得た人間は、自力ではそれを自覚することができない。わたしたちＭＳラボは、人工的にその自覚を促し、カリスマの保有者を異能力に目覚めさせる術を持つ。あのパーキングに乱入した、金髪のチンピラのことを覚えているか』

「……チンピラ？　……ああ」

　金髪、左右の耳にはピアスが合わせて七つ、左眉に傷。凶相の柄シャツ男。あの男も、虚こ空くうを砕いて仮面を出し、それをつけるなり、長髪の貴公子に襲いかかっていた。道化の仮面だったか。

『半はん田だ智とも明あき。ＭＳラボの能力者だ』

「能力者、ね」

『カリスマ能力者の特質は二つ。一つは、仮面を装よそおうことで発揮される超自然的な異能力であるところの、カリスマ能力そのもの。この能力の性質には能力者の個性が強烈に反映される。主義、思想、趣味、嗜し好こう、現在の生き方。──そして、過去の在り方』

「……」

『もう一つは、身体機能の向上。肉体と魂は、人間存在の物質的な本質と精神的な本質をそれぞれ司つかさどるという意味で、対等な関係にある。身体機能向上の正体は、カリスマの自覚に呼応して、肉体が、情報量百一パーセントの特別な魂と対等になろうとする変化だと考えられる。安あん佑すけ、すでに自覚症状があるんじゃないのか？』

　肉体の、変化。身体機能の向上。それについての自覚といって思い当たるのは、当然、さっきの病院でのこと。ダートの集中砲火をかいくぐったときの感覚、持つものや抱えたものに感じた不自然な軽さ、身体の躍動。

『収しゆう患かん管かん理り局きよくは、ＭＳラボは、カリスマ能力者を運用し、対ＣＡＳクランケの戦力としている。カリスマの保有者は、極めて希少な存在だ。失うことは許されない。ケアセンターの玩おも具ちやにもさせない』

「その代わりに、あの怪物と戦わせようってか」

『……いずれは、そういう判断をする可能性もある。だが今は、おまえの肉体と魂に異常がないかを調べたい』

「異常？」

『言ったはずだ。カリスマ能力に目覚めるには、ＭＳラボの施術を経る必要がある。だが、おまえは、施術に頼らず、力を覚醒させた』

　車がアンダーパスを出る。ロボハムスターが助手席に、目を向ける。そこにはちょうど服を着終えた少女が座っている。

『彼女が覚醒のトリガーだろう』

　僕もまた助手席を見る。少女が青い眸ひとみでこちらを見返す。

「二つに分かれた仮面、その片方が私のところへ来たのは──」

『カリスマ能力の、共有。二人の人間が、一つの能力をともに行使するという現象。前ぜん代だい未み聞もんだ。……カヤ、管理局はおまえの評価を更新した』

「どういうことですか？」

　少女が訝いぶかしむ。

『ケアセンターには渡さない。だが、未満評価は終わりだ。Ｄ標本として、ＭＳラボが管理する』

「そんな……！」

『おまえにはそもそも目のことがある。それに加えて、能力の共有、施術によらない能力覚醒のトリガー。未満評価ばかりで形骸化していた制度だが、おまえへの適用が決まった』

「ＣＡＳクランケの拘束に協力すれば、未満評価は維持されるという約束のはずですっ」

『それはおまえの価値が、その目だけだったときの話だ』

　二人の声のトーンが車内で張り詰めていく。僕は車の窓を開けた。冷たい風がバタバタと音を立てる。

「鹿しし戸ど了りようと隠かくれ木ぎ周しゆう吾ごはどうするんですか」

『半はん田だを投入している。年内には仕留められるだろう。おまえの気にすることじゃない』

「でも──！」

『安あん佑すけ』

　先生は少女を無視して僕に話す。

『施術なしでの能力覚醒が、わたしたちも予測できない影響をおまえに与えた可能性がある。なるべく早めに調査しよう』

「……なあ、標本ってのは何の話だ」

　訊きけばロボハムスターが軽く肩を竦すくめる。

『収しゆう患かん管かん理り局きよくにとって価値のある人間を、検体として生体保存する。防腐液につけたり、解剖したり、命を取るわけじゃない。成長や老化を止めて、貴重な検体を長らえさせる措置だ。研究のために必要があれば、目覚めさせることもある。念のために言っておくが、安あん佑すけ、おまえはＤ標本などにさせない』

「今、目の前で、約束破りがあったようだが」

『評価の更新だ。自慢することではないが、収しゆう患かん管かん理り局きよくの戦力に、カリスマ能力者をＤ標本にしておく余裕はない』

「なるほど」

　僕は答えて、ロボハムスターを見た。

「ところで先生」

『ああ。何だ？』

　僕は、機械仕じ掛かけの小動物に狙いを定める。

「そういや、まだ、麻酔ダートをぶち込んでくれた礼をしてなかったぜ」

『……へ？』

　直後、僕は右手でロボハムスターを鷲わしづかみにし、そのまま開いた車の窓から放り捨てた。

『何をするー！』

　ちょうど運河の上にさしかかったタイミングだった。身体機能の向上とやらはなかなかのものらしい。軽いポイ捨てのつもりが、ロボハムスターは反対車線を飛び越えて、橋の外、そのまま冬の水面へと墜落していった。

「さて、と」

　僕はハンドルのボタンを操作して、運転モードを表示する。ダッシュボードに浮かんだホロウィンドウには『REMOTE』の文字。

「リモート？　走行実験じゃねえんだぞ。アホなドライブ趣味は相変わらずかよ」

「……遊あす磨ま安あん佑すけ？」

　我に返った少女が声をかけてくる。ロボハムスターが水に落ちたせいか、遠隔運転がオフラインになる。オートドライブもカットして僕はハンドルを握った。

「え、あの、ちょっと──」

「何だよ」

「どうしてあんなこと、いえ、その前に運転……というか」

「いきなりテンパんな、うるせえ」

　制服の上を着ていないと、さすがに寒くなってきた。僕は車の窓を閉じる。

「オートドライブで行き先を指定したら、マップの位置が抜かれるかもしれない」

「……運転できるんですね。データベース上では、ライセンスの取得情報はなかったはずですが」

「勘で走らせてる」

「はあっ？」

　少女が助手席で身を起こす。

「噓うそに決まってんだろ、バーカ」

「……むっ」

「貧民団地じゃ、直した廃車だの盗難車だのを転がして遊んでるバカもいた。ガキの頃、ヤバいときはたまにそういうのを拝借してたんだよ」

　盛大にため息をついて、少女が助手席に背中を凭もたれる。

「色々とお礼を言おうと思ったのに、何だか言いたくなくなりました」

「礼？」

「……助け出してくれたじゃないですか、病院で」

「別におまえを助けたわけじゃない。小お田だ切ぎりとかいういけ好かない野郎は、僕とおまえ、二人ともが狙いだった。吠ほえ面づらをかかせてやっただけだ」

「じゃあ、今、千せん条じよう芽め衣い子このロボットを捨てたのは」

「聞いてなかったのかよ。礼だ。昨日、四発もぶち込んでくれたことのな」

　何となく、納得のいっていなさそうな顔で少女は続けた。

「千せん条じよう芽め衣い子ことは知り合いなんですよね」

「貧民団地を出たあと、学習支援のチューターとして面会しにきた。なるべく早く、普通の学校に通えるようになりましょう、とか何とか。あのときは大学生とか言ってたが、何たら管理局のメンバーだったってワケか」

　僕が答え終わっても、返事がない。

　軽く見ると、少女は青い眸ひとみでこちら見ている。

「別に事故らねえよ。ジロジロ見んな」

「いえ、意外に色々話してくれるので」

「くだらない話だ。秘密にするほどの値打ちもない」

「……これからどこへ行くんですか？　どこへ行ってもインダストリーズの目はあると思いますが」

「自宅兼バイト先。ボロだが足がある。どうせこの車はすぐに使えなくなるだろうしよ」

「そのあとはどうするんですか？」

「……分からん」

　本当に僕には考えがない。ロボハムスターを投げ捨てはしたが、別に何か考えがあっての行動じゃなかった。

「遊あす磨ま安あん佑すけ。あなた一人ならまだ、千せん条じよう芽め衣い子こはまともな待遇で受け入れるはずですよ」

「待遇だ？　アホくせえ。つーか、人のことをとやかく言ってる場合かよ。おまえはどうすんだ」

「鹿しし戸ど了りようと隠かくれ木ぎ周しゆう吾ごを、追います」

　信号に引っかかり、車を止める。

「例の何たらクランケか」

「はい。私がＤ標本になる前に、追い詰めたいんです」

「こだわるじゃねえか」

「私の目のこと、千せん条じよう芽め衣い子こも言っていたでしょう」

　その言葉で、ついさっきのやりとりが思い出される。

（おまえにはそもそも目のことがある）

　それから確か……。

（それはおまえの価値が、その目だけだったときのことだ）

　僕は助手席に座る少女の、青い目を見る。

「その目がどうした」

「見えるんです、私」

「何が」

「人間の、魂が」

　後ろからクラクションを鳴らされて、初めて信号が変わったことに気付いた僕は、車を走らせた。

「信じますか？」

「……ワケの分からん話を散々されたあとだ。今更だな」

「確かにそうですね」

　魂が見えるらしい少女は、その目を細めて、にこりと笑う。

「この目で見分けられるんです。ＣＡＳクランケも、カリスマ能力者も、普通の人間も」

「目視で探すのかよ」

「鹿しし戸ど了りようも隠かくれ木ぎ周しゆう吾ごも、Ｘフォンユーザーではないので。モバイルソウルシステムには引っかからない。そういうときに私が使われるワケです」

「だが、管理局に協力する義理はもうねえだろ」

「はい、ありませんよ。でも、鹿しし戸ど了りようは止めなければ。管理局のメンバーがもう何人も襲われているんです。これ以上、傷つく人を増やしたくない」

「メンバーが直接狙われてんのかよ。秘密の内部部局はどこいった」

「鹿しし戸ど了りようは、収しゆう患かん管かん理り局きよくの元研究員です」

「……あのロン毛で。見えねー」

　見た目のイメージは、秘密組織の学者というよりも、やっぱりどこか華やかな舞台の貴公子だ。二百年も三百年も遡れる家系にいそうで、華があり陰もある、外見はそんな感じの男である。

「動機は分かりません。でも、昨夜の様子からしても、鹿しし戸どはまだ目的を遂げていない。管理局のメンバーを続けて狙うはずです。あなたを狙った隠かくれ木ぎ周しゆう吾ごも、鹿しし戸どと一緒に行動しています。隠かくれ木ぎは、あなたに個人的な恨みがあるようでしたけど。知り合いではないんですよね？」

「違う。あんなデカい中年男、一回見たら忘れねーよ」

　サイバー街フエイズの大きな道はだいたい知っている。その中でも見慣れた風景がフロントガラスの向こうに現れ始めた。目的地が近い。

「おまえ、鹿しし戸どってのを見つけても、最後は標本だろ。自分を標本にしようってとこのメンバーを助けるのか」

「別に管理局の全員が清き一票を投じて私を標本にすると決めたわけじゃないですし。多分」

「だが赤の他人だ」

「赤の他人でも」

　少女は真まっ直すぐ前を見て言った。

「私には関係のない人で、私には見知らぬ人であっても、その人は、どこかの誰かにとってはかけがえのない人のはずなんです。だから、私は関係のない人であっても、見知らぬ人であっても、傷ついて欲しくないと思うし、私にできるなら危機から救いたいとも思います」

　その横顔には不思議と悲壮感がなかった。

　誰かを助ける。

　誰かを守る。

　誰かを救う。

　そんなことの価値を、どうやらコイツは本気で信じているらしい。

「着いた。あのロン毛を追うなら好きにしろ」

　言って僕はイエローのスポーツクーペを、道路のパーキングスペースに停とめた。当然乗り捨てだ。場所は、僕の自宅兼アルバイト先であるビルから少し離れたところだ。

「遊あす磨ま安あん佑すけ、あれを」

　肩を揺すられて、僕は顔を上げた。

　少女がそっと指差している先。それは紛まがうかたなき、僕の自宅兼アルバイト先の入口だ。

「警事局アレスト……？　どうしてここに」

　忌いま々いましい専用車両が三台停車し、ホログラムの警戒線を張っている。

　カンパニーシティ、ルベルソの治安維持を担当するＮＪインダストリーズの内部部局、警けい事じ局きよく。アレストというのは通称なのだが、むしろこちらの呼び方の方が親しまれているくらいだった。その警事局アレストの捜査局員が、僕の自宅兼アルバイト先に押しかけ、中を引っかき回している。

「遊あす磨ま安あん佑すけ、警事局アレストに追われる心当たりは？」

「今はない」

「……では、小お田だ切ぎり舜しゆんが手を回したんでしょう。千せん条じよう芽め衣い子こなら、直接この黄色いクーペを追わせるはずです。あそこにいる局員たちには、何か適当な理由であなたを拘束するよう指示が出ているのでしょう」

　そのとき、背中にさっと冷たいものが走った。思い出したのだ。

（今日はここに泊まっていくから）

　あいつがそんなことを言ったから、僕はショッピングモールへ出かけたのだ。

（でも、イヴの埋め合わせをするっていうなら、このまま、今すぐに、帰ってあげる）

　……深ふか町まち、翼つばさ。

　昨夜一晩、僕は事務所に帰らなかった。ということは──。

　咄とつ嗟さに運転席のドアに手を伸ばしていた。その右手の指へ、リズミカルにトントンと、楽器でも叩たたくかのような感覚があった。五指に移植されたバイオシールを通じたそれは、僕のＸフォンＩＤ宛に着信があった知らせだった。Ｘフォンの着信通知のひとつ、『パーカッション』である。

　ホロウィンドウを開く。

　発信者は『深ふか町まち翼つばさ』とあった。

　僕は通話に応じる。

『あ、やっと出た。安あん佑すけ？　あたしだけど、アンタ今どこをほっつき歩いて──』

「深ふか町まち、おまえ今どこだ」

『あのね、訊きいてるのはこっちだっつーの。……あたしは夢ゆめの木き園えんよ。ちょっと忘れ物があったから。……それよりアンタ、何やらかしたのよ』

「どういうことだ」

　深ふか町まちは少し声のトーンを落として答えた。

『警事局アレストがきたの。遊あす磨ま安あん佑すけはいるかって。いないって言ったら、中に入ってこようとして』

「押し入ってきたのか」

『カウンセラーを立ち会わせるから、いったん帰れって言ったわよ。チャイルドホームだし、無茶はしてこなかったわ。でも、またすぐにきそうな感じだった。アンタ、どんな悪さをしたのよ』

「……何もしてねえよ。アホの警事局アレストが何かで勘違いしてんだろ」

『そ。ならいいけど』

　軽く言ったあと、少し迷うような気配があった。

『……ねえ、安あん佑すけ。アンタ、何もやってないんでしょ』

「ああ」

『間違いなのよね？』

「くどいぞ」

『……だったら、今から夢ゆめの木き園えんに来られない？』

　僕はフロントガラスの向こう側、自宅兼アルバイト先を捜索する警事局アレスト局員を見た。

『今、こっちにあたししかいないのよ。園長も今日の人も出ちゃってて、すぐには戻れそうもないの。子どもたち、不安そうだし……ミカゲは特に、アンタじゃないと』

『翼つばさちゃん、わたし大丈夫だよ？』

　その声に、僕はハッとした。まだ幼い女の子の声だ。

『み、ミカゲ。いたの？』

　少し狼狽うろたえた深ふか町まちが、小さくため息をついた。

『こんなときに強がんないの。警事局アレストはやっぱり間違いだって。ほら、話しなさい』

「ちょ、深ふか町まち、おい」

　ゴソゴソと音がする。端末を渡したんだろう。

　数秒、様子を窺うかがうような間があった。

『ノラちゃん？』

「……ああ」

『あのね、わたしね、恐こわくないよ？　全然平気。だからね、ノラちゃん──』

　そのとき横合いから白い手が伸びた。その少女の手は通話中の僕の右手を摑つかんで引っ張り、自分の右耳にくっつける。

「これからすぐにいきます！」

「おい、おまえ！」

　僕が叫ぶも、少女は両手でしっかりとこちらの右手を捕まえていた。

『だあれ？』

　ミカゲが問う。耳に当てていないのに声が聞こえる。これも能力とやらに目覚めたせいなのか。少女が割って入ってきたのも、Ｘフォンからミカゲの声が聞こえていたからだろう。

「私はカヤといいます。高たか園ぞのカヤ。十四歳です」

『わたしはミカゲです。八歳です。カヤちゃんは、ノラちゃんのお友達なの？』

「はい、そうですよ。大丈夫です、ノラちゃんはすーぐに、ミカゲちゃんのところへ飛んでいくそうです」

『ほんとっ？』

　一気に喜色に染まった声が聞こえる。振ふり解ほどこうとした右手が一瞬止まる。

　……クソ。

　改めて、右手を振ふり解ほどき、少女を睨にらみつけてから通話を取り戻す。

「ミカゲ、あのな」

『ノラちゃん、これからくるの？』

　強がりの糸が切れ、期待に弾んだ声だ。僕はため息をつきかけ、やっぱりやめにして、返事をした。

「……。ああ、これからシナジーを出る。……待ってろ」

『うんっ、待ってる！　翼つばさちゃん、ノラちゃんくるって！』

『そう、よかったわね。……安あん佑すけ、あたし。もう一回だけ訊きくけど、警事局アレストの方は間違いってことでいいのよね』

「ああ」

『ミカゲ、アンタが来るってみんなに言いにいったわ。ありがと』

「おまえに礼を言われる筋合いはねえ」

『あっそ。へそ曲がり』

「うるせえ、切るぜ」

『待って』

「何だよ」

　半ば気疲れして、僕は答えた。

『今、ミカゲと話してた子は、誰なのかしら』

「……何のことだ」

『とぼけてんじゃないの。一緒に夢ゆめの木き園えんに連れてきなさいよ。会ってみたいから』

「はあ？」

「いいですよ？」

「おいっ」

『決まりね。それじゃあ、待、っ、て、る、わ』

　通話が切れた。僕はＸフォンのホロディスプレイを閉じる。

「おまえ、勝手なことしてくれてんじゃ──」

「急ぎましょう、遊あす磨ま安あん佑すけ」

　少女が車のドアに手をかける。だが、開かない。『BE LOCKED』のホログラム表示が浮かぶ。僕も運転席側のドアを引く。『BE LOCKED』

「開かねえ。押さえられたか」

　僕は歯がみする。先に外へ出ておくんだった。警事局アレストの件に気をとられていた。

「ドアを壊すと防犯ブザーが鳴って、目の前の警事局アレストに気付かれます。その前に相談なのですが」

「……言ってみろ」

「この車のシステムが押さえられたということは、小お田だ切ぎり舜しゆんが警事局アレストを使ったことがドライブレコーダーを通じて千せん条じよう芽め衣い子こに伝わっているはず。ただ、管理局内部でケアセンターを牽けん制せいするには時間がかかるでしょう」

「何が言いたい」

「小お田だ切ぎり舜しゆんがチャイルドホームに強硬な手段を用いる可能性もゼロじゃない。さっきの病院のようにドローンが使われた際、カリスマ能力は強力な対抗手段です。千せん条じよう芽め衣い子この口ぶりからして、私がいれば、あなたはＭＳラボの施術がなくても、能力を使用できるはず。私も戦力になれるはずです。昨夜のように」

「……僕は誰にも頼らない」

「それでも、買い物くらいはするでしょう？　交換条件です」

　こちらの答えを待たずに、少女は続ける。

「鹿しし戸ど了りようと隠かくれ木ぎ周しゆう吾ご。この二人のＣＡＳクランケを一緒に追ってください」

　僕は目を閉じて、息を吐いた。

　数秒して目ま蓋ぶたを開き、さっき脱いだ制服の上着を摑つかむ。

「外へ出たら、すぐ右の裏路地だ。……足を切るなよ」

　目を丸くしてから、少女がにこりと笑う。ブーツだけは病院から持って出られなかった。

「了解です」

　直後、向上したとかいう腕力で高級クーペのドアを壊し、僕らは同時に飛び出した。車の防犯ブザーが鳴り響く。ビルの前にいた警事局アレストの局員が反応する。だが僕らは裏路地に飛び込んでいる。

「遊あす磨ま安あん佑すけ、チャイルドホームはどこに」

　靴下の足で走りながら、少女が訊きいてくる。

「知ってるんじゃねーのかよ。インダストリーズのデータベースはどうした」

「チャイルドホームの住所までは確認してなかったんです」

　息が白く弾む。裏路地を駆け抜ける。

「廃品通りスクラツプストリートだ」

「どうしてそんなマニアックな場所にチャイルドホームがあるんです」

「家賃が安い」

「──なるほど。廃品通りスクラツプストリートまではどうやって？」

「モノレールも地下鉄メトロもない。車か、運河の観光船、あとは走るか。今の時期、船は混んでるだろうが」

「衆目が多いほど、管理局も無理はしないはずです。邪魔が一番入りにくいかと」

「人混みは嫌いなんだが、仕方ねえ。乗り場まではこのまま裏を進む」

　少女が頷うなずくのを視界の端に捉えて、僕は走る速度を上げた。

「なるべく、セキュリティアイには映りたくねえしな」
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「なるべく、早くしゃべった方がいい」

　鹿しし戸ど了りようはシャツの袖をまくりながらそう言った。

「あなたの尊厳が保たれているうちに」

　ネクタイは少し緩め、上着はワードローブにしまってある。

　電でん脳のう街がい、サイバー街フエイズの中心部にあるホテルのスイートルームだった。ビジネスマンがよく利用するのか、書斎がついていたので、その部屋で拷問することにした。

　鹿しし戸どは書斎のチェアに足を組んで座り、拷問相手はダイニングから持ち込んだ椅子に拘束してあった。

　拷問といっても、鹿しし戸どの質問の最中、隠かくれ木ぎ周しゆう吾ごが軽く二、三発殴ったに過ぎない。案の定、話は聞けなかったので、暴行は早々に切り上げ、鹿しし戸どは隠かくれ木ぎを部屋から出した。

　書斎の机にはフードミキサー二台分くらいの機械が置いてある。

　袖をまくり終わった鹿しし戸ど了りようは、チェアから腰を上げ、その機械へ薬の材料を注いでいく。

　拷問の相手は、老いた男だ。鬱血を作った顔で鹿しし戸どを睨にらんでいる。隠かくれ木ぎが上手く力加減していなければ、腫れた老人の顔は、浜辺で打たれたスイカのように弾はじけ飛とんでいただろう。

　変身をしていなくても、ＣＡＳクランケと普通の人間との間には、身体の強さという点において絶望的な隔たりがある。

「鹿しし戸ど、貴様のやっていることには、何の意味もない」

「人にとって重要なのは納得です、ドクトル。意味は納得に奉仕する要素の一つに過ぎない」

「……化物め」

「狂気に相応ふさわしい姿をとるだけ、我々はあなた方より幾分かマシですよ」

　機器が製剤を開始する。

　鹿しし戸どは老人を見やった。老人が口を開く。

「ＮＪインダストリーズの時代は絶えぬ、威力は尽きぬ。鹿しし戸ど了りよう。貴様は造作もなく押し潰され、道端のシミにさえなることはできない」

「たわごとは結構。私のリクエストは、ＭＳラボの能力者、半はん田だ智とも明あきの能力。曲芸犯の一座バンデツトサーカスについてだ」

「……半はん田だ智とも明あき？　フ、フフフ。貴様、あれに追われているのか」

「引退されたとは言え、ドクトル。あなたは管理局の古株。曲芸犯の一座バンデツトサーカスについてもよくご存知のはず」

　もったいをつけるように、老人は口の端はを上げた。

「曲芸犯の一座バンデツトサーカス。管理局の傑作の一つ。あれがおまえを狩ろうというなら、おまえの命運はもはや尽きている」

「能力の詳細を」

　鹿しし戸どが問えば、老人はカッと目を見開いた。

「知りたくば薬で訊きけい、若造。老いたこの身体から意志を摘み取り、箱を開いて中を覗のぞけ。そこにはおまえの絶望だけが沈んでいる。その絶望を知るためでさえ、おまえは薬に頼るしかない。その弱さを嚙かみ締しめながら、破滅への階きざはしを下るがいい……！」

　すでに死を覚悟した老人の最後の燃焼、最後の輝き。

　その姿に、貴公子は艶えん然ぜんと微ほほ笑えんだ。

　机の上の機械が動作を止め、電子音が鳴る。製剤の完了を知らせている。機械の横には新品のカートリッジが二つ転がっている。鹿しし戸どは二つともを製剤器にセットし、薬剤を移す。薬の満ちた二つのカートリッジを、今度は二つの注薬器にセットすれば準備は完了する。

　薬は、南国の蝶ちようの翅はねのような、美しいグリーンの液体だ。

　鹿しし戸どは老人に歩み寄ると、一つの注薬器を枯れた首筋に押し当てた。

「お別れです、ドクトル」

「愚かな男め」

「──乾杯」

　老人に薬を投与した鹿しし戸どは、残ったもう一つの注薬器を自分の腕に当て、同じように薬を注いだ。

　一瞬苦しそうにした老人だったが、すぐ、虚うつろに目を開いたまま、眠っているときのように静かな呼吸を始めた。

　その老人に、鹿しし戸どは質問を重ねた。

　老人は訊きかれるがまま、垂れ流すように答え続けた。

　それが鹿しし戸どの使用した薬の効果だった。

　同じ薬は鹿しし戸どにも作用している。ただ、ＣＡＳクランケの強きよう靭じんな肉体では、薬の効き目も弱い。感じるのは安らかな精神の弛し緩かんだった。

　質問を終え、老人が知るらしい情報はすべて引き出せた。老人は糸の切れた人形のように椅子に座っているだけ。もう用済みだった。

　ペタ、と裸足はだしの足音がした。

　老人の椅子のすぐ隣に、瘦せて細い足が二本見えた。

　鹿しし戸ど了りようは視線を上げた。

　いつの間にか、そこには少女が立っていた。ガリガリに瘦せた検査着の少女。鹿しし戸どは少女の顔を直視できない。いや、本当に直視できないのは、その少女の顔に浮かんだ、自分に対する感情なのだと知っている。

　少女が静かに老人を指差す。

　彼女は亡霊ではない。薬が効いているときにだけ現れる幻影だ。薬物が代謝されるまでの、つかの間の再会なのである。

　愛おしさが胸にわく。

　鹿しし戸ど了りようは、老人に手を下した。
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「済んだかね、鹿しし戸ど君」

　二メートルを超す長身の中年男が、ダイニングでビジョンスタンドをつけていた。棒状のデバイスで、そこから映し出されたホロディスプレイには、ニュース番組が流れいる。

『昨夜、サイバーゲートモールで起こった器物損壊事件についての続報です。警事局アレストは今回の事件について──』

「ええ、済みました」

　まくっていたシャツの袖を戻しながら、ワードローブへ向かう。シャツのボタンを留め、ネクタイを締め直す。

「鹿しし戸ど君」

　ワードローブを開き、スーツの上着に袖を通しながら、鹿しし戸どは答える。

「何ですか、隠かくれ木ぎさん」

「いや、訊きいていなかったと思ってね」

　隠かくれ木ぎ周しゆう吾ごはニュースを見つめたまま、続けた。

「物語はエンドマークの打たれる箇所によって、その様相を大きく変える。君は、君の悲劇をどのように変えたいんだ？」

「私は──」

　鹿しし戸どはワードローブを閉じた。

「私の物語は、悲劇のままでいい。……ただ、あの子の物語に、救いが欲しいのです」

「……そうか」

　振り返ると、見上げるような長身の男もまた、鹿しし戸どの方を見ていた。

「昨夜はおれの我わが儘ままを通させてもらった。今度は、君の力になろう」

「隠かくれ木ぎさん」

「何だね」

　答えながら、隠かくれ木ぎ周しゆう吾ごは部屋の窓を開けにいく。

「あの少年を、貧民団地のノラを、ひと思いに殺さなかったのは何な故ぜですか」

　スイートルームに冷たい外気が入ってくる。隠かくれ木ぎは窓枠に手を置いて、外を見ていた。

「死とともに、理解させたかった」

「理解？」

「自分が恨まれて、憎まれて、殺されるのだと。ワケも分からぬまま一撃のもとに殺したのでは、何の価値もない」

「価値」

「ああ」

「価値とは何ですか」

「救いとは何だね」

　尋ね合った鹿しし戸どと隠かくれ木ぎは、けれども、互いに答えを与え合わなかった。

「おれは貧民団地のノラを始末する」

「私は、ＮＪインダストリーズを破壊します」

　交わしたのは、宣言。

「次の標的は、廃品通りスクラツプストリートだったな」

　確認するように言ってから、隠かくれ木ぎ周しゆう吾ごはスイートルームの窓から姿を消した。鹿しし戸どもまた、その窓に歩み寄る。そして、一度中を振り返ってから、部屋の外へと身を躍らせた。
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「結構お店が多いんですね。意外です」

　僕の隣で高たか園ぞのカヤが言った。

　サイバー街フエイズの中心から少し南に運河が流れていて、その運河には廃品通りスクラツプストリートの側まで観光船が行き来していた。

　僕らは今、その観光船の乗り場から少し離れた裏通りで、あたりを窺うかがっていた。乗り場の周辺は公園になっており、フードスタンドやサイバー街フエイズ限定の土産物ショップなどが、人々を楽しませていた。その公園のさらに外側には、車道を挟んで洒落しやれた雰囲気の店が軒を連ねている。

　裏路地からそっと顔を出すと、小さなアウトレットショップのホロ看板が見える。

「気休めだが、ないよりマシか」




　アウトレットショップで、僕はフード付きのコートを、高たか園ぞのカヤはキャップとブーツを手に入れた。僕はコートのフードを被かぶり、高たか園ぞのカヤはキャップを被かぶって顔を隠す。

「次の便は、正午ですか。あと二十分ですよ」

　観光船乗り場にあるホログラム掲示板には、時刻表のほかに次の便の出航時刻が大きく表示されていた。

　三十分に一本。

　だが観光船はすでに停泊している。水みな面もが日差しに煌きらめき、船底に当たった波がチャプチャプと音を立てていた。

「さ、乗りましょう、安あん佑すけ」

　言うなり歩き始めた少女の背中を見たまま、僕はポカンとしてしまった。止まったままの僕に気付いた少女がこちらを振り返る。

「どうしました？」

「いきなり馴なれ馴なれしいぞ、おまえ」

「一時的とは言えお互いに背中を預け合うわけですから、もう少し歩み寄ってもいいと思いまして。安あん佑すけ、安あん佑すけ、安あん佑すけ。わあ、もう何だかずっと以前から仲良しだったみたいですね、不思議！」

「ゴリ押しで心の距離詰めてくんな」

「あなたも私のことを名前で呼んでみてください。レッツ！」

「レッツ、じゃねーよ」

　コートのポケットに手を突っ込んで、僕は高たか園ぞのカヤとともに観光船へ向かった。観光船は二階建てだったが、僕らは一階にあるラウンジに入り、窓まど際ぎわの席に座った。乗船客の多くは二階から景色を見るらしく、ラウンジの混み具合はまずまずだ。

「変わったデザインの船ですね」

「デザインのテーマは時間旅行らしいぜ」

「……それはちょっと分からないです」

　少女は困った顔になる。僕もさっぱり分からない。確かに凝ったデザインなのだが、どこをどう見ると時間旅行になるのかは、まったく理解できない。

「そもそもなぜ時間旅行なんですか」

「行き先が廃品通りスクラツプストリートだからだろ」

　高たか園ぞのカヤがキョトンとする。

「古いんだ。廃品通りスクラツプストリートは、元々、貧民団地の一部みたいなもんだったしな」

「そうなんですか？」

「いや、知らねーのかよ」

「自分が暮らしている街まちのこと、何もかも知っている人間ってほとんどいないと思いますけど。それともあなたは、このルベルソの生き字引を自称してるんですか？　宣伝大使ですか」

「そこまで言ってねえ」

「私、サイバー街フエイズのことは、詳しくないので。貧民団地について知っているのは、巨大な廃はい墟きよで、不良とか、あとは、ストリート・チルドレンたちとかがたくさんいたってことくらいです」

「……貧民団地は、初めからそう呼ばれていたわけじゃない。元は、このルベルソを作った連中が大勢住んでいた。何十年も前だ。もっとマシな名前があって、当時としてはかなりいい設備が揃そろっていて、すぐ側にはデカい立体商店街までできた」

「それが今の廃品通りスクラツプストリートですか」

「……ああ。貧民団地はもう瓦が礫れきの山だが、その手前の廃品通りスクラツプストリートは、今じゃニッチな観光スポットときたもんだ」

　貧民団地の跡地も、廃品通りスクラツプストリートも、サイバー街フエイズの南東の端に位置している。

「時間旅行というのはつまり、このルベルソの旧跡に向かってということですか」

「なんじゃねえの」

　何となく納得したような顔をする少女を、僕は観察する。

　こいつはどうして、こんなに平然としているんだ？

　ついさっき、ＮＪインダストリーズの秘密組織から生きたまま標本にするぞと宣言されたばかりだというのに。

　少し考えてみたものの、答えが見つかるはずもない。

「……ま、関係ねーか」

　結局、僕はそういう結論に落ち着いた。

「へ？」

「何でもねーよ」

　僕が適当にあしらったそのときだった。

「オイ、ちゃっちゃと持ってこいよ、おっせえなあ」

　柄の悪い男の声が聞こえてきた。声のした方を見るとカウンター席がある。

　そこに、金髪のチンピラが座っていた。

　服装は昨夜と変わらない柄シャツにジャケット。いかにも辛からそうな真っ赤な骨付きチキンを齧かじりながら、ラウンジのスタッフを睨にらみつけていた。皿には食べ終えた骨が山になっている。

「……半はん田だ智とも明あき」

　振り返った高たか園ぞのカヤが呟つぶやくと、金髪のチンピラが顔を上げた。

「あん？」

　齧かぶりついていた骨を皿の上に放り出し、チンピラは席を立つ。そのチンピラに、昼間から酔っ払った乗船客がドンとぶつかる。チンピラの目が殺気立ち、酔っ払いの顔から酔いの気配が吹き飛ぶ。チンピラは指についたチキンのソースを酔っ払いの服でしっかりと拭ってから、こちらに歩いてきた。

「まさか、あなたが回収役に指名されるとは」

　高たか園ぞのカヤが身構えて言う。

「自うぬ惚ぼれてんじゃねえ。俺が逃げたガキのお守りなんざするわけねえだろうが」

「千せん条じよう芽め衣い子こから私たちを追うよう指示があったのでは？」

「知ったこっちゃねえな。今の俺が追うのは鹿しし戸どだけだ。ただ──」

　瞬間、僕は、半はん田だ智とも明あきの方を見上げさせられていた。そうされるまで、まったく気がつかなかった。チンピラは僕の前髪を摑つかみ、こちらの顔を見下ろしている。

「……千せん条じようのお気に入りか」

「離せ」

　僕は半はん田だの手を振り払う。

「腑ふ抜ぬけのガキじゃねえか。Ｃマイナーも怪しいもんだぜ」

「……Ｃマイナー？」

　呟つぶやいてから、高たか園ぞのカヤがハッと顔色を変える。

「鹿しし戸どから目ぇ離してまで守るようなガキじゃねえな」

　僕らの席を離れた半はん田だはＸフォンを開き、「あ？　誰がチンピラだ。こっちはメシだ、船上限定。……うるせえ。それよりホテルのあとは分かったのか」などと話ながら船を降りていった。

　その背中を睨にらんだまま、僕は訊きく。

「いいのかよ。鹿しし戸どとやらを追うらしいぜ」

「まずは、チャイルドホームです。約束ですから」

「目ぇ離してまで守るって何だ」

「……ＭＳラボは鹿しし戸ど了りようと隠かくれ木ぎ周しゆう吾ごに、半はん田だ智とも明あきを差し向けました。曲芸犯の一座バンデツトサーカス。強力なカリスマ能力者です。私もこの目を使って彼らを追っていました」

「それで？」

「鹿しし戸ど了りようと隠かくれ木ぎ周しゆう吾ごが別行動を。……というか、隠かくれ木ぎが鹿しし戸どから離れたように見受けられたんです。鹿しし戸どは半はん田だ智とも明あきが続けて追い、私は、隠かくれ木ぎ周しゆう吾ごが別行動をとったその理由の側にいることにしました」

「隠かくれ木ぎを背中から追いかけるんじゃなく、隠かくれ木ぎの標的の側で、待ち受けて、見つける」

　僕はため息をついた。

「目的は、僕か」

「アカデミーのサイバー街フエイズ校舎、あとはあなたの自宅兼アルバイト先の側、微かすかながらセキュリティアイに映っていました。昨日の様子からして、隠かくれ木ぎはあなたを個人的に憎んでいる。鹿しし戸どは隠かくれ木ぎと協力関係にありましたが、単独行動を許した。こちら側の足並みを乱すためと思われます」

「あのジミ太郎にすり替わっていたのも」

「ええ。人選はサポートＡＩですが。補習のせいで、ガーデン街フエイズの冬のフルーツフェスにいけないと言っていました。ちょうど満喫されている頃かと。男の子の振りをしたのは初めてだったんですけど、どうでした？　泣くのはちょっとやりすぎでしたかね」

「噓うそ泣なきだったのかよ」

　視線を船の外に向ける。船内アナウンスが流れ、観光船の出航が告げられる。乗った船が動き出すまでに、そう時間はかからなかった。

「どうしてそんなに嫌がるんですか」

「嫌がる？」

「応援はいらない。誰も頼らない。別に助けてない。吠ほえ面づらをかかせてやっただけ」

「僕にしてみれば、おまえの感覚の方が分からない」

「何がですか」

「管理局の人間が襲われるかも。チャイルドホームのチビどもが危ないかも。どっちもおまえにしてみれば赤の他人。でも、自分の保身より、そっちを助ける」

「もう言ったはずですよ。私にとっては無関係な人間でも、どこかの誰かにとっては──」

「それが分からねーって話だ」

　高たか園ぞのカヤから視線を逸そらし、僕はＸフォンを開く。病院での騒動が何かニュースになっていないか、ネットを見ようと思ったのだ。

　だがおかしなことに気付いた。

　ホーム画面に──見知らぬアプリケーションアイコンが加わっている。アイコンの下に並んだ文字を見て、目をすがめる。

『Mobile Soul』

　落とした記憶のないアプリケーション。だが、今の僕にとっては十二分に心当たりがある。もっというなら、僕よりも心当たりがありそうな人間が目の前にいる。

　視線を上げると、高たか園ぞのカヤと目が合った。

「モバイルソウル」

　少女は察した目をしている。

「アプリケーションがインストールされましたか？」

「何だこれ」

「モバイルソウルシステムから、能力者のＸフォンへインストールされる、専用のアプリケーションですよ。カリスマ能力の状態管理、ＣＡＳクランケの情報共有、ほかのカリスマ能力者の情報閲覧などのためのものです。多分、私のＸフォンにも……」

　高たか園ぞのカヤはＸフォンのホロディスプレイを開く。

「インストールされています。起動してみましょう」

　僕は自分のホロディスプレイに目を落とし、アプリケーションを起動する。すぐに起動エフェクトが流れ、アプリケーションが文字列を表示する。

『化猫仮面Psycho Hunter　装身可Already unveiled』

　続けて、その横に別の表示が現れる。

『身体干渉度Physical Interference[image: ]』

　僕は改めて高たか園ぞのカヤを見る。

「表示されているのは、ＮＪインダストリーズが保有する霊物協働コンピューターが、あなたのカリスマ能力に与えた名前と評価です。能力名は化猫仮面サイコハンター、能力はすでに覚醒し、使用可能な状態にあります。身体機能の向上度合いに対する評価はＣマイナー。これらは収しゆう患かん管かん理り局きよくの内部ではすでに明らかです」

「Ｃマイナー。何だ、赤点寸前か」

「身体Ｐ干渉度Ｉの評価はＡからＥの五段階。各段階の中でもっとも干渉度の高い者にプラス評価が、低い者にマイナー評価がつきます」

　高たか園ぞのカヤは自分のホロディスプレイを僕に示した。僕のホロディスプレイにあるのとまったく同じ文字が映っている。

「私はカリスマ能力者ではありません。しかし、私にもあなたとまったく同じ評価が出ています。今朝、あなたが病院から連れ出してくれたとき、私は体調があまり優れませんでしたが、それは恐らく、他人のカリスマによる機能向上という、本来起こりえない変化が身体に起こったから」

「……で？　この評価は、何たらクランケを追いかけたり、ドローンと戦ったりするのに足りているのか？」

「ＭＳラボの原則的な運用では、ＣＡＳクランケと直接戦闘を行うのはＣ評価以上の能力者です。Ｄ、Ｅ評価の能力者は工作や支援が主。攻撃を受けたとき重傷となりやすいので」

「つまり僕らは、クランケと直接殴り合えるギリギリのラインにいるってワケだ」

「そうですね。昨夜、隠かくれ木ぎを仕留めきれなかったのも、そのあたりが原因かと」

　ホロディスプレイを閉じた高たか園ぞのカヤが僕を見る。

「私が白い仮面をつけて隠かくれ木ぎと戦ったとき、見ていましたか？」

「ああ」

「どう見えましたか？」

　問われ、僕は思い出す。人型トカゲの化物になった隠かくれ木ぎ。ヤツを蹴り飛ばした高たか園ぞのカヤは確か──。

「逆さ」

　呟つぶやきが口をつく。高たか園ぞのカヤはパーキングのライトに、逆さまに立っていた。それだけじゃない、ライトの軸に着地していた。

「そうです。どんなところにも立つことを許す絶対のバランス能力。それが白い仮面の能力です」

「バランスってレベルかよ、それ」

　少女のあっさりとした物言いに僕は呆あきれる。

「そこまではっきり分かるのか」

「ええ」

「なぜ分かった」

「私の実感としては、仮面をつけて能力を発動すると同時に理解したとしか」

　そう言った高たか園ぞのカヤが続ける。

「私は、あなたの手の中にあったもう半分、黒い仮面の能力を知りたいと思っています」

「つけてみろと？」

　少女はこくりと頷うなずいて答えた。

「鹿しし戸どと隠かくれ木ぎを追う、その前には──」

　そのとき、船内アナウンスが流れた。

『まもなく、本船は、廃品通りスクラツプストリートフロントエリア乗り場に到着いたします』
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　観光船を下りると、そこはアナウンスどおり、廃品通りスクラツプストリートフロントエリアだ。

　フロントエリアは廃品通りスクラツプストリートそのものではなく、その少し手前に広がる最も観光地化された一帯である。ここをさらに進むとよりディープな廃品通りスクラツプストリートへと到着する寸法だ。

　案の定、フロントエリアは観光客でごった返していた。

「夢ゆめの木き園えんは、廃品通りスクラツプストリートのどこに？」

　隣に立った少女が僕を見上げて尋ねた。

「フロントエリアの奥まったところにある」

「でしたら、変に裏を通るより、このまま観光客に紛れていった方がよさそうですね」

「かもな」

　同意して、僕は人混みの中を歩き出した。かき分けて進まなければならないというほどではないが、やはり人混みは好きになれない。

　閉口して表情を歪ゆがめる。そんな僕のことをぴたりと見つめる視線に気付いた。

　高たか園ぞのカヤではない。

　こちらを見ているのは別の人間だ。

「……見られてる」

　僕が言うと、背後で高たか園ぞのカヤが周囲を伺う気配がした。

「どこですか」

「まっすぐ前だ」

　人混みの中、僕は見つける。

　セミロングの髪の、線の細い清せい楚そな女だった。十代後半、または二十代前半に見える。簡単にいうと女子大生くらい。約束の相手を待つかのように静かに立ち、僕らの方を見つめていた女はこちらに歩み寄ってくる。

「安あん佑すけ」

　真剣なトーンで、高たか園ぞのカヤが言う。僕は少女の方を見る。そして、その顔の変化に、目を瞠みはった。

　ロイヤルブルーの眸ひとみが縮み、目の側に経脈が走っている。

「……彼女、ＣＡＳクランケです」

「何？」

　思わず、身構える。だがそのときにはもう、女は僕らの目の前に佇たたずんでいた。

「わたくし、国くに竹たけ枝え里り佳かと申します。──隠かくれ木ぎ先生には、いつもお世話に」

　隠かくれ木ぎ。

　その名前に、警戒する。

「あなたはご存知ないかもしれませんが、隠かくれ木ぎ先生はキャンパス街フエイズにある大学の図書館棟で、所蔵資料の管理長をしておいでです。今は、お休みとっていらっしゃいますけれど」

　国くに竹たけと名乗った女は淡々と続けた。

「わたくしは同じ大学の学生なんです。隠かくれ木ぎ先生には、個人的にお借りしている資料もいくつかありますから、どうしてもキャンパス街フエイズに戻ってきて欲しいんですけれど。でも先生は、遊あす磨まさん、あなたとの間で決着をつけなければならないことがあると伺いました。鹿しし戸どさんとおっしゃる方から」

　僕は気がつく。段々と女の目から光がなくなり、言葉が平へい坦たんになっていくことに。

「あなたにＣＡＳを移したのは、鹿しし戸ど了りようですか」

「ええ。隠かくれ木ぎ先生と同じようにして頂きました。──さあ、遊あす磨まさん。わたくしと一緒に、いらしてください」

　女の手が伸びる。僕は身を躱かわす。

「安あん佑すけ、ここは人が多すぎます！」

「分かってる！」

　苦い気持ちで駆け出す。結局、人混みではなく裏道に入ることになった。廃品通りスクラツプストリートフロントエリアを駆け抜け、並んだ店の裏手、裏路地というよりは建物どうしの間だと呼ぶべき場所に僕らは駆け込む。

　そこにはサブカルショップやパーツ買い取り屋、小汚いダイニングなどが軒を連ねていたが、そのすべてが休業中だった。あるいは閉店しているのかもしれなかった。

　エアーコンディショナーの排気音が唸うなっている。

　どこかから警事局アレストの備品を失敬してきたのだろう、黒と黄色のロードコーンには「在庫アリマス」との電光板が吊つるしてあった。

「おまえ、さっきの目。あれは魂？　を見てたのか」

「ええ、そうです」

「移したってのはどういうことだ」

「そのままの意味です。彼女はＣＡＳを鹿しし戸どから与えられた。ＣＡＳは、人から人へ移ることでしか感染しません。管理局では、クランケが他者へＣＡＳを移そうとする行為を、染せん礼れいと呼んでいます」

「いや、待てよ。だったらそれは──」

　それが事実なら、一つ、どうしてもおかしなことになってしまうと僕は気付く。だが、考える時間はこれ以上ないようだった。

「どうして、逃げるのです」

　あえて裏路地へ響かせようとするその声の主に、僕らは目を向ける。立っているのはもちろん、隠かくれ木ぎの知り合いだとかいう女、国くに竹たけ枝え里り佳か。

「お嬢さん。あなたの方は、お逃げになっても構いませんよ。隠かくれ木ぎ先生も、用があるのはそこにいらっしゃる遊あす磨まさんだけとのことですから」

「遠慮します」

「そうですか。それでは」

　艶えん然ぜんと微ほほ笑えんだ国くに竹たけは、自分の首筋にそっと手を触れる。

「──変身デタンジ」

　刹那、国くに竹たけが撫なでた首の辺りから亀裂が走った。亀裂は女の首から、顔や手足へと広がっていき、そして全身が砕け散ったかに見えた。

　昨夜の隠かくれ木ぎ周しゆう吾ごと同じ現象。

　砕け散ったと思われた女は、やはり、異形に変じていた。

　細長い手足。

　細長い胴体。

　小さな頭部には真まっ直すぐに伸び上がる二本の触角。

　そいつの歪いびつな姿を比喩するならば、まるでメッキ鋼板の破片をつなぎ合わせて作られた、廃材アート、スクラップ・オブジェのような、人型の昆虫。

「……トカゲの次はナナフシかよ」

　吐き捨てた僕に、高たか園ぞのカヤが言う。

「安あん佑すけ、能力発動のための音声コードは装身アンベイル。一種の自己暗示によって、能力発動に必要な集中力を節約します。モバイルソウルシステムから能力者が得られる恩恵の一つです。アプリケーションがインストールされている今なら、コード・アンベイルは利用可能なはず」

「分かった」

　そのとき、目の前の怪物がスッと消えた。

　細長い影が、僕らの上に伸びていた。

「悠長にお話とは、余裕ですこと」

　一瞬で僕らの上を取った国くに竹たけが、顔を歪ゆがめる。それが笑った顔なのかすら、異形が相手では判別できなかった。ヒュッと空気を切り裂く音がした。その音は僕の背筋を凍らせるのに十分な鋭さを持っていた。

「クソッ」

　咄とつ嗟さに高たか園ぞのカヤを突き飛ばして、後ろへ退く。

　敵の硬質で細長い腕が、一撃必殺の刺し突とつとなり、路地の地面を穿うがっていた。それはちょうど、左右に分かれた僕と高たか園ぞのカヤの間だった。

「おみごとです」

　余裕の声で、国くに竹たけが僕の回避を賞賛する。

「それでは、増やします」

　直後、ギシッと硬い音がして、二本増えた。

　ナナフシの腰の辺りから、腕が左右に一本ずつ生えて、増えたのだ。それは当たり前と言えば当たり前。何せ相手は昆虫のクランケ、脚は当然六本だ。気がつけば僕は、蹴りを放っていた。頭で判断したわけじゃない。命の危機に抗あらがおうとする生存本能が、僕の身体を操っていた。

「華きや奢しやな身体、軽い一撃」

　敵は四本の腕をすべて交差させて、僕の蹴りを受け止めている。

　まるで折り重なった鉄骨を蹴飛ばしたような感触だった。空中にいた敵は踏ん張れずに後ろへ弾はじかれたが、ダメージはほとんどない様子で着地する。

「今度はこちらの番です」

　四本の腕を振りかぶって、ナナフシの異形が突っ込んでくる。僕はまだ蹴りの姿勢から立ち直っていない。

　敵の一瞬の肉薄。

　フッと四本の腕が揺らぐ。

　ゴッと面状の風圧を、僕は全身に感じる。

　来る。

　研ぎ澄まされた僕の全神経が直感する。

　槍やり衾ぶすまのように繰り出された、四本腕の刺し突とつの連撃が、僕に襲いかかろうとしている。

　ただ、僕は不思議と冷静だった。

　今自分が置かれている状況が、昨夜目まの当あたりにした隠かくれ木ぎの突進の焼き直しのように思え、あのときガムシャラにそうしたのと同じく右手を突き出して、こう叫んでいた。

「装身アンベイルッ！」

　バリッ！　と強烈な音がして、亀裂が迸ほとばしる。

　亀裂の走ったのは、僕と国くに竹たけのちょうど間の空間。その眼前の空間が、亀裂から激しい破砕音とともに砕け散った。

「なっ？」

　亀裂の破裂の衝撃で、ナナフシの四本腕が弾はじかれる。

　直後、現れたのは仮面。

　能力の名前からして、モチーフは恐らく、猫の頭蓋骨だろう。

　半分が黒で、半分が白。

　僕は歪いびつで獰どう猛もうなデザインの黒半分を鷲わしづかみにすると、そのまま迷わず顔へ押し当てた。

　一瞬、視界が失われる。

　フラッシュイメージに過ぎない幻影が、僕の視覚を支配する。

　映っているのは、二本の脚で立つ、化猫の姿だった。燃えるように揺らめく、黒いシルエットだけの化猫は、顔の部分に、僕が手にした黒い半分の仮面をつけていた。

　すぐに視界は開けた。

　異形は変わらず、攻撃を弾はじかれたままの格好で目の前にいた。

　僕は両腕を構えていた。

　能力に対する理解は、すでに僕の中にあった。

　両手のすべての指には、闇色の爪が、黒い火炎のように揺らめいていた。

　決着は、一瞬だった。

　地面を蹴った僕は、瞬間移動さながらの速度でナナフシの傍かたわらを通過し、右の爪でその細い胴を一いつ閃せんしていた。

「隠かくれ木ぎ、先生……」

　呻うめいた国くに竹たけの異形の姿が崩壊し、人間のそれに戻ると、彼女はそのまま地面に倒れ伏した。起き上がる様子はない。

　僕は自分の両手を見つめた。

　そこには、やはり、黒い火炎のような闇色の爪。

「……切ったんですか？」

　白い仮面を手にした高たか園ぞのカヤが尋ねてくる。

「いや、切るという感じはしない。打撃に近い感触だった」

「なるほど」

　興味深そうに、高たか園ぞのカヤは化猫の爪をちょんちょんと触っている。僕はその爪に意志を向けた。すると黒い爪は僕の指からふわりと離れた。

「これは──」

　高たか園ぞのカヤが目を丸くする。僕がさらに意識すると爪は空中で渦巻くように形を変え、再び僕の指に戻ってきた。

「指から離すのも、形を変えるのも、自在らしい」

　変幻自在の闇の爪、それが黒い方の仮面の能力なのだった。切るという感触はほとんどないものの、コツさえ摑つかめば研ぎ澄ますことも可能かもしれない。

　そんなことを思ったとき、複数の足音が聞こえてきた。現れたのは黒い活動服に身を包んだ人間たち。そいつらじっと見ながら高たか園ぞのカヤが言う。

「ＭＳラボの搬患担当トランスポーターです。制圧したＣＡＳクランケの搬送を担になっています」

　その搬患担当トランスポーターとやらは、元の姿に戻った国くに竹たけ枝え里り佳かの首筋に注薬器らしいものを押し当て、中身を注入した。

「随分早い到着ですね」

　その言葉に搬患担当トランスポーターの一人が歩み出て答えた。

「国くに竹たけ枝え里り佳かはＸフォンユーザー、モバイルソウルシステムの網にかかりました。ＣＡＳの感染は十二月二十三日。キャンパス街フエイズからサイバー街フエイズへ移動してすぐと思われます。状況を観察し、強制措置エンフオースメント以外の手段が検討されていました。結果的には、鹿しし戸ど了りようによる囮デコイという判断になりました」

「……囮デコイ。能力者の頭数には限りがある。攪かく乱らんのつもりですか。場合によっては、隠かくれ木ぎに対する背信になっても構わないと」

　ため息をついた高たか園ぞのカヤがこちらを見た。

「ここは彼らに任せて、いきましょうか、安あん佑すけ」

「……ああ」

　搬患担当トランスポーターはこちらに関心を払わず、自らの仕事に専念している。僕は能力を解除し、仮面を消して歩き出す。発動のときとは違い、能力の解除は、それこそ顔につけた仮面を外すような感覚で行うことができた。




　裏路地を出た僕らは、もはやどこまで意味があるのかは分からないが、観光客に紛れて、廃品通りスクラツプストリートフロントエリアの奥へと向かった。

　チャイルドホーム、夢ゆめの木き園えん。そこまでの道のりを間違えるはずもない。だから、辿たどり着つくまでにそう時間はかからなかった。

　夢ゆめの木き園えんの門が視界に入るところまで歩いてきたとき、僕は思わず息を吞のんだ。そこには警事局アレストの専用車両が停まっていたのだ。

「もう来たのか……！」

　駆け出しかけた足を、けれども僕はすぐに止めた。予想に反して、警事局アレストの車がその場を出発し、そのまま去ってしまったのだ。

　去ったあとには、小さな人影が立っていた。

　寝癖の長髪、大きな黒縁眼鏡、袖の余った白衣が三点セットの小柄な女だった。

　女の名前は千せん条じよう芽め衣い子こ。

　歩み寄った僕に、彼女は皮肉っぽい笑みを向ける。

「警事局アレストは追っ払ったぞ。自分の車から投げ捨てられたというのに、わたしの前世は聖女か何かかな？」

「……捨てたのはロボットだろ」

「お気に入りだったんだ。まあいい。まずは、あの子に構ってやったらどうだ？」

　先生は夢ゆめの木き園えんの門の中へ視線を向ける。そこには二十人ほどの子どもたちと深ふか町まち翼つばさが立っていた。今日は私服で、ポニーテールだ。

「安あん佑すけ」

　深ふか町まちは、両手をある女の子の肩に置いていた。

　将来の美貌が透けて見えるような、可か愛わいらしい女の子である。

　短いツインテールに、丸い眸ひとみ、泣きぼくろ。温かそうなセーターに怪獣サロペットはおきまりのコーディネートだ。

「ほら、ミカゲ」

　深ふか町まちに促され、女の子は、ミカゲは駆け出し、僕に抱きついた。

「ノラちゃんっ」

　僕は咄とつ嗟さに反応できない。

「……ミカゲ」

「ノラちゃん、ありがとう。これ」

　僕から少し離れたミカゲの背中に、何かを見つける。そこにはバンドで背負われた不細工な猫の縫いぐるみがあった。

「やるじゃない。でも、ドローンの宅配確認に保証チケットってあったけど」

　深ふか町まちと目が合う。深ふか町まちは肩を竦すくめる。

「色々あったんだよ」

　昨夜僕は、ＸフォンＩＤで決済した縫いぐるみを盗まれた。セキュリティアイに映っていればとダメ元で、縫いぐるみの電子保証チケットを使い、トイショップのサイトで同じものを夢ゆめの木き園えんに送るよう、お急ぎ便で手続した。観光船乗り場近くの店で、コートやらブーツやらを調達していた、その合間にだ。近くに流通ポイントがあるせいか、かなり早く届いたらしい。

「ねえノラちゃん。カヤちゃんは？」

　そう言えば、ミカゲとあいつは僕のＸフォン越しに話したのだった。

「ああ、あいつなら──」

　僕は振り返る。

　だがそこに、高たか園ぞのカヤの姿はなかった。

「安あん佑すけ、カヤはどこだ？」

　先生が僕に訊きくその声は、事態を何となく察したトーンだった。
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　僕は夢ゆめの木き園えんの子ども部屋から園庭を見ていた。冬枯れの木が一本立つ丸い庭。夢ゆめの木き園えんの建物もその丸みに沿うように建っている。

　床にあぐらをかいて座り、そのあぐらの中にミカゲを抱いている。門で抱きついてきてからミカゲはずっと僕にべったりで、最近あった楽しかった出来事を一ひと頻しきりしゃべりまくったあと、そのまま眠ってしまった。

「やっぱり寝ちゃったか。体温高いもんね、アンタ」

　振り返ると腰に手を当てて、深ふか町まち翼つばさが立っていた。僕は眠ったミカゲを差し出そうとして、

「交代だ」

「ダーメ」

　意地の悪い顔で言い、深ふか町まちは僕の隣に屈かがんだ。

「いつ以来だっけ？　アンタがここへ来たの」

「さあな」

「夏にプールを組み立てたとき以来よ。アンタ、ハロウィンもクリスマスもすっぽかしたから」

「覚えてるなら聞くな」

　炎天下の悪夢を思い出してげんなりする。園長がどこからともなく手に入れてきた、中古で浄化機付きの組み立て式流水プール。いろんな事情があって、それを僕が丸い園庭で組み立てる羽目になったのだ。ピラミッドを作り上げた古代エジプトの民たちに思いを馳はせてしまう程度には、地獄の作業だった。

　ひやっと頰に何かが触れる。

　見れば、深ふか町まちがトムキャットミルクのショートカップを持っていた。その蓋にストローを突き刺すなり、深ふか町まちは中身を勢いよく吸い上げる。

「いや、おまえが飲むのかよ」

「どうしてあたしがアンタにおごるのよ」

「なんでおまえのおごりなんだ。夢の木園ここのだろうが、それ」

「ざーんねん。自腹で買っておいたの」

　深ふか町まちが挑発するように笑う。

　何か言い返してやろうかと考えもしたが、不毛な展開にしかならんだろうと思い直す。

「こいつ重くなったわ。寝かせてくる」

　僕はミカゲを抱えたまま立ち上がる。重いというのは半分噓うそだ。強く頑丈になった身体では子ども一人分くらい、どうということもない。

「千せん条じようさんが呼んでたわよ」

　深ふか町まちは屈かがんで庭を見たまま言った。

「アンタの学習支援のチューターしてたんだって？　ずっと前だけど、先生って言ってたの、あの人のこと？」

「ああ」

「どうして学習支援のチューターが警事局アレストを追っ払えるのよ」

　飲み終わったミルクのショートカップを床に置き、すっと立ち上がって、深ふか町まちが探るような目をする。

「昨日のこと、ちょっとはブーたれると思ってた」

「昨日？」

「ニュースになってるわ。サイバーゲートモールの駐車場で、車とかバイクとか、めちゃくちゃに壊されたって。お店の中にもアナウンスが流れて、結構な騒ぎだったみたいだけど？」

　それはそうかと僕は思う。パーキングであれだけ警告表示が出ていたのだ。店の中でも、立ち入り禁止のアナウンスくらいは流れるだろう。

「アンタがモールにいた頃でしょ。平気だったの？」

「まあな」

「アンタがミカゲに送ってきた縫いぐるみ。どうして保証チケットで届いたのよ。はじめに買った方はどうしたの？」

「ダメになった。そうじゃねえと保証チケットは使えない」

「……アンタ、本当は何か変なことに巻き込まれてるんじゃないの？」

　噓うそは許さんと、深ふか町まちの目が口ほどにものを言う。

「ああ、巻き込まれてる」

　僕は肩を竦すくめてあっさり答える。意外だったのか、深ふか町まちは目を丸くした。

「実はな、深ふか町まち」

「何よ、急に改まって」

　深ふか町まちの目をじっと見て、僕は続けた。

「僕はＮＪインダストリーズがひた隠しにしている怪物の存在を知ってしまったんだ。その挙げ句、インダストリーズにも、その怪物にも狙われる羽目になった」

「……安あん佑すけ」

「何だ」

「そこへ正座なさい。膝に一人ずつ子どもたちを乗せてってあげる」

「何だよ、その一見ハートフルを装よそおった拷問は」

　噓うそは言っていない。だが軽口だと思われる、そう確信して僕は答えていた。実際、深ふか町まちは本気にしなかった。するはずがない。僕が深ふか町まちの立場でも絶対に真に受けない話だ。

「ミカゲをがっかりさせるようなことはやめなさいよね」

　諦めたようにため息をついてから、深ふか町まちが言う。

「ノラちゃんはその子のヒーローなの。アンタがその子の前でそう振る舞って、ミカゲはそう思うようになった。そうでしょ？　カッコいいとこ見せたなら、せめて、その子が好きでいられるアンタでいてあげなきゃダメ」

「生まれてこの方、カッコよかったことなんて一度もねえよ」

「……そうね。確かに、カッコいいは言い過ぎだったわ」

「オイ」

　べーっと舌を出してから、深ふか町まちは両手を広げた。

「はい、ミカゲ」

「交代はナシじゃなかったのかよ」

「アンタからはダメ。あたしからはいいの。そういうルール」

「横暴が過ぎる」

　深ふか町まちがツベコベ言うなという顔をする。僕はミカゲを深ふか町まちに渡した。

「うわ、さすがに重いわね、八歳児」

　抱きかかえられたミカゲが目ま蓋ぶたを動かす。

「ん……翼つばさちゃん」

「どこで判断してんのよ、この子は」

　その様子を見ていた僕を、深ふか町まちがギロリと睨にらむ。ミカゲが目を開けて、深ふか町まちの顔を見てから僕の方を向く。

「ノラちゃん、もう帰る？」

　眠そうなミカゲの口から出た一言目がそれだった。

「ああ。警事局アレストもいなくなったしな」

「……うん」

「ミカゲ」

　深ふか町まちが呼ぶと、ミカゲは伏せた目を上げる。

「安あん佑すけ、また来るって。いつがいい？」

　ミカゲの顔に期待の花が咲く。

「大おお晦日みそかっ。わたし、ノラちゃんと夜よ更ふかししたい」

「だってさ？」

　僕の方を深ふか町まちが軽く見やる。

「……分かった」

　答えてから去ろうとする僕に、深ふか町まちが付け加えるように言った。

「あの人、応接室で待ってるから」

　振り返ると、深ふか町まちは何か仕方のない生き物を送り出すような顔をしていた。




　応接室に入ると、先生が、千せん条じよう芽め衣い子こが窓の側で外を見ていた。

「曇ってきたな。今夜も雪かな」

　空は先生のいうとおり、昨夜と同じように曇り始めていた。

「国くに竹たけ枝え里り佳かの件は聞いた」

「もうかよ」

「おまえも能力を行使したらしいな。黒い仮面の力は爪か。体調はどうだ？　施術によらない能力覚醒が何か影響を及ぼすのか、やはり気がかりだ」

「問題ねえよ」

　僕はドアの側の壁に背を凭もたれて、腕を組んだ。

「アンタがここにいるとは思わなかった」

「……陰険な小お田だ切ぎりのことだ。おまえのバイト先とこの夢ゆめの木き園えんにプレッシャーをかけに来ることくらい察しがつく」

「警事局アレストを操っているのか」

「操るというよりはインダストリーズ内部でのコネクションだな。だが適当な理由で動かすのにも限度がある。おまえはクランケではないし、明確に敵対したわけでもない。そうだろ？」

　念を押すように言ってから、先生が振り向く。

「安あん佑すけ。カヤの行き先に心当たりはあるか」

「捕まえて標本にするってか？　僕に訊きかなくても、探しようはいくらでもあるだろ。サイバー街フエイズ中のセキュリティアイを洗えばいい」

「ならこう訊きき直なおそう。セキュリティアイを洗うより早く、逃げたカヤを見つけられるか」

「逃げた？」

「カヤはまだ十四歳の子どもだ。おまえの能力覚醒の影響で、身体能力の向上まで得たんだ。目先の保身に走ったのも別段おかしなことじゃない。わたしが甘かった」

　甘かった。

　高たか園ぞのカヤが目先の保身に走るのを、みすみす許したから。

「アイツは自分の身を守るために、逃げた」

「そうだ」

「先生、アンタ、アイツとはどれくらい付き合いがある」

「一年ほどだ。ヤツの母親が死んですぐ、ＭＳラボが確保した。父親はいない。ほかの家族も」

　母親が、死んだ。

　父親もいない。

　初耳だった。当然だ。何と言っても、僕とアイツが知り合ったのは、昨夜のことなのだ。

「確保ね。アイツが、魂を見る目を持っているからか」

「……カヤがそこまで言ったのか？　自分の目の話は、あまりしたがらないのだがな」

　先生のセリフを僕は少し意外に思う。目の話をするとき、アイツの様子におかしなところはなかった。

「本当は嫌いなんだよ、自分の目が」

　先生が白衣のポケットに手を入れる。

「魂が見えるということは、ＣＡＳクランケもカリスマ能力者も容易に判別できるということだ。収しゆう患かん管かん理り局きよくに対抗したいクランケからしてみれば、喉から手が出るほど欲しい存在だ。飼い慣らせば、管理局の追跡を察知するための有効な手段になる。だから、あの少女を巡って血で血を洗う奪い合いが起こったこともある」

「あいつはクランケじゃねえんだろ」

「そうだ。コア自体は健常。クランケでもなければ、能力者でもない。だから戦う力は皆無。だが、わたしたちとは違う世界を捉える目を持つ。超人にはなれず、病魔でもなく、凡人にもなりきれない。収しゆう患かん管かん理り局きよくが標本化の決定を下さずとも、いずれ何かしら大きな力に吞のみ込こまれる。それがあいつの宿命だ」

　宿命。生まれる前から定まっている、自分の意志と力ではどうしようもないもの。抗あらがえず、避けられず、変えられないもの。

　僕は凭もたれていた壁から背中を離した。

「どこへ行く、安あん佑すけ」

「先生。アンタも知っているだろうけど、あれから五年経った今でも、僕はまっとうな人間になれないままだ。普通の人間が持っているべき人間らしさがあるとも思わない。でもな」

　僕が前に立つと、ドアが開く。

「……約束した以上、二言はしない。それが僕に残った、なけなしの人間性だ」

　交換条件。

　僕とアイツの間では、一応、そういう約束になっていたはずだ。

「安あん佑すけ」

　背後で声がする。

「戦力として評価できれば、標本化を見直すよう上申しやすい。何せ、収しゆう患かん管かん理り局きよくには戦える人材を標本にしておくような余裕はないからな」

「……分かっているなら、初めからそう言えよな」

「教え子のムキになった背中に母性をくすぐられてしまった。この気持ち、おまえの顔を胸に埋うずめて抱きしめてやりたいくらいだ」

「はあ？　埋めるほどねーだろうが」

「何を言う！　おまえの顔くらい挟んでやるわ！」

「その前だか後ろだか分からねえ、背中みたいな胸で？」

「前後くらい分かるわ！　印がついてるから！　可か愛わいいのが！　二つ！」

　叫び声を受け流し、僕は応接室を去ろうとする。その背中に声がかかる。

「……わたしはしばらくここでラボからの報告を受けることにする。あの深ふか町まちという少女とも話してみたいしな。色々と面白い話が聞けそうだ」

「あいつを巻き込む気じゃないだろうな」

「まさか。そう恐こわい顔をするな。雑談以上の話はしない」

「なら、好きにすればいい」

「安あん佑すけ」

「まだ何かあるのか」

「本当に身体は大丈夫なんだろうな」

「別にいつもと変わらねえって。そう言ってるだろ」

　僕は応接室の外に出た。ここに先生がいるなら当然ＭＳラボの連中も周囲に潜んでいることだろう。

　高たか園ぞのカヤは、逃げたわけじゃない。もし逃げるなら、もっと早くにそうしているはずだ。保身が大切なら、直接顔を見たこともないチャイルドホームのチビどもを心配したりしない。

　夢ゆめの木き園えんから警事局アレストは去ったし、ミカゲも落ち着いた。ほかの子どもたちは僕なんかより深ふか町まちの方を頼りに思っているだろう。

　こっちの用事は済んだ。

「先走ってんじゃねえよ、アホ」

　あいつも一緒に通るはずだった門を過ぎ、一度だけ夢ゆめの木き園えんの方を振り返る。すると、建物の二階のテラスから深ふか町まちがこちらを見下ろしていた。僕のＸフォンに着信通知が来る。

『あんまり変なこと、するんじゃないわよ』

「分かってる」

　分かってないでしょうが、という顔になった深ふか町まちは通話を切って、屋内へ引っ込んだ。
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　廃品通りスクラツプストリートは、上から下へ三層構造のショッピングアーケードだ。下から順に一番通り、二番通り、三番通りとなっており、一番通りには軽量トラムの単線が走っている。

　高たか園ぞのカヤが正面ゲートを通ると、紅白の大きな二文字が目に飛び込んできた。

『賀正』

　ほかにも、電でん脳のう街がいのマニアたちが無駄に本気を出して作り上げた、ザ・正月、ザ・年の瀬のホログラムデコレーションが廃品通りスクラツプストリートを飾り立てていた。

　見ているだけで、十年分くらい正月を前借りしてきたような気分になる。

　ちなみに廃品通りスクラツプストリートでは十二月二十四日が近づいてくると、必ずと言っていいほど、メインのホログラムコンポーザーがクラッキングを受けて「クリスマス中止のお知らせ」のホロアナウンスがそこら中に飛び交うという珍事件が発生するらしい。風物詩だとか、風物恥だとか、言われているのだそうだ。

　高たか園ぞのカヤは、一人で廃品通りスクラツプストリートを探索する。理由は単純、夢ゆめの木き園えんにこれから入ろうかというとき、姿を見かけたのだ。

　隠かくれ木ぎ周しゆう吾ごに間違いなかった。

　魂を見る目には、常にそれが映っているわけじゃない。本来合わないはずのピントを意識して合わせるような照準が必要になる。

　人間のコアは、カヤの目には少なくとも、微発光する球体に映る。場所は胸の辺り、ＣＡＳクランケのコアは淀よどんだ光の半球に見え、カリスマ能力者のそれは惑星と衛星のように、球体の周りに小さな点が浮かぶ姿として視認できる。また、コアは遮しや蔽へい物ぶつがあっても見ることができるが、距離が離れると見えにくくなる。

　カヤは今、隠かくれ木ぎ周しゆう吾ごの歪いびつに光る半壊した魂を探している。観光シーズンの廃品通りスクラツプストリートには背の高い観光客も多く見受けられる。隠かくれ木ぎも相当の長身だが猫背なので紛れてしまいそうだった。

　廃品通りスクラツプストリートの店は、一番通りであれば、飲食店、電気店、サイバー街フエイズのグッズを売る店など、ニッチながらも大衆向けだが、二番通り、三番通りと上へ上がるにつれて品しな揃ぞろえの専門度は増し、三番通りなどは、同じ廃品通りスクラツプストリートでビジネスをし、あるいは暮らしている人間でないとお断りという空気で満ちあふれている。

　カヤはエスカレーターに乗り、あえて三番通りから探すことにした。一番通りは観光向けということもあって、セキュリティアイも充実している。管理局に追われているクランケがいつまでもいるとは考えられない。

　だが、三番通りに上がってきて面食らった。もはや何の許可もなく好き勝手に増改築を繰り返したとしか思えない、混こん沌とんとした空間が広がっている。ショップの店員たちに愛あい想そはまったくなく、排他的な雰囲気が支配していた。

「安あん佑すけは、こういうところにも慣れているんでしょうか」

　カヤが呟つぶやく。

　チャイルドホームに行ったあと、鹿しし戸どと隠かくれ木ぎを追う。それが遊あす磨ま安あん佑すけとの交換条件だった。しかし、提案者であるカヤ自身が、それを放棄して、一人で探索を始めてしまった。

　隠かくれ木ぎ周しゆう吾ごを見つけたとき、知らせなければと思った。

　だが隠かくれ木ぎは遊あす磨ま安あん佑すけから離れた場所で、彼に気付くこともなく、廃品通りスクラツプストリートの方に向かっていった。夢ゆめの木き園えんの門前には千せん条じよう芽め衣い子この姿があり、コアに目のピントを合わせると、千せん条じようの護衛らしい人間のコアが周囲の物陰に点在していた。

　何より遊あす磨ま安あん佑すけは、女の子に抱きしめられていた。彼のＸフォン越しに話したミカゲという子に違いないとカヤは思った。そして感づいてしまうと、遊あす磨ま安あん佑すけに「さあ、クランケを追いましょう」とは言い出せなかった。

　女の子から、彼を取り上げることができなかった。

「……能力がなくても、ＰＩ評価はＣマイナーです」

　クランケが相手でも、一対一ならどうにかなるはずだ。覚悟を決め、カヤは廃品通りスクラツプストリートを進もうとした。

「高たか園ぞのカヤに、ＰＩ評価とは面白いね」

　びくりと肩が震えた。

　それは快活で通りのよい、女の声だった。物陰なのか曲がり角なのか判然としないところから、声の主が姿を見せる。

　ボブヘアの美人だが、華きや奢しやではなく、むしろ骨太な印象の女性だ。

「はじめまして、高たか園ぞのカヤ。ワタシはリサイクル。リサイクル・ロッテンバーグ。偽名だよ」

　カヤが何も答えないうちから、女性はむんずと一方的に握手をし、そのまま「来な」と気前のよさそうな声で言うなり、グイグイと引っ張りはじめた。

「ちょ、ちょっと！」

　カヤは力ずくの抵抗を躊躇ためらう。コアを見たところ、相手はクランケでもカリスマ能力者でもない。遊あす磨ま安あん佑すけと共有とは言え、身体機能の向上が起こった自分が無理に抗あらがうと、怪け我がをさせるかもしれない。

　そんなことを考えるカヤに、リサイクル・ロッテンバーグが言った。

「心配いらない。ワタシはね、遊あす磨ま安あん佑すけのバイト先のボスさ。そして──収しゆう患かん管かん理り局きよくの元技術者だ。アンタのことも知ってるよ、記録上で、だけれどね」




　ここはガラクタ喫茶だと、リサイクル・ロッテンバーグは言った。

　確かに店の中はそんなような雰囲気だ。壁にはすっかり崩れた循環サンドアートの額縁。天井の片隅に埋められた時計は、単位を見るに一周千年、本当にそのとおりに動くかはかなり疑問だ。すべてサイズの違う鳥籠型のライトが七つ、合金線でぶら下げられており、中では鳴かなくなってから相当経つだろう、オウムやらキュウカンチョウやらのロボットが死んでいた。

「廃品通りスクラツプストリートの三番通りなんて、社会不適合者の巣そう窟くつさ。アンタみたいな可か愛わいい子がウロチョロしていていい場所じゃないんだよ」

　包容力を感じる声で言いながら、リサイクル・ロッテンバーグはカウンターの中でホットミルクを用意している。

「自分の好きなものを作っては、売るでもなく捨てるでもなく、みたいな連中ばかりでね。たまに引き取ってやっているうちに、店の中はこのザマさ」

　女店主はカヤを見る。

「事務所に警事局アレストが入ったのはすぐ分かったからね。窓の外に吊つるしてあった自前のセキュリティアイを振り回してみた。そしたら、アンタと安あん佑すけが黄色いクーペから飛び出したところだったってわけ」

　合金鍋のミルクをゆっくりとかき回しながら、リサイクルは古ぼけたモニターをつける。するとそこには、黄色いクーペが警事局アレストの非常線に囲まれているのが見える。

「まーだレッカーしてないとはねえ」

「あの」

「ほら、ホットミルクだよ。安あん佑すけが好きなトムキャット社のいいヤツを使ってる」

「……どうも」

　カヤがカップを手にとると、リサイクルはカウンターの中の椅子に座る。

　この店まで唯い々い諾だく々だくとしてついてきたのは、リサイクルが管理局の元技術者だと名乗ったからだった。

　鹿しし戸ど了りようは、収しゆう患かん管かん理り局きよくの局員を襲撃し続けている。そして、廃品通りスクラツプストリートフロントエリアでは隠かくれ木ぎ周しゆう吾ごの姿を見た。

　偶然だと決めつけて側を離れるのは、躊躇ためらわれた。鹿しし戸どたちのことを教えるべきか、どこかに連れ出すべきか、そんな迷いがいくつも浮かんできたのだ。

　それに、正直に言えば、遊あす磨ま安あん佑すけの知り合いというところにも興味がわいてしまっていた。

「安あん佑すけとはどうやって知り合ったんだい？」

「どうやって、と言われましても」

　ホットミルクに口をつける。はちみつが香る、とろりとした甘さ。

「……おいしい」

　思わず声を漏らすと、リサイクルがにこりと笑う。その笑顔とは正反対に、カップにはいかにも不機嫌そうな黒猫のイラストがプリントされている。

「管理局が、ついにあの子に手を出したの」

　そう言ったリサイクルは、表情こそ穏やかだが、よく見ると目だけは笑っていなかった。

「あの子にも、能力者としてクランケと戦わせようというのかい？」

「本当に、管理局にいたんですね」

「そうだよ。ＭＳラボにもケアセンターにも出入りしていた、しがないシステム屋だ」

　リサイクルは鍋に残ったミルクに黒ごまのペーストを入れて溶かし、自分のカップへ注ぐ。

「高たか園ぞのカヤ、ちょうどアンタが管理局に確保されるのと入れ替わりで、ワタシは管理局から足を洗った。ここもシナジーも、管理局を抜ける前から人に任せて準備していたんだけど」

　シナジー、それは遊あす磨ま安あん佑すけが自宅兼アルバイト先にしている事務所の名前だった。

「あなたの方こそ、安あん佑すけとはどういう関係なんですか？　管理局の技術者だった人が、カリスマの保有者をバイトとして雇っていたなんて、偶然にしては出来過ぎのように思いますけど」

「ワタシは、あの子が貧民団地にいた頃から知っているんだ」

　リサイクルはそばに転がしてあった手作り感満載のリモコンを手にとった。それを操作すると、黄色いクーペを映していたモニターから映像が消え、代わりに静止画が現れる。

　それは、廃はい墟きよの屋上のように見えた。

　その屋上に、すり切れた冬服を着た、黒髪の男の子が座っていた。十歳かそこらだろうか。その横顔には見覚えがあった。

「安あん佑すけ」

「いや、この頃はまだ安あん佑すけじゃない。ノラだ」

「貧民団地の、ノラ」

「そう」

　カヤはその画像を見つめる。ノラと呼ばれたその男の子は、どこか途と轍てつもなく遠く、自分の足では辿たどり着つけない、そんな場所を見るような、強烈にまっすぐで、でも何だか寂しそうな目をしていた。その遠い場所へこれから自分ひとりで旅立とうとしているような、そんな目だ。

「いい写真だろ」

　懐なつかしそうにリサイクルが目を細める。

「ワタシは、家電を買うのが好きでね。買ったオーブンのためにレシピを集めたり、プレイヤーのためにレコードＲを揃そろえたりなんてのもザラなんだけど、このときは一ひと目め惚ぼれで買ったカメラのために被写体を探していたんだ。五年、六年、もう少し前だったかな」

　安あん佑すけはアカデミー高等部の一年生で、十六歳。そうすると写真の中のノラはやっぱり十歳かそこらということになる。

「貧民団地へ立ち入るために警事局アレストへ根回しに行ったんだけど、あの子、評判が悪いのなんの。冷血、人面獣心、社会のゴミ、さんざんな言われようだった」

　カヤは少し面白くない気分になる。リサイクルが言ったわけではないけれど、伝聞でも人の悪口を聞くのは楽しくない。それに、関わった時間は短くても、遊あす磨ま安あん佑すけが冷血だとか人面獣心だとか社会のゴミだとか、さすがにそこまでは思えなかった。

「けど、そんな評判を聞くとね、いよいよお気に入りのカメラで初めて撮るものとしちゃあ、これしかないって気になった」

「それで、撮りに行ったんですか？」

「行った。初めは遠くから狙っていたんだけど、調子に乗って近づいたら、一瞬でとっ捕まった。音も気配もなく後ろにいて、びっくりしたのなんの。ぶっ殺されるかと思ったよ」

　吹き出して笑ったリサイクルが肩を揺らす。

「生きてますけど」

「あっはっは！　そうだねえ」

　楽しげな声を上げると、リサイクルは湯気の立たなくなったカップの中身を飲み干し、それをカウンターに置いた。

「この上から見えるんだ。見てみるかい？　見たことがなければだけど」

「見る？」

　出し抜けに言われ、カヤは小首を傾かしげた。

「何をですか」

　そんなもの決まっているという顔で、リサイクルが答える。

「貧民団地だよ」
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　カウンターの奥には階段があって、そこを昇ると狭い屋根裏トンネルと細いレールがあった。レールには車輪のついたソファーが設置してある。見るからに、廃品通りスクラツプストリートの三番通りに施された無秩序な増改築の一部といった雰囲気の場所だった。

「さ、乗った乗った」

　リサイクルは自分で勧めながら、答えなど待たずにカヤをポイとソファーに座らせると、自分も腰を落ち着け、備え付けのレバーを引いた。

　するとソファーはレールを二十メートルほどビュンと走り、急停止する。慣性でつんのめったカヤをリサイクルががっしりと捕まえる。止まった先には梯はし子ごがあって、リサイクルはそれを昇りきり、蓋を押し開けた。外の冷気がソファーのところまで吹いてくる。

「昇っておいで」

　カヤはリサイクルに続いて梯はし子ごを昇る。

「これが……」

　突然開けた視界。曇り始めた空、冬の風に真珠色の髪が乱れる。

　梯はし子ごの先はテラスのようになっていて、そこからは、広大で、灰色の廃はい墟きよ跡あとが見えた。

　瓦が礫れきの山というより、瓦が礫れきの平原だった。

　写真の中で、子ども時代の安あん佑すけが屋上に座っていた建物もあるはずなのだが、それがどこなのかさっぱり分からない。

「安あん佑すけは、ここで暮らしていたんですか」

「そうだよ。あの頃はまだ巨大な廃はい墟きよが残っていて、街フエイズの中のまっとうな場所では暮らせないはみ出し者の子どもたちがたくさんいた。いったんそういう子たちが集まりはじめると、噂うわさを聞きつけた子どもが次々やってくるからね。ちゃんと数えたデータがあるのかは知らないけれど、千人とも二千人いたともいうね」

「今は、もういないんですよね」

「いない。何年か前、サイバー街フエイズでホログラム技術に関するサミットが開かれることになった。そのとき、さすがに外聞が悪いということになって、貧民団地は掃除され、取り壊しもすぐに決まった」

　その取り壊しの結果が、目の前の廃はい墟きよ跡あとということなんだろう。

「貧民団地のノラは、みそっかすの味方だったんだ」

「みそっかす」

「一人前じゃない子どもって意味。貧民団地じゃね、みそっかすは地獄を見る。幼い子、力のない子は、上から危ないこと、汚いこと、辛つらいことを押しつけられる。そういう子どもたちがノラの周りには何十人もいた。どういういきさつかは知らないけど、あいつはそういう子たちの世話を焼いていたみたいだ。無茶もするから、悪さをする不良たちや警事局アレストとはバチバチだったみたいだけど」

「そう、だったんですか」

　呟つぶやきながら、カヤは考え込む。虐しいたげられがちな小さな子どもの世話を焼く。それは安あん佑すけ自身の言葉とは明らかに矛盾していたからだ。ただ、ドローンに襲撃された病院で自分を助けてくれた彼や、チャイルドホームで女の子に慕われる彼の姿とは、一致するようにも思う。

　どうして、彼の言葉と彼の姿は食い違ってしまっているのだろう。

　どちらが、本当の彼なのだろう。

　そう疑問を深めたとき、

「リサイクル！」

　テラスへ上がる梯はし子ごの方から怒声がした。見ればそこから、慌ただしく遊あす磨ま安あん佑すけが姿を現した。

「おまえ、これはいったいどういう……」

　そこまで怒ってようやくカヤに気付いた安あん佑すけは徐々に語勢をすぼめた。彼はカヤを見て、リサイクルを見て、最後に貧民団地の跡を見て、獣が唸うなるように言った。

「おかしなことをしゃべったんじゃないだろうな」

「しゃべったよ」

　あっけらかんと答えるリサイクルに、見るからに血圧の上がった顔をする安あん佑すけ。

「安あん佑すけ、どうしてあなたがここへ──」

「これだ」

　忌いま々いましげに安あん佑すけが示したのはＸフォンのホロディスプレイ。そこにはいつの間に撮られたのか、カヤの写真と『美少女は預かった！』というエフェクト。

「随分早い到着じゃないか、安あん佑すけ。この子を探して、廃品通りスクラツプストリートを走り回っていたのかい？」

「うるせえ。……知り合いなのか？」

　安あん佑すけがカヤに尋ねる。

「いいえ。私のことを知っていたようで、呼び止められたんです。管理局の、元技術者だそうですよ」

「はあっ？」

　何じゃそりゃ、と言わんばかりに安あん佑すけが眉をつり上げた。

「シナジーに警事局アレストが踏み込んだね。アンタとこの子が乗ってたクーペは芽め衣い子このだろ？　久しぶりにどんちゃん騒ぎに巻き込まれてるようじゃないか。管理局が高たか園ぞのカヤを出張らせてるくらいだ、クランケに喧けん嘩かでも売ったのかい」

「……違う。売られたんだ」

　安あん佑すけの答えに、リサイクルが大笑する。

「おまえも知っていたのか、僕に」

「カリスマが宿ったことか。知っていたよ」

「……宿った？」

　安あん佑すけが目をすがめる。カヤは思わず「それは」と切り出しかけたが、被かぶせるようにリサイクルが答える。

「芽め衣い子こめ、ちゃんと説明しなかったね。安あん佑すけ、カリスマは後天的に宿るんだ。条件ははっきりしないらしいけど、カリスマ持ちに共通していることがある」

　リサイクルは指を一本ずつ立てながら続けた。

「命の危機か、心の危機、あるいはその両方に晒さらされて、それでも壊れなかった人間だってことだよ」

　数秒、じっとリサイクルを見ていた安あん佑すけは、ゆっくりと息を吐く。

「アンタにカリスマが宿ったのは、貧民団地の掃除があった、あの夜だろうね」

「……その話はいい」

「能力の覚醒は済んだのかい」

　安あん佑すけは肩を竦すくめただけで、具体的なことは言わなかった。

「ワタシは管理局から足を洗った身だ。能力者や魂を見る子がどこをほっつき歩こうがどうだっていい。それよりせっかく来たんだ。食事くらい、用意するけど？」

「いや、いい。すぐに出る」

「そうかい。じゃあ落ち着いたら、翼つばさやミカゲも連れてまたおいで」

「ああ」

　チラリとカヤの方を見たリサイクルは、テラスの梯はし子ごを下りて店の方へ戻っていった。

　テラスが短い沈黙に包まれる。

「僕の話はどこまで聞いた」

「……リサイクルさんがあなたを盗撮して捕まったという話と、あなたが貧民団地で力ない子どもたちを支えて生活していたことを」

「そうか」

　白い息をたなびかせて、安あん佑すけは廃はい墟きよ跡あとに目を向けた。カヤも同じ方を見やる。

「この場所で暮らしていたんですよね」

「ああ」

「それまではサイバー街フエイズですか」

「いや、分からない」

　虚を突く答に、カヤは振り返る。安あん佑すけの、静かで揺らぎのないまっすぐな視線が、瓦が礫れきの平原に注がれている。

「……分からない？」

「僕の記憶は、貧民団地で生活しているところから始まっている。それより前は、どうしても遡れない。ルベルソにＩＤ登録もなかった。だから親もないし、名前や生年月日なんて上等なものもない。年は、貧民団地を出たあとスキャナーにかけられたときに出た測定値だ。だから、本当は十六歳じゃないかもしれない」

　根っからの浮浪児だ、と安あん佑すけは小さく苦笑した。

　それが、カヤが初めて見た、遊あす磨ま安あん佑すけの笑顔だった。なぜか分からなかったが、カヤは戸惑いを覚えた。そのまま表情に出てしまう。

「何でおまえがそんな顔になるんだ」

「え、あ、すみません」

「別に僕は、自分が特別不幸だとか、哀れっぽいことを言いたいわけじゃないぞ」

　安あん佑すけが、目の前の廃はい墟きよ跡あとを鏡で映したような静かな顔に戻る。

「貧民団地じゃ、まともなところに居場所を持てないガキがごろごろしていた。生きていていい場所がないのに、命だけが先にある。だから居場所が欲しくて自や棄けになったり躍起になったりする。僕が暮らしていたのはそういう連中のいた場所で、僕もそういう連中のひとりだったって、それだけの話だ」

　親指でテラスの出口を指して、安あん佑すけが続けた。

「交換条件だ。鹿しし戸どと隠かくれ木ぎを探して、悪さをやめさせるんだろ？」

　カヤは何かを言いかけて、けれどもその言葉を吞のみ込こんだ。ただ、強く頷うなずく。

「はい。交換条件です」

　安あん佑すけが踵きびすを返し、カヤもそれに続いた。

「おまえ、どうしてひとりで消えた」

「隠かくれ木ぎ周しゆう吾ごの姿を見かけたからです」

　その言葉に安あん佑すけは目を丸くして、

「どわっ」

　驚いたまま、梯はし子ごの穴へ落っこちた。覗のぞき込こむとおかしな格好でソファーに墜落している。リサイクルはソファーには乗らず、残していってくれたようだった。

「だから、ミカゲちゃんに会うのは今度にして、探しに向かいました」

「だから、じゃねえよ。ヤバいところであえてひとりになってんじゃねえ。呼べよ」

「安あん佑すけっ」

「今じゃねえ」

　呆あきれて身体を起こした安あん佑すけの隣に、カヤは飛び下りた。ちょうどレバーが側にある。

「そっと引けよ。それ、強くするとスピードが出すぎる」

「……え」

　ということは、行きのリサイクルも当然その仕組みを知っていて、加減ができたのではないだろうか。

　カヤは、深く考えないことにした。レバーをそっと引き、行きよりはマシな速度でソファーを戻す。

「それで隠かくれ木ぎはどこへ行った」

「見失いました。でも、鹿しし戸ど了りようの狙いは、収しゆう患かん管かん理り局きよくの局員です」

「……リサイクルが狙いだって？」

「可能性があると思っただけです。でも、伝えるべきか迷いました。私がそれを伝えて彼女が逃げだそうとしたとき、鹿しし戸どたちがここを監視していれば、そうはさせまいと、間かん髪はつを容いれず仕掛けてくるかもしれない。そう思って」

「なるほど。露骨に動くと、場合によってはうまくないか。どうするか」

　ソファーが止まり、カヤたちは階段を下りた。店の奥からカウンターの方へと歩いていく。

　すると声がした。

「何の用だい、鹿しし戸ど了りよう」

　カヤは息を吞のんだ。

「頼まれたものは、もう渡したはずだよ」

「直接会って渡して欲しいとオーダーしたはずだが」

　瞬間、安あん佑すけが床を蹴った。猛烈な速度で声のした方へ突っ込んでいく。直後、カヤもそのあとを追って床を蹴った。
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　頭に血が昇ったのとは少し違った。

　直感した危機に、本能的に襲いかかるような感覚だった。

　駆けた僕はそのままカウンターを飛び越え、対たい峙じする間もなく、長髪の貴公子に蹴りを放った。鹿しし戸どは腕を構えてそれを防いだが、威力に押されて後ろへ滑る。

「安あん佑すけっ」

　リサイクルの声。

「また会ったな。遊あす磨ま安あん佑すけ」

「鹿しし戸ど……！」

　追撃をかけようとしたそのとき、僕の腰を誰かが捕まえた。そのまま突き飛ばされる。直後、僕が立っていた場所に、長い腕の一撃が突き刺さっていた。

　僕を突き飛ばしたのは高たか園ぞのカヤで、拳を繰り出していたのは、隠かくれ木ぎ周しゆう吾ごだった。

「安あん佑すけ、高たか園ぞのカヤ、こっちのことは気にしなくていい。逃げな」

　言うなり、リサイクルは食器棚の奥に手を伸ばした。がたりと音がしたかと思うと、棚が回転して、リサイクルをその奥へと吞のみ込こんでしまう。

「やれやれ」

　呟つぶやいた鹿しし戸どが店のドアに向かう。追おうとした僕に、ぬっと黒影が覆おおい被かぶさる。

　隠かくれ木ぎ周しゆう吾ごが張り詰めた気配を放っていた。今にも襲いかかってきそうな凄すごみに、僕は先手を打って飛びかかった。

「リサイクルを追え！」

　それだけ言い放ち、僕は隠かくれ木ぎとの乱闘に突入した。店の中を暴れ回り、組んだり離れたりしながら、ついには奥の窓を突き破って、外へ落下した。

　僕は、廃品通りスクラツプストリートの二番通りへ落ちた。

　空気の停滞した空間には、窓から午後の日差しが差し込んでいる。

　空っぽの古いテナントを、借り手のつかない持ち主が持て余して、無理矢理に貸し制作室にでも改造したんだろう。そんな場所だった。

　目の前には、すでに変身を終えた隠かくれ木ぎ周しゆう吾ご。

　人型トカゲの怪物。その切れ筋のような目から、もぞりと眼球がわく。左右の眼球がまったく別々に動く。

「……ただのトカゲじゃねえ。カメレオンか」

　そう呟つぶやいたとき、すぐ側に、カヤが降りてきた。

「なぜリサイクルを追わなかった……！」

「能力です！　あなただけでは発動しない可能性が！」

　直後、隠かくれ木ぎ周しゆう吾ごに変化が起こった。

　姿が、消えていくのだ。

「急いで倒しましょう。安あん佑すけ、位置は私が捉えます。あなたは能力を」

　カヤは真まっ直すぐに真正面を睨にらみつけていた。姿を消す特性を持つカメレオンのＣＡＳクランケ。けれどもカヤにはそいつの魂が見えている。居場所を視認できるのだ。

「やはり、厄介な目だ」

　隠かくれ木ぎ周しゆう吾ごの声。

「早く！」

「分かってる！　装身アンベイル！」

　現れた仮面の黒半分を僕が、白半分をカヤがつかみ取って顔に押し当てる。獰どう猛もうな闇の爪と美しい光の尻尾が発生し、能力が発動する。

「合わせてください！」

　直後、床を蹴った少女はすでに弾丸のごとく隠かくれ木ぎ周しゆう吾ごの消えた位置にいた。低姿勢の疾走、踏みきり、滑らかな回転からの、流れるような蹴撃。しかし命中はせず、カヤの蹴りは貸し制作室の壁を粉砕し、奥の倉庫部分が丸見えになる。

「上です！　安あん佑すけ！」

　瓦が礫れきを浴びながらカヤが叫ぶ。無論、僕には何も見えない。だが、カヤの視線は僕の頭上の一点に注がれている。

「チッ！」

　僕が後ろへ跳ぶと同時に、僕の去った地点にズゴッと穴が開く。

「前です！」

　声を上げながらすでにカヤは壁を走り、すさまじい速度でこちらへ向かってくる。白い仮面と光の尻尾は、重力を完全に無視した絶対バランスの能力を使用者に付与する。

「そこかよ！」

　後ろへ跳んでいた僕は、さらに一つ、二つと後退、跳躍しながら、右の爪を切り上げるように振るった。すると五指の爪は僕の爪を離れて増幅し、地を走る漆黒の波となって見えない敵に襲いかかっていく。

　瞬間、爆散。

　闇色の衝撃波が何者かにぶつかって爆裂した。僕には依然、隠かくれ木ぎ周しゆう吾ごが捉えられない。しかし、壁から跳んだカヤはオーバーヘッドキックの構えだ。

「落ちろッ！」

　振るわれる白い蹴り。その一撃が、ガシッと止まる。少女の顔色が変わる。カヤは空中で宙ぶらりんの格好のまま何かを躱かわすように、身を仰のけ反ぞらせる。真珠色の前髪がピッと散って舞う。

「離せッ！」

　光の尻尾がうねり、何者かをバシッと打ち据えた。インパクトの瞬間、光に照らされた怪物のシルエットが僕の目にも映る。怪物の手が、カヤの足を捕まえている。認識したのとほぼ同時に、僕は爪を振りかぶって跳び上がっていた。

「的だぜッ！」

　渾こん身しんの一撃を振るう。確実に命中した手応えが、僕の腕の付け根の筋肉に伝わる。カヤが解放されて床に下りる。すれ違いざまの攻撃を放った僕は振り返り、仕留めたかと、確認の視線を向ける。だが──

「そんなものか」

　辛かろうじて視認できるシルエットは、両腕と太い尾を丸めるようにぎっちりと密着させ、爪の衝撃を受けきっていた。身体Ｐ干渉度ＩＣマイナー。僕は舌打ちをする。

「……ガードの上からじゃ、まともにダメージが入ってねえ」

　昨夜隠かくれ木ぎは、踵かかと落おとし、倒立蹴り、回転跳び蹴りを立て続けに、しかも頭部に食らって、それでも仕留めきれなかった。

　今の一撃も、手抜きは一切していない。本気で跳び、本気で薙ないだ。それでも相手はピンピンしている。

　カヤの表情も険しい。光の尻尾は変幻自在の攻撃を可能にするけれども、攻撃力そのものではない。爪という凶器を持つ僕の方の攻撃に期待するところもあったのかもしれない。だが、結果はこのザマだ。

「万策尽きたか、ノラ」

　怪物の姿がゆらりと揺れ、再び消失。ヤツの立っていた場所でスタッとホコリが舞う。

「くっ」

　動いたのはカヤだ。隠かくれ木ぎ周しゆう吾ごの接近を見たのだろう。素早く横へ跳ぶ。そのときだった。ぐるり、と。──僕の足首に何かが巻き付く感触。

「な、に──」

　直後、僕の身体が足から引きずり上げられる。さながら逆さかさ吊づりトラップにかかったように宙へ放り出され、急加速に視界が乱れる。そしてワケも分からないまま、壁に叩たたきつけられた。

「クッソ！」

　激突した壁から床へ落ちる直前、どうにか姿勢を立て直す。僕は昨夜のカヤと隠かくれ木ぎ周しゆう吾ごの戦いを思い出す。

「……舌か」

　それが今僕を投げ飛ばしたものの正体だ。カヤがその目で隠かくれ木ぎ周しゆう吾ごの位置を特定しても、身体全体のシルエットを捉えているわけじゃない。舌を伸ばせば、身体とは離れた位置も攻撃できる。僕はカヤが反応したことから、敵はカヤの方へ向かったと思い込んでいた。

　……魂を見る目を、逆手に取られた。

「安あん佑すけ！」

　隠かくれ木ぎ周しゆう吾ごの追撃を躱かわしたらしいカヤが、僕の方へ跳んでくる。

「平気ですか」

「どうってことねーよ。ヤツは今どこだ」

「真正面の壁かべ際ぎわに」

　カヤは僕と会話しながらも、視線はそちらへ向けたままだ。長々と殴り合っていても埒らちはあかない。むしろどちらか片方が落ちた時点で、戦闘力が半減あるいはそれ以下になるこちらの方が完全に不利だ。……仕方がない。

「動いたら教えろ。あとは、適当に合わせろ」

「安あん佑すけ？」

　カヤの怪け訝げんそうな声を、僕は背後に訊きいていた。

　すでに駆け出していたからだ。

　ヤツは目の前にいる。

　カヤから修正のナビが入るまでは、その前提で突っ込むだけだ！

「まどろっこしいのはナシにしようぜ！　隠かくれ木ぎッ！」

　僕は全速力で猛進した。

「真正面に来ます！」

　後ろから可か憐れんな声が飛んでくる。僕が何をするか、カヤには分からないだろう。だがあいつは僕にこの瞬間を任せる気になったらしい。

　僕は右の爪で、左の手の甲を引っ搔いた。

　激痛に神経が高ぶる。血液が噴き出し、ヘモグロビンの生温かい匂いが鼻び腔こうに満ちた。手の動きに合わせて、赤い液体が空中に尾を引く。手を振るって、血液を目の前にまき散らした。

　飛沫しぶきが、何かに、広く付着する。まばらに浮き上がる、ＣＡＳクランケの異形の姿態。敵は両腕を振りかぶって、僕の胸をぶち抜かんと狙っていた。

「いい加減、おまえのステルス芸も見飽きたぜ」

　僕は敵の胸元に飛び込んで、その両の二の腕を摑つかみ、飛び込んだ勢いのまま腹部に膝を叩たたき込こんだ。

「ぐ、ご──」

　すぐ耳元で、苦く悶もんのうめき。胃を抉えぐるつもりでぶち込んだ膝蹴りに、真っ赤な血飛沫のシルエットと化した隠かくれ木ぎ周しゆう吾ごが宙を舞う。

「これで、これでおれを見切ったつもりか！」

　空中で隠おん密みつを解いた化物が吠ほえる。

「血液など、これで──！」

　バンと弾はじけるように起ったのは、異形化の解除。廃材アートのような姿が弾はじけて、人間の姿が取り戻される。そう、変身は解けた。今は、生身だ。

「便利な身体じゃねーの」

「ぬかせ！」

「ぬかすのはまた今度だ。今は寝とけ」

　先に着地した僕は、ひと息ついて敵を見る。僕の態度に、隠かくれ木ぎ周しゆう吾ごの表情は疑問のそれだった。

　隠かくれ木ぎ周しゆう吾ごの頭上、天井には黒い影がへばりついていた。その影は爪だ。指を離れても操ることのできる漆黒の爪が、ワイヤーのように一瞬で伸びて男を捉えた。

「なっ」

　影のワイヤーは、トップスピードのリールに巻き上げられるように収縮し、超高速で、隠かくれ木ぎ周しゆう吾ごの身体を天井に叩たたきつけた。

「ご、あ……」

　強烈な衝撃に敵の身体が弛し緩かんする。黒い影が敵を解放する。敵の身体は落下する。僕のすぐ隣を白い影が駆け抜けた。

「最後です！」

　美貌の少女は隠かくれ木ぎ周しゆう吾ごの落下点を狙い澄まして、渾こん身しんの蹴りを放った。

　床を跳ね転がった隠かくれ木ぎ周しゆう吾ごは、工具類の載った作業棚に突っ込んで、それを粉砕した。

　天井に張りついた黒い影が緩やかに離れ、僕の右の指に戻ってくる。爪が指を離れても、自在に操ることができる。それが黒い化猫仮面サイコハンターの能力だ。

　作業棚が壊れる音がやみ、部屋には静けさが戻った。それは戦いの終わりを告げていた。

「安あん佑すけ！　何て無茶を」

「僕はいい。戻るぞ」

　見上げた先は三番通り。落ちてきたとおりに跳び上がり、リサイクルの店に戻るが、人影はない。店を飛び出す。

　三番通りを飛ぶように駆ける。

　すぐに目にとまったのは、長髪の貴公子の目立つ容姿だった。頭から血を流したリサイクルを摑つかみ上あげている。

「てめえ！」

　飛びかかろうとした僕に、鹿しし戸どがリサイクルを投げつける。辛かろうじて受け止めたときにはもう、鹿しし戸ど了りようは廃品通りスクラツプストリートの天井を突き破っていた。

「おい、リサイクル！」

　僕が揺するとリサイクルは苦しげに呻うめく。どうやら息はある。思わず安あん堵どが口から漏れた。

「安あん佑すけ！」

　追いついてきたカヤに振り返る。

「リサイクル・ロッテンバーグは──」

「生きてる。鹿しし戸どは逃げた」

「そうですか」

　カヤの声にも安あん堵どの色がある。それを聞いて、まったく無意識に僕は口の端はを上げていた。

　ぐるりと世界が回った。

　いや、僕は屈かがんだままだ。目が回っているのか？

「──安あん佑すけ？」

「だい、じょ、だ。も、だい──」

　呂ろ律れつが回らない。

　いや、違う、そうじゃない。

　言葉そのものが、アたまの、かで、ずれ──。

「安あん佑すけ？　安あん佑すけ！」
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　彼女の名前はアイリといった。彼女と出会ったとき、鹿しし戸ど了りようは収しゆう患かん管かん理り局きよくのケアセンターに招しよう聘へいされたばかりの研究員で、そして彼女は、ＣＡＳクランケだった。

　アイリは足が弱く、いつも車イスに乗っていた。有効であるはずのいくつかの最新の治療法は、アイリの足にとってはそうではなく、そしてアイリは歩行補助器を嫌っていた。

　だから、ふと頭をよぎるのは、やはり車イスに乗った姿だ。

　しかし目を閉じて、アイリのことを思うと、違う像が脳裏に結ばれる。

　ガリガリに瘦せた、裸の、カプセル詰めの少女。

　薄い皮膚へ悪魔の手形のように浮き上がった肋ろつ骨こつ。ペーパーナイフで切り取ったように鋭い腰のくびれ。標本のように生々しく剝むき出だしになった手足の関節。

　彼女は健やかな柔らかさを取り戻したはずだ。

　美しい姿を取り戻したはずだ。

　だが、鹿しし戸どがアイリの姿を思い出そうとすれば必ず、ガリガリに瘦せていた頃の姿が浮かび上がってくる。

　それは、あの少女から与えられた永遠の却ごう罰ばつのように思えた。

「鹿しし戸どさん。私ね、やっぱり、ここから出られない気がするの」

　違う。声を荒げて彼女を抱きしめた日から、もう数年が経とうとしている。強く抱けば抱くほど、この少女を救わなければという意志が、胸に焦げつくようだった。抱き返してきた少女の温ぬくもりが、鹿しし戸どにとってのすべてだった。

「……アイリ」

　一瞬の瞑めい目もくを終えて、鹿しし戸ど了りようは強く目を開く。

　廃品通りスクラツプストリートの天井を駆け抜ける。

「私は、ＮＪインダストリーズを、破壊する」

　隠かくれ木ぎ周しゆう吾ごはどうなっただろうか。敗北したのだろう。だから遊あす磨ま安あん佑すけはあの場所に駆けつけてきたのだ。リサイクル・ロッテンバーグは始末し損ねたが、数日は意識が戻るまい。

　それで十分だ。

　そう思い、走る速度を上げようと思った。

　左の腕に──何かがメキリと食い込んでいた。

　太く、重く、長くてしなやかな、何か。

　力任せに振るわれたそれが、鹿しし戸どの身体を横よこ薙なぎに襲っていた。

「な、に？」

　呻うめいたときにはすでに宙を舞っていた。弾はじき飛とばされた鹿しし戸どは、旧式の電光広告板へ叩たたきつけられた。巨人の拳を食らったように破壊された広告板。機能停止寸前でバチバチと放電するそれに、鹿しし戸どはぐったりと背を預けて、腰を落としている。

　たった一撃で、勝負は決した。

「……曲芸犯の一座バンデツトサーカス」

「調教師テイマー。てめえらの躾しつけには、おあつらえ向きだろ？」

　揺れる視界の中に立っているのは、金髪のチンピラ。

　装よそおうは、極彩色の道化の仮面。

　その背中には、二本の巨大な鞭むちを備えた、不気味な曲芸犯の姿。派手なサーカスの舞台のような円盤から、上半身だけが生えている。頭の部分は人の顔のような模様の入った禍まが々まがしいシルクハットだ。

　噂うわさに名高い、半はん田だ智とも明あきの曲芸犯の一座バンデツトサーカス。影団員シヤドーマタの数だけ能力がある。元研究員の鹿しし戸ども正確には知らなかったその能力については、かつての上司の老人から情報を得たばかりだった。

　ＭＳラボに属するカリスマ能力者の中でも、トップクラスの要注意人物。その危険度に相応ふさわしく、鹿しし戸ど了りようは一いつ閃せんのもとに、敗北を喫した。

「……変身前の、不意打ちとは」

「セオリーだ。こちとら正々堂々のスポーツ競技をやってんじゃねえんだぜ。宣誓、僕たち私たちは、なんて風にはいかねえんだよ」

「……フ」

　ダメージは深刻だ。速度と重さは威力に直結するが、目の前の鞭むちはまさにその通りの攻撃力を誇っていた。ともすれば、そこいらのビル程度なら輪切りにしてしまうかもしれない。半はん田だ智とも明あきを退けるためには、直撃だけは避けるべきだった。

「さーってと」

　軽く一仕事を終えた身体を労ねぎらうように、半はん田だ智とも明あきが伸びをする。

「こっちは片付いた。で──」

　暗くなりつつある視界、揺れながら消えゆく意識の中で、鹿しし戸ど了りようは、自分がすでに半はん田だにとっては処理済みの案件であることを知ったのだった。

「ガキのお守りは、仕事じゃねーっつーのによ」





15






　漆黒のトレーラーが、暮れなずむサイバー街フエイズのハイウェイを突き進む。

　収しゆう患かん管かん理り局きよくが誇る最新型の装甲搬送車両である。

　部下を無理矢理に後ろの搬患部分に搭乗させ、千せん条じよう芽め衣い子こはトレーラーの運転部の助手席に膝を畳んで座っている。

　窓に頭を凭もたせかけたまま、ダッシュボードに埋め込みのデバイスを操作し、アンニュイに通信を開始。

「こちら、ＭＳラボ搬患担当トランスポーター」

『こちら、ケアセンター、サイバー街フエイズ病棟ワード。……申告外ＵＳですか？』

　オペレーターが露骨に嫌そうな声を出す。

　ＣＡＳクランケの拘束を行う場合、作戦の概要は大まかにではあるが、ケアセンターと共有するようにしている。対象のクランケの情報と作戦のスケジュールを伝え、クランケの受け入れ体制を整えさせるためだ。だが、もちろん通常の段取りを踏んで拘束を実行できるような簡単なクランケばかりではない。

　そういう場合は、アンスケジュールド、つまり申告外ＵＳの搬患となる。

　病棟ワードが立て込んでいるときは、いや、立て込んでいないタイミングなどないからこそ、申告外ＵＳの搬患は嫌われる。

「千せん条じよう芽め衣い子こだ」

　こういうやり口は嫌いだったが、自分の名前を出すと、オペレーターのハッとした気配が通信デバイス越しに伝わってくる。

「鹿しし戸ど了りようを拘束した。受け入れを頼む」

『……鹿しし戸ど、了りよう』

　そう言えば確か、研究員時代、鹿しし戸ど了りようが所属していたのもサイバー街フエイズ病棟ワードだったはずだ。このオペレーターが元同僚なのかは知らないが、いずれにしろＣＡＳクランケになった元研究員の名前は知れているようだった。

『どきたまえ、代わろう』

　それは尊大な響きのある男の声だった。

『サイバー街フエイズ病棟ワード、小お田だ切ぎりです。お久しぶりですね、千せん条じよう芽め衣い子こ室長』

「……久しぶりだな、小お田だ切ぎり主任」

『フ、あなたから素直なご挨拶を頂けるとは』

　声のトーンから、鼻持ちならない表情がたちまち想像できて、千せん条じようはウンザリした。

『鹿しし戸ど了りようを拘束されたと、聞こえましたが』

「ああ。半はん田だが仕留めた」

『曲芸犯の一座バンデツトサーカス。……野蛮な人選だ。いたずらにクランケを痛めつけないよう、ケアセンターから要望書が出ていたはずですが。あなたも、あくまで戦闘集団の元締めというわけですか』

「要望書は非公式に受けとったものだが、よく知っているな」

『文案は私が叩たたきましたのでね』

　センター長からの覚えがめでたいと言外に主張したいらしい。

「どうりで冗長だと思った。次から、賢さのひけらかしはよそでやってくれ」

『──』

　通信デバイスの向こう側に殺気が漂う。

「苦すぎる安定剤ビタートランキライザーは半量で投与している。引き継ぎのためのデータは今まとめさせているが、提供は、口頭での共有とほとんど同じタイミングになるだろう」

『半量投与は、半はん田だ智とも明あきによる過剰な攻撃が原因ですか』

「戦闘の状況は常に流動的だ。それに不意打ちによる一撃必倒は、他害性の高いＣＡＳクランケを制圧する際のセオリー。それはそちらも理解しているはずだが？」

『こちらとしては拘束から治療までの間に有効なデータを採らなければならないのです。基礎研究は軽んじていいものではありませんよ、千せん条じよう室長』

　これが、この男の本音だ。

　クランケの身体への気遣いなど微み塵じんもない。拘束してから治療するまでのほんの短い間に、研究のためのデータを採取するには、クランケのダメージが少ない方が好都合だという、ただそれだけのことなのだ。

　ケアセンターからの要望書も、もちろんその趣旨でＭＳラボに差し入れられている。

『まあ、いいでしょう。鹿しし戸ど了りようでしたね。フフ、あの鹿しし戸どさんがついに、ですか。フフフ。分かりました、受け入れの準備は整えておきましょう。ＢＴ剤の投与量は改めてクランケの状態を見て決定します』

　ＢＴ剤とは、苦すぎる安定剤ビタートランキライザーの略称だ。収しゆう患かん管かん理り局きよくではこちらの呼称を使う者も多い。

「……もう一つ、ＭＳラボから要請がある」

　千せん条じようの様子が変わったのを、小お田だ切ぎりはその政治的な嗅きゆう覚かくで敏感に察したらしかった。

『どうぞ』

「そちらの調整室が使用可能なら、お借りしたい」

『調整室？　調整機巧なら、そちらの支援室バツクヤードにもあるでしょう。サイバー街フエイズ病棟ワードの調整室はオーバースペックだと、ＭＳラボでは評判だそうじゃないですか』

「半はん田だが腹痛を起こしたくらいなら、こちらの調整室に放り込んでおくのだがな。今回は少し、イレギュラーな事例なんだ。イースターと直結したあの大がかりな調整室で精密なチューニングを行いたい」

『話が見えませんね』

「コア剝離だ。症状が現れてからすぐに自失状態に陥った」

『剝離？　やれやれ。まったく……今どき、どんな乱暴な施術で能力覚醒に至れば、コア剝離なんて時代錯誤な状態に……』

　そこまで言った若き英才は、息を吞のむ。

『──遊あす磨ま安あん佑すけ』

「ああ。支援室バツクヤードの接続槽ではスペックが足りない」

『なるほど、そういうことですか……』

　数秒の沈黙が、千せん条じようの耳には、美食家が美食を前に喉を鳴らすその音のように響いた。

『いいでしょう。──ただし、条件があります』

　小お田だ切ぎりが慎重な声になる。高慢さはなりを潜め、交渉のトーンが声に滲にじんでいる。そして小お田だ切ぎりはその条件とやらを口にしたのだった。

「ＭＳラボとしては構わない。それでは、遊あす磨ま安あん佑すけはわたしたちがもらい受ける」
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　多分、生まれて初めての体験だった。

　意識はあった。

　けれど、何も残らない感じがずっと続いていた。

　目で見た映像だとか、耳で聞いた音なんかが全部自分の中を通り抜けて、どこかへ行ってしまう。

　何も受け止められない。知覚はしているはずなのに、何一つ分からない。全部流れていってしまって残らない。

　タンクいっぱいのドキュメンタリー映像を、早回しで頭からジャージャーぶっかけられたみたいだった。

　ピントが合ったのは、突然だった。

　頰にひたひたと液体の揺れる感触があった。

「うぉっ！」

　驚いた僕はザバッと上半身を跳ね上げた。身につけているのはパンツ一枚だけだ。伸縮性に富み、肌触りの不快感もない不思議な素材のボクサータイプ。もちろん私物じゃない。

「……何だ、これ」

　見下ろした右手の指の間から、生温かい液体が零こぼれていく。

　周囲の床より一段低くなった四角形のプールには、浅く液体が満ちている。透明だが無色かは分からない。

　僕はその浅く液体の満ちたプールに仰向けで寝転がっていたらしい。

　部屋は薄暗い。

　壁中を埋め尽くすコンピューターや正体不明の計器類が光を放っているものの、光源らしい光源はない。

「どこだ、ここ」

　プールから上がった僕は、周囲を窺うかがいながら、目の前の、ほとんど壁に切り込みが入っただけのようなドアに歩み寄った。

　ロックはされていなかった。センサーが反応し、ドアが開く。向こう側の眩まぶしさに目を細めながら、僕は濡ぬれた身体のまま部屋を出た。

　人工的で潔癖な白さの広い廊下が続いている。だが、天井に走る三筋のライティングチューブが放つ光は、暖かなトワイライト調だった。

「……マジでどこだよ」

　そのときである。

　廊下、いや、僕が今いる謎の施設全体に向けられているらしいアナウンスが流れた。

『小お田だ切ぎり主任による、定例セラピーです』

　僕は廊下の奥を見据える。

　そこにあるのはエレベータードアだ。どこかと直結しているのだろう。フロアランプは二つだけ。そのランプが下の階から、上の階へ点滅した。ドアが開く。

　現れたのは白衣の集団。先頭は若い男だ。

　清潔感のある横分けの髪に、スクエアの眼鏡が理知的で冷たい印象の細面である。白衣の下にはスクラブによく似たダークカラーの仕事着。

　いかにもエリート然としたその男が、同じようにエリート然とした男女を引き連れてこちらに歩いてくる。

　自然、目が合う。

　男は不敵に口の端はを上げる。

「遊あす磨ま安あん佑すけ君だね」

　すぐ前で足を止めたエリート男が、値踏みをするような目でこちらを見る。

「服ぐらい着てはどうかね？　それとも、貧民団地の浮浪児はみな、そのように原始的な格好で生活していたのかね」

「……覚えのある声だ。てめえ小お田だ切ぎりか」

　男はやれやれとでも言いたげな顔で微ほほ笑えみ、一瞬瞑めい目もくしてからこう名乗った。

「その通りだ。収しゆう患かん管かん理り局きよくケアセンター、サイバー街フエイズ病棟ワード、主任研究員」

「病棟ワード？」

「前回もいったような気がするが。サイバー街フエイズ病棟ワードは、収しゆう患かん管かん理り局きよくがルベルソに保有する三カ所のＣＡＳ治療施設のうちで最新のものだ。合理化された治療体制、最新鋭の治療装置、そして選び抜かれた所属人員。君の深刻なコア剝離がごく短期間で快癒したのも、全身を浸すことのできる最新の接続槽を用いたからに他ならない」

「……ベラベラとワケの分からねーことばかり言いやがって」

　まだまだそっち側については素しろ人うとの僕では、まるで理解が追いつかない。

「コア剝離とは、言うなればおまえの魂と肉体の接続不良だ」

　その声は、僕の背後から飛んできた。

　振り返るとそこには、いつもの格好の先生が立っていた。

「能力の覚醒、肉体の変化、度重なる戦闘行動。魂と肉体に新たな経験が一度に蓄積し、それを相互に、短期間に連絡し合ったためにパスがパンクした。まあ、脆ぜい弱じやくな回線をたくさんの人間が一度に使って通信速度が死んでいる状態と同じと思え」

　僕が思い至ったのはついさっきまで続いていたあの不思議な体験のことだ。知覚したあらゆる刺激が全て、身体の中から流れ出ていってしまう、あの感覚。

「能力覚醒のプロセスが精密でなかった時代にはまれにあった症例らしいが……おまえは正規の手順で力に目覚めたワケじゃなかったからな。今はもう平気なのか」

「ああ、まあ、問題ない」

　確かめるように、僕は右の手の平を閉じたり開いたりした。

「本当か？　丸二日も自失状態だったんだぞ」

「……二日？」

　僕は自分の耳を疑った。

「一時間も経っていない感じだったが」

「経過時間と体感時間の錯誤は、コア剝離に見られる症状のようだ。二日が一時間とは過剰気味のような気もするが」

「許容範囲でしょう。バイタルも安定している」

　そう軽く決めつけた小お田だ切ぎりが、先生に続ける。

「……さて、千せん条じよう室長。先日お話しした条件についてですが、病棟ワード長ちようを通じて、センター長ともコンセンサスがとれました。遊あす磨ま安あん佑すけの管理権限は、ＭＳラボがお持ちになって結構です」

「な──」

　思わず先生を見る。先生は静かな目で、小お田だ切ぎり舜しゆんを見上げていた。

「当該個体の調整や分析にケアセンターが保有する設備が必要な場合は、お知らせください。可能な限り協力します。ただし、データは共有して頂きたい」

「分かっている」

「今回の調整は成功裏に終わったようだ。そろそろ彼を連れてお引き取りを、千せん条じよう室長。鹿しし戸ど了りようのカウンセリングを含め、こちらも何かと忙しいのでね？」

「支援室バツクヤードに担当者を待たせている。鹿しし戸どの尋問の様子はリアルタイムで繫つないでもらう」

「尋問ではありません。カウンセリングですよ、千せん条じよう室長。──では、失敬」

　軽く肩を竦すくめた小お田だ切ぎりが僕とすれ違う。

　ヤツが引き連れるエリートたちもまた、ぞろぞろと通り過ぎていく。

　その中に、一ひと際きわ小さな人影を捉えた気がした。

　すぐ傍かたわらで、真珠色の髪がふわりと揺れた。

　振り返る。

　白を基調にした、タイトなスーツ。そんなものに身を包んだ少女の後ろ姿が、そこにはあった。

　無意識のうちに、僕はその手を摑つかんでいた。

「おまえ、何してる」

　唸うなるような声で、高たか園ぞのカヤに、そう問いかける。

「安あん佑すけの方こそ、パンツ一丁で何をしてるんですか」

　振り返った自称美少女は、ジトッと僕を睨にらみ、呆あきれたようにそう言った。

「コア剝離の次は、風邪を引くつもりですか？」

「はぐらかしてんじゃねーよ。それ、拘束服だろうが」

　僕の指摘にカヤが目を丸くした。

「昔、警事局アレストにとっ捕まったとき、似たようなものを着せられた。セキュリティアイで監視してるヤツがシグナルを飛ばすと、生地が硬直して動けなくなる」

　カヤの手から力が抜けたので、僕もその手を離し、言葉を続ける。

「もう一度訊きくぜ。何だ、そのザマは」

「何のことはない、高たか園ぞのカヤが我々ケアセンターの管理下にある、その証左だよ」

　答えたのは、スカした横分け眼鏡だった。

「首輪で大人しくなるペットでもなさそうなのでね。試しに与えてみたのだよ」

「……引っ込んでろ、てめえには訊きいてねえ」

「そうしたら滑稽じゃないか。コレは自ら拘束服に袖を通したのだから。実に見物だ」

　スクエア眼鏡の下の目が、白い少女を嘲笑する。

「人でも異形でもないモノには、丁度いい」

　小お田だ切ぎりのその言葉に、カヤが閉じた唇に、きゅっと力を込める。

「……遊あす磨ま安あん佑すけ君」

　無知な大衆を啓けい蒙もうするように、男は言う。

「ＭＳラボとケアセンターは新たな協定を一つ結んだ。ケアセンターは、ＭＳラボが保有する特異なカリスマ能力者、遊あす磨ま安あん佑すけの調整と分析に協力する。他方、ＭＳラボはこれまで保有していた魂の観測器を、ケアセンターに譲渡する」

「……譲渡、だと？」

　僕は先生の方を見た。

「千せん条じよう室長も、そして高園カヤコレも、もちろん上も、当該協定には賛同している」

　先生は軽く肩を竦すくめるだけだ。

「君はコレと連れ立って鹿しし戸ど了りようを追跡したと聞いている。そうした手段をとったからには、人間の魂を視覚的に認識するというコレの機能も知っているだろう。……おかしいと思わないのかね。能力者でもクランケでもないコレに、なぜそんなことができるのか」

　僕は、小お田だ切ぎりを睨にらみ上あげる。

「コレは──ＣＡＳクランケから生まれた」

　瞠どう目もくは、無意識だった。

「病魔の母親から生まれ、病魔の母親に育てられたその子どもは、欠けたところのない健全な魂と、魂を見透かす魔性の目を併せ持っていた」

　僕はもう一度カヤに視線を向けた。

　カヤは、僕と目を合わせない。

「クランケではないから治療もされない。真っ当な人間ではないから、真っ当な生活もない。管理局による回収は必然。つまるところは二者択一、どちらが所有するかという問題でしかないのだよ」

　小お田だ切ぎりは人差し指を立てる。

「ＭＳラボか」

　続けて中指が立つ。

「あるいは、ケアセンターわれわれか」

「んじゃあ、まずはそのわれわれにさよならだ」

　瞬間、跳んで、振りかぶった右手が狙うは、眼鏡男の顔面だ。だが、僕の拳はゲスをぶん殴る前に、別の相手をぶん殴っていた。

　急に飛び込んできた、白くて、華きや奢しやな、少女の身体だった。空中で踏ん張りの利きかない少女は、簡単に弾はじかれて廊下の壁に激突する。

「な、何してんだ、おまえ……！」

「安あん佑すけ」

　崩れ落ちた身体を起こしながら、カヤが言う。

「千せん条じよう芽め衣い子こと一緒に、ここを去ってください」

「ふざけるな。こっちはな、他人を身代わりにして自分だけ逃げだそうってのが一番──」

「あなたには」

　これまでになく強い意志の籠もった眸ひとみで、カヤが僕を見る。

「あなたを、かけがえのない人と思っている人がいるでしょう。千せん条じよう芽め衣い子この元にいられるなら、きっと悪いようにはならない」

　反論しようとする僕を制して、カヤは続けた。

「協定は一時的なものです。研究に協力して、私に掘り下げて調査する価値がないと分かれば標本化の話も回避できるかもしれませんし」

　ではこれで、とカヤは半ば無理に会話を切り上げる。

「い、いくぞ」

　僕が殴るはずだった顔面に冷や汗を滲にじませながら、小お田だ切ぎりは眼鏡の位置を整え、歩き始める。カヤが後に続き、十数人のエリートたちが少女の小さな身体を吞のみ込こむようにぞろぞろと動き始める。

「小お田だ切ぎり主任」

　声は、ＭＳラボの室長のものだ。

「まだ何か？」

「わたしは鹿しし戸ど了りようのカウンセリングを見てから、ここを出ようと思う。構わないかな」

「……お構いはできませんよ」

　そして白衣の集団は、廊下の奥へ消えていった。
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「食べないのか」

　と、先生が言った。

　僕の目の前にはまだ、手つかずのサンドイッチが、カラフルなアルファベットで商品名の印字されたラップに包くるまったまま転がっていた。

　サイバー街フエイズ病棟ワードにあるスタッフ用のカフェテリアだった。混み具合はほどほど。聞こえてくる声は日本語がほとんどで、稀まれに英語が混ざっている程度だが、利用者の人種はまちまちだ。服装は臨床担当のスクラブ、研究員らしい白衣、いかにも間接部門らしいホワイトカラーの三パターン。そんな場所で、真ん中というわけでも、隅っこというわけでもない、中ちゆう途と半はん端ぱな位置取りの席に座り、僕と先生は向かい合っていた。

　先生の前には、くしゃくしゃに丸められたラップが二つ。

　僕は口をつぐんだまま、先生の言葉を無視した。今はもうパンツ一丁ではない。間に合わせに用意された臨床担当のスクラブを着せられている。

「そんなところは、昔のままだな。機嫌が悪くなると、ものを食べなくなる」

　浅く椅子に座ったまま、僕はサンドイッチから目を上げた。

　先生を睨にらんだまま、ラップを引き裂き、中身を押しつぶすようにして口へねじ込み、強引に咀そ嚼しやくして、飲み下す。

「別に、カヤの在り方が急に変わったわけじゃない。ＭＳラボもあいつをクランケの追跡に使っていた。今度はケアセンターがその任務のために使うというだけだ」

　先生は再生樹脂カップのコーヒーを啜すする。

「デバイスで観測したコアの状態は変わらないのに、高たか園ぞのカヤの目には変化があるように見えているなんてことがあったとしよう。もし、そんなことが起こったら、それは今ある機器では計りきれない部分がコアデータに存在するということになる。ケアセンターはその差分を捉えたがっているのさ。もちろん魂を視認する少女の身体そのものにも興味を感じているだろうが」

「……くだらねえ」

「まあ、おまえが面白がるような話じゃないのは確かだ」

「そうじゃない」

　僕の再生樹脂カップには、冷たいピュアウォーターが入っている。

　混じりっけなしのエイチ・ツー・オー。

　無色透明のそれは、アイツが恥ずかしがりもせずに披露した、アイツの小こ綺ぎ麗れいな思想みたいだった。

（私には関係のない人で、私には見知らぬ人であっても、その人は、どこかの誰かにとってはかけがえのない人のはずなんです）

　だから守る。

　だから救う。

　僕も、どこぞの誰かにとってはかけがえのない人間だと、アイツはそう言うつもりらしい。

「カヤは治療済みクランケの定例セラピーに同行している」

　先生の言葉に、僕はカップの水から目を離した。

「最後は、鹿しし戸ど了りようのカウンセリングだろう」

「……鹿しし戸ど了りようは捕まったのか」

　小お田だ切ぎりと先生のやりとりから、察していたことではあった。

「ああ、半はん田だが仕留めた。ここまで搬患にも同行しているぞ」

　半はん田だというのは観光船にいた、あの金髪の男のことだ。鹿しし戸どを追っていると言っていたが、あのあと廃品通りスクラツプストリートに来ていたのだろうか。

「ただ、隠かくれ木ぎ周しゆう吾ごはまだ確保されていない」

「何？」

「廃品通りスクラツプストリートでおまえたちに敗北してから、姿を消している。現在、捜索中だ。廃品通りスクラツプストリートでの戦闘で受けたダメージもある。リサイクル・ロッテンバーグが目覚める頃には、始末しているだろう」

「……リサイクルはどうしてる」

「ここにはいない。外の病院で治療中だ。意識は戻っていないが、命に別状はない」

「あいつが鹿しし戸どに狙われたのは、昔、管理局にいたからなのか」

「十中八九そうだろう。そのあたりについてもカウンセリングで明らかになるかもしれない。わたしはこれからその現場を直接見に行く。付き合ってくれ」

「どうして僕が」

「ＭＳラボとケアセンターは、折り合いがよくない。血気盛んな若い研究員にでも絡からまれたらコトじゃないか」

　ため息をついて、僕は肩から力を抜く。

「あのチンピラに言えよ」

「半はん田だは、また別口で、鹿しし戸どのカウンセリングに立ち会うんだよ」

　先生は中身を飲み干したカップを、テーブルに置いた。

「座って苛いらついていても、歩きながら苛いらついていても、大して変わらないだろう。少しの間だ、ボディーガードを頼んだぞ？」




　カフェテリアの出入口は二つあった。

　僕らが入った側を表とするならば、僕らが出てきたのは、裏側だということになる。

　出た先はエレベーターホールならぬ、エスカレーターホールになっていて、左右にそれぞれ三本ずつ、合計六本。上り、下り、水平移動のオートウォークのセットが一対だ。

　僕と先生は右側の上りエスカレーターに身を任せた。

「薄々感づいているかも知れないが、サイバー街フエイズ病棟ワードは、地下施設だ」

　先生が前に、僕が後ろに立っている。

「ここにある治療器は、ルベルソにある三つの治療器のうちで最も小さく、最も新しい」

　まずは先生がエスカレーターを降り、続けて僕も緩やかな慣性を身体に感じながらエスカレーターから降りた。

「……これは」

　思わず、唸うなってしまった。

　エスカレーターを降りた先は、やはり病棟ワードの廊下。しかしその片側がすべて強化ガラス張りになっている。

　そのガラスの向こうの光景に僕は息を吞のんだ。

　まさに、大地の虚うろ。

　宇宙生物の巣のような巨大な空間に鎮座している、いや、そびえているのはゴツゴツした卵形のデバイスだった。僕らのいる廊下はそのちょうど中間の高さにある。見上げるにも見下ろすにも苦労するその大きさは、恐らく長径で五十メートル近いのではないだろうか。

「魂の病ＣＡＳの治療器、似じ像しよう電でん算さん霊れい胎たい。通称、イースター」

　無意識のうちに足を止めていた僕に、先生が言う。

「クランケはイースターの基底部に安置され、霊物協働コンピューター、マザーコア由来のミラーデータをインストールされる。ミラーデータはクランケに残った五十パーセントのコアを模倣イミテートし、合わせて百パーセントのコアとする。そうすれば、ＣＡＳの症状は停止する」

「ただそれだけのために、こんなバカでかいものが必要なのか」

「ミラーデータのインストール。言葉にすれば短いが、そのためのプロセスには、ＮＪインダストリーズの英知と技術の粋が詰まっている。さあ、行くぞ」

　廊下を先生が進む。僕はもう数秒イースターを眺めてから、その後を追った。

　少し行くと、廊下を老ろう若にやく男なん女によが歩いているのが見えた。数は十人足らず、中にはスタッフに付き添われている人間もいた。着ているのはこの場所の患者着、入院着だろうか。どれも同じデザインだ。

「治療済みのクランケだ」

　先生が言う。

「施術後、安定している元クランケは、個室の外に出ることもある」

「へえ」

　すれ違う人々は、ごく普通の人間に映った。異形化の力を持っていたようには見えない。彼らはこれから何事もなかったのかのように、元の生活に戻っていくのだろうか。ほんの少しだけそんなことを考えた。

　目的は突き当たりのドアらしかった。

　行われるのがカウンセリングならば、ドアの向こうはカウンセリングルームなのだろう。

　開いたドアから入ると、すでに二、三十人の人間が集まっていた。さっきのカフェテリアとは違っていかにも研究員らしいヤツらばかりだ。

　正方形のその部屋は、吹き抜けを見下ろすような構造になっている。四辺には柵が備え付けてあって、回廊状なのだ。

　集まった二、三十人はそこから下を見下ろしている。

　見下ろす先に何があるのか、僕は朧おぼろ気げながら想像できた。

「大物のカウンセリングは大抵この形式だ。後学のためのオブザベーションという名目だが、まあ、見世物というか、晒さらし者ものというか」

　先生は正方形の辺の中央に陣取って、軽く下を覗のぞき込こむ。僕もその隣に立ち、同じようにして目を落とした。

　強化ガラスで二つに仕切られた空間の片側に、黒い拘束服を着た長髪の貴公子が、項うな垂だれて、座らされている。

　彼が座っているのは、背もたれに複数の節のついた不思議なハイバックチェアだった。

　肘掛けに両腕が固定されており、右の肘掛けには輸液ポンプ装置がついている。いや、背もたれの最上部にもスキャナーが設置されていて、椅子そのものが何らかのデバイスのようだった。

　同じ空間の壁には、半はん田だ智とも明あきが背を凭もたせかけて睨にらみをきかせている。

「あれが、カウンセリングチェアだ。メディカルスキャナーと投薬ポンプがついている。もちろんマザーコアともオンラインで、コアデータの状態は常に観測されている。そうしてクランケの状態を見ながら薬剤量を加減し、カウンセリングを行う」

「……薬剤？」

「苦すぎる安定剤ビタートランキライザー。極めて優れた精神緩和剤だ。ショッピングモールでおまえに使ったのも同じものだ」

　僕は目をすがめた。

「心理的な抵抗を鈍化させ、噓うそ偽いつわりなくコミュニケーションを行う必要があるからな」

「ようは自白剤かよ」

　呆あきれて軽く息を抜いたとき、下の、カウンセリングスペースのドアが開いた。現れた大小の影に僕は思わず顔をしかめる。

　一人は、あのいけ好かない小お田だ切ぎり舜しゆんとかいう男。

　もう一人は、拘束服姿の高たか園ぞのカヤだった。少女は小お田だ切ぎりに従順に付き従うように、ヤツの少し後ろをついて現れた。

　二つに仕切られた空間のうち、小お田だ切ぎりとカヤが入ってきたのは、もちろん鹿しし戸どとは反対側のスペースだ。

　小お田だ切ぎりは用意された椅子にいかにも上品ぶって座り、長い足を組む。僕らと同じように、吹き抜けの上から状況を覗のぞき込こむ見物人どもが、一斉に注目する。

「まさか、このような形で再会することになるとは。お久しぶりですね、鹿しし戸どさん」

　ロールタブレットを開きながら、小お田だ切ぎりが鹿しし戸どを嘲あざ笑わらう。だが、鹿しし戸ど了りようは少しも動かずに、黙ったままだ。

「あなたが鳴り物入りでこのサイバー街フエイズ病棟ワードへやって来たときのことは忘れませんよ。当時の病棟ワード長ちようが組織に招き入れた新たな風。だが、そのようにもてはやされたあなたが行ったのは、結局、組織をかき乱して出しゆつ奔ぽんしたことくらいのものだ。組織の機密性こそが重んじられる収しゆう患かん管かん理り局きよくには、新たな風など不要だったのです」

　タブレットに表示されているのは、恐らく鹿しし戸ど了りように関する情報。バイタルデータか、それともコアデータと呼んでいるらしい魂の状態なのか。

　僕は小お田だ切ぎりの側に控えるカヤを見る。カヤの美しい青色の眸ひとみはギュッと収縮し、魂を観察していることが見てとれる。表情には疲労の色が濃い。恐らく、ここへ来るまでの間に、何人ものクランケのコアを見せられてきたのだろう。

　すっと顔を上げた鹿しし戸ど了りようは、そんな白い少女を見ていた。

「……ひとりかね」

　小お田だ切ぎりをまったく無視した態度だった。無視された側の顔には、静かな怒りが走る。

「ひとりですが」

　カヤが鹿しし戸ど了りように応じる。

「そうか。それは──」

　鹿しし戸どが続けようとしたとき、小お田だ切ぎり舜しゆんがすっと席を立つ。そして、渾こん身しんの力でカヤの頰を張り飛ばした。

　バシッと乾いた音が響き、カヤがよろめく。

　小お田だ切ぎり舜しゆんは振り向いて鹿しし戸ど了りようを睨にらみつけ、ダンと強化ガラスに手をついて牙を剝むいた。

「……私をあまり舐なめるなよ、鹿しし戸ど了りよう」

「せめて強化ガラス越しでなければ、小心の君にしては勇敢な啖たん呵かだったのだがね」

　ギリッと小お田だ切ぎりが気色ばむ。

「薄汚い病魔に堕おちた分際で、恥知らずな口を叩たたくものだ。どうやら半量投与などと、生ぬるいことをやっている場合ではなかったらしい。ＢＴ剤は規定量の投与に戻せ！　今すぐだ！」

　その命令に呼応するように、カウンセリングチェアの輸液ポンプの表示が変化する。小お田だ切ぎりが薄暗い笑みを浮かべるのと同時に、鹿しし戸どの様子が急変する。

「ぐ、あ……！」

　身体を硬直させ、目を剝むく貴公子。

「おいおい、治療前とはいえ、薬を急に増やしすぎだ。サイバー街フエイズ病棟ワードは、いつからこんな雑なことをやるようになったんだ」

　僕の隣にいる先生は苦言を呈するが、ほかの見物人の研究者たちの反応はそれとは違って二種類に大別された。

　冷徹な無反応か。

　嘲笑か。

　苦く悶もんする鹿しし戸どは、虚うつろな目になり、気味が悪いほど急に、静けさを取り戻した。

　精神緩和剤、苦すぎる安定剤ビタートランキライザー。

　今目の前で起こっているあのザマが、あるべき効能が発揮されている状態らしい。

「コアの観察を継続しろ」

　冷たく硬い声でカヤに命じながら、小お田だ切ぎりは再び椅子に腰を下ろした。ぶたれた頰を赤くしたカヤはそれでも言われたとおり、眸ひとみを収縮させる。

「鹿しし戸ど了りよう、貴様はただ答を吐き出していればいいのだ」

　自分の誇りを確かめるように、小お田だ切ぎりはこれ見よがしに深く座り、またゆっくり足を組んでタブレットに目を落とす。

「まずは事実からだ。なぜ、管理局の人間を襲った」

　ぐったりと身体を弛し緩かんさせた鹿しし戸どは、ブツブツうわごとのように答え始める。

「知……識が、必要だ」

「何に関する」

「裏切り、者」

　予想通りだったのか、小お田だ切ぎりは顔色を変えない。

「裏切り者とは何のことだ」

「管理、局」

「……たどたどしいな。まだ抵抗する気か。ＢＴ剤の投与量を増やせ、倍量までは構わん」

　その言葉に、さすがに見物人たちがざわめいた。どこからともなく、デバイスの管理をしているらしい人間の声が答える。

『し、しかし主任。今し方規定量に増やしたばかりです。これ以上、短時間での薬量増加は』

「一つ訊きこう」

　部下の言葉を遮るように、小お田だ切ぎりが言う。

「カウンセリングチェアの管理を行うことのできる人間が、このサイバー街フエイズ病棟ワードに何人いるのか、君は知っているか？」

『……』

　その声は答えを失い、そしてチェアの輸液ポンプの表示が再び変化する。

「グ、オ──」

　俯うつむいたまま呻うめいた鹿しし戸どは、微かすかに身体を痙けい攣れんさせる。乱れた長髪が顔にかかり、表情が分からなくなる。だが、次の瞬間、貴公子は機械のように棒読みでベラベラと不気味に問いの答を語り始めた。

「研究者だった私が治療前のクランケに接触し、ＣＡＳに罹り患かんした際、ケアセンターの一部の人間は、その事実を隠いん蔽ぺいするため、クランケとなった私を始末しようとした」

「裏切り者とはそのものたちのことかね」

「……そうだ」

　そこから鹿しし戸どは数件の襲撃事件について語りはじめたが、やがて言葉は乱れ始め、ついには支離滅裂になった。十分ほどとうとうと語り続けた鹿しし戸どは、水の涸かれたタンクの蛇口のようにぽつっと言葉を途切れさせた。

「ＢＴ剤追加投与。意識を落とせ」

　小お田だ切ぎりが命じた。

「申述内容は分析にかけ、三時間以内に私に報告するように。──以上」
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　客分待遇など得られるはずもなく、与えられたのは簡素な仮眠個室だった。

　入室と同時にホロウィンドウが開き、照明の設定をオートにするかカスタムにするかを問われた僕は、その選択を完全に無視した。

　数秒すると勝手にオートが選択され、シーリングライトが消えるのとほぼ同時に、床を縁取る間接照明がぼんやりと灯った。恐らくはそれが入眠を促すのに最適の照度なのだろう。

　眠るような気分ではなかった。

　疲労感もほとんどない。

　だが、先生は無理にでも眠るようにと僕に告げた。コア剝離とかいう状態になっている間、僕の肉体は睡眠状態にあったわけではないらしい。

　フリーズしたままシャットダウンされないＰＣのような状態で、丸二日を覚醒したまま過ごしていたというのである。

　ただ、そんなことは言っても、目が冴さえているのはどうしようもない。

　ベッドに足を伸ばして座り、ベッドヘッドに背中を預ける。

　薄暗い仮眠個室の中で、僕は何をするでもなく、呼吸音と心音以外の音すらも立てず、ただじっとしていた。

　ひとりになる時間を得て、少し、冷静さを取り戻しつつある。

　落ちつかない気分が続いていた。ふと、それはアイツを殴ってしまったせいかとも思う。どうだろうか。もう少し鈍い神経の持ち主でいたつもりだったのが、かえって動揺を大きくしたのかも知れない。

　動揺？

　自分らしくない気分に、反へ吐どが出そうだった。

　苛いら立だつというより、辟へき易えきしている。

　ウンザリだ。

　まったく僕らしくない。

　ならば、だったら、そういうのなら、逆に、僕らしさとは何だろう。

「らしさ」というものは「らしくなさ」とは違って、なかなか分かりにくいもの、捉とらえにくいものだ。

　だけれど、僕は、僕の「らしさ」を、明確な一対の主義を知っている。

　僕は誰も助けない。

　僕は誰も頼らない。

　バカバカしい気分で、小さく息をついたそのときだった。

　仮眠個室の扉がスッと開いた。

　明るい廊下の逆光の中に立っているのは、拘束服姿の高たか園ぞのカヤだった。

「少しは眠った方がいいと、千せん条じよう芽め衣い子こにいわれなかったんですか」

「こうやって忍び込んでくるヤツがいるから、おちおち寝てもいられねーんだよ」

　ベッドに座ったまま、僕はカヤに答える。

「何の用だ」

「仮眠が明ければ、あなたは千せん条じよう芽め衣い子ことともにここを出てしまう。なので、その前に、あなたのコアを観察するようにと。施術を要さず、能力に目覚めたあなたのコアを」

　仮眠室に歩み入るとドアが閉まった。

　カヤは手で双眼鏡を作り、僕へ向ける。

「ふむふむ、対象はこちらが想定したのとは違った反応を示しています」

「アホ」

「ＣＡＳクランケの娘が自分のそばでウロチョロしていたと知ったご感想は？」

　双眼鏡を崩し、カヤは両手を後ろで組んだ。

「貧民団地の浮浪児上がりに何訊きいてんだ？　生まれがどうの、親がどうの、そんなくだらねーことでいちいち感想なんざ持つか」

　一瞬キョトンとしたカヤは、困ったように笑った。

「だが、強い母親がいるなら、おまえどうして収しゆう患かん管かん理り局きよくなんかにいるんだ」

「亡くなったので。一年前に」

「……そうか」

　取り繕って僕は言った。知っていたのに忘れていた。母親は死に、父親はいない。そんな話だった。

「あなたの言うとおり強い人だったのですが、私の目がこんな風ですから、敵も多くて。結局母は、私が死なせてしまったようなものなんです」

「それで保護者のいなくなったおまえを管理局が搔かっ攫さらったと」

「ええ」

「よくＭＳラボに協力する気になったもんだ」

　努めて軽く言い、僕はあぐらを搔かいた。

「私は母にずっと愛されて、守られて、生きてこられました。だから、私の番はもうオシマイなのです」

「それで今度は、どこかの誰かの大切な人間を守るって？」

「はい」

「僕もそのうちのひとりだってか」

「はい」

　じっとカヤの目を見る。少女もまた迷いのない目でこちらを見返してくる。

「ミカゲちゃんにはよろしく伝えてください」

　少し間を置いてそう言うと、カヤはこちらにくるりと背を向けた。

「いや、よろしくは言わねえ。ありのままを伝えておくよ」

　踏み出しかけたカヤの足が止まった。

「悪いやつに捕まっちまって、もう二度と戻ってこられねえ。あきらめろ。いけ好かねえ奴やつらの言いなりになって、毎日殴られて、顔面を腫らしてるんだろうけど、アイツ、それにも納得してたからよ。もう忘れちまえ。──こんな感じだな」

　僕はベッドから立ち上がり、ゆっくりとのびをする。

「ショッピングモールで死にかけのところを助けられたが、まあ、忘れちまおう」

　カヤは立ち止まったまま動かない。

「自分とは全く関係のない他人でも助けるんだって、ずいぶん一生懸命だったが、オーケー、オーケー。忘れちまおう」

　言葉を切ることなく、僕は続ける。

「自分が追い詰められていても、他人が無事ならそれでいいってヤツだったし、スルーで構わねえだろ」

　仮眠個室の明かりは、相変わらず薄暗いままだ。

「あげく、僕みたいなクズの代わりに、いかれた白衣どもの玩おも具ちやになろうとしてやがるが、まあ、別にいいじゃねえか」

　沈黙。部屋に音がなくなった。

「いいわけねえだろうがッ！」

　僕は仮眠個室の小テーブルを蹴り飛ばした。

　ぶっ飛んだそれは壁に激突し、無残に砕け散った。

　そのままいらだちに任せた大股歩きで背を向けたままの少女に近づき、肩をつかんで無理矢理こちらを向かせる。

　少女の引き結ばれた唇が、何かを我慢するように震えていた。

「おまえのようなまっとうなヤツが、こんなところで食い物にされていいわけがねえんだよ。しかもそれが、僕のようなヤツの身代わりなんて、問題外だ」

　僕はカヤの拘束服の首もとについたシグナルレセプターに手を伸ばした。

「……クソ、誰も言わねえから、僕が言う羽目になっちまったじゃねえか」

　そのままレセプターを握りつぶす。

　これでもう、拘束服がカヤを縛ることはない。

「覚えとけ。本気で誰かを守りながらじゃ、自分のことが守れない。だから、何か一つでも大切に思うものがあるなら、独りぼっちでいるべきじゃない。……じゃないと、誰かを救いたいと思うその気持ちまでなくしちまうことになる」

「安あん佑すけ、あなたは──」

　ため息をついて、僕は首の後ろをなでる。

「ノラは、そこんところを誰にも教わらなかった。だから最後は、仲間に売られて終わって、まあ、今のこの情けないザマなわけだ」

　体よく切り捨てられたその後に残ったのは、絶望。

　むなしさ。

　そして、屈辱。

「……おまえは、僕の二の舞には、なるな」

　あんな目に遭う人間は、あんな気持ちになる人間は、この世に一人だって少ない方がいいに決まっている。

「僕と来い」

　少女の目が丸くなる。

「僕は、おまえと行こう。とりあえずは、ここ以外のどこかに」

　少女の息が震えている。

「一人でつぶれちまうよりは、きっと、いくらかマシなはずだぜ」

　カヤが一歩進み出る。

　ためらうように細い腕が伸ばされる。

　その腕は、数秒動きを止めると、僕の胸をそっと押した。カヤが、身体を離す。

「……その言葉だけで、私には十分です」

「おい」

「私は、浅ましい人間です」

　ふらふらとカヤが後ずさる。

「出会ったときは、嬉き々きとして、いかにも自分の力みたいに、あなたの力に縋すがって。今度は、あなたの言葉に縋すがろうとしている」

　ドアが開き、光が差した。

「自分が行く先々で、色々なものを巻き添えにする人間だって、分かっていたはずなのに」

　少女は、にこりと笑って僕に言う。

「もう、行きますね」

　その笑顔は、これ以上近づくなという、拒絶のそれだった。

「それでは、また、いつか」

　カヤはそう言って、部屋から出ていった。

　また。

　いつか。

　そんな機会があるだなんて、信じていないくせに。
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「眠らなかったな、おまえ」

　と言って、先生は呆あきれた顔になった。

　仮眠個室のライトは、やって来た先生が適当な明るさに設定していた。

　僕はベッドに座り、先生は僕が蹴り潰した小テーブルとセットだった椅子にかけている。

　Ｘフォンディスプレイを開いて見ているのは、僕のバイタルレコードだ。

「何か考え事でもしていたのか」

　チラリと破壊された机を見て、先生は言った。

「いや、別に」

「ここから力ずくで脱走しようなんて考えるんじゃないぞ。小お田だ切ぎりにはああ言ったが、今のところ、ＭＳラボにはおまえの行動を必要以上に制限するつもりはない」

　ホロディスプレイを閉じて、先生は椅子を立った。

「長く、安定的にカリスマ能力者を運用する。それがわたしのスタンスだ。だから、飼われろとは言わない。たまに餌をもらいに来る野の良ら猫ねこ、とりあえずはそんな関係でいい」

　仮眠個室のドアの方へ歩いて行きながら、先生は続ける。

「これから、鹿しし戸ど了りようの治療が行われる」

「……鹿しし戸どの」

「今頃は似像電算霊胎イースターの基底部にある接続槽に送られているはずだ。わたしもその場に臨む。十中八九、高たか園ぞのカヤも来ているだろう。治療されるコアの様子を観察させるに決まっている。おまえも来るか？」

　先生の問いに僕は首を横に振った。

「いや、いい」

「……そうか。なら、イースターの制御室で待っていてくれ。わたしも後々そこに用事があるんだ。待ち合わせ場所には丁度いいだろう。途中までルートは同じだ。行こう」

　淡く笑む先生に僕は嘆息し、ベッドから下りる。先生に続いて廊下に出たそのときだった。

「おっと」

　急に立ち止まった先生に、僕はぶつかってしまった。そのまま突き飛ばしてしまいそうになって、僕は先生の肩を摑つかむ。

　だが先生は僕がぶつかったことも意に介さず、廊下の先をじっと見つめていた。僕もつられて視線を向けた。

　そこでは長い髪が揺れていた。

　黒い拘束服を、着せられたままだ。

　精神緩和剤で眸ひとみの光を失った、鹿しし戸ど了りようがこちらに歩いてくる。その様子はさながら執行室へ連れて行かれる極刑囚だった。

　その極刑囚を連れているのは、審判者気取りの小お田だ切ぎり舜しゆんと二人の部下である。

「……どういうつもりだ、小お田だ切ぎり主任」

　近づいてくる小お田だ切ぎりは、先生の厳しい声を鼻で笑った。

「そう怯おびえないでください。苦すぎる安定剤ビタートランキライザーによる夢遊状態と拘束服。今ならこの私でも組み伏せられる」

「そうやって玩おも具ちやにさせるために、わたしたちＭＳラボはそいつを拘束したわけじゃない」

　完全に小馬鹿にした態度で小お田だ切ぎりはせせら笑い、通り過ぎていく。

「施術の開始は三十分後です。見学はご自由に」

　白衣の研究員に連れられる黒い拘束服の貴公子。黒いスーツを派手なシャツで着こなしていた面影はもうない。

　揺れる長髪も、微かすかに乾き、傷んでいるようにすら見えた。

「──ッ！」

　それは、瞬間の戦慄だった。

　乱れた髪の隙間から覗のぞいていた、鹿しし戸ど了りようの、目。それが、通り過ぎるそのときに、僕を捉えたような気がした。

　コンマ一秒にも満たない、すれ違いざまに静電気がパチッとはぜるような、視線の交錯。

　……気の、せいか？

　僕は振り返って、去っていく貴公子の背を見る。夢遊状態という言葉の通り、鹿しし戸どがこちらを振り返ることはない。

「……サイバー街フエイズ病棟ワード、久しぶりに来てみれば、このザマか」

　先生は盛大にため息をついて、寝癖頭をガシガシと搔かいた。

「これ見よがしに、堂々と。上も承知済みということか」

　小お田だ切ぎりや鹿しし戸どが姿を消した先を、僕は見続けている。その意味を勘違いしたのか、先生は呆あきれと自嘲が半分ずつの声で続けた。

「ＭＳラボは実働部隊とカリスマの研究チームを兼ねている。だが、ケアセンターはあくまで研究は自分たちの領分だという意識が強くてな。ああした挑発もままあるんだが、クランケをあの程度の拘束状態でうろつかせるなど、遊びが過ぎる」

　やれやれ、と先生はまたため息をつく。

「治療の手順まであまりずさんだと、さすがに抗議案件だな。しっかり見学させて頂く必要がありそうだ」

　歩き始めた先生がこちらを軽く振り返る。

「安あん佑すけ、どうした、来ないのか？」

「着替えてからにする」

「……そうか。分かった。制御室からも面白いものが見られる。行って損はないぞ」

「先生」

　僕は歩き駆けた先生に声をかけた。

「あいつは、ケアセンターとの協定は一時的だって言っていたが。いつ終わるんだ」

　こちらの問いに、先生は静かな表情で答えた。

「上も了承済みの件だ。一度手に入れた検体をヤツらが手放すことはないだろう」

　それだけ言って、先生もまた、小お田だ切ぎりや鹿しし戸どと同じ方向に姿を消した。




　間に合わせのスクラブからアカデミーの制服に着替えた後、僕は部屋を出た。施設内のホロマップに従って制御室まで来ると認証スキャナーがあり、僕が前に立つと、顔認証フエイスレコグニシヨンが行われてから『GUEST』の表示が浮かんだ。

　ドアが開いて中に入ると、中は想像と違って、それほどやかましくはなかった。

　どこかのホテルのラウンジのように薄暗く、円の一部を切り取ったような弧になった席がいくつも並んでいる。

　人影は二十人そこそこだろうか。

　制御室の一番奥の壁はエスカレーターホールと同じように強化ガラス張りになっていて、高い位置から卵形をした巨大な魂の治療器、似じ像しよう電でん算さん霊れい胎たい、通称イースターを見下ろすことができた。

　制御室に入った僕に視線を向けたのは二、三人。声をかけてきたのはゼロ人だった。どうやら僕は完全にＭＳラボ側の人間として見なされており、よって歓迎ムードなどあろうはずもなかった。まあ、そんなムード、欲しくもないのだけれど。

「どけ、オラ」

　突如、僕の背中が何者かに蹴りつけられた。

　つんのめって振り返り、睨にらみつければ、そこには凶暴を絵に描いたような金髪の男が仁王立ちしていた。

「何すんだ、チンピラ」

「俺はチンピラじゃねえ」

「じゃあファッションチンピラか」

「ンだとコラ」

　ポケットに手を突っ込んだまま半はん田だが前蹴りを繰り出した。僕はそれを躱かわす。ブオッと強烈な蹴りの風圧が、僕の髪を乱す。

「半はん田だだ。半はん田だ様と呼べ」

「アンタ、先生の側にはいなくていいのかよ」

「あん？　……ああ」

　忌いま々いましげな顔になった半はん田だ智とも明あきはズカズカと薄暗い制御室に歩み入った。僕のときより多くのスタッフたちが、僕のときより明らかに、迷惑そうな顔をした。

「別に、俺はあいつのお守りじゃねえ」

「ああ、そう」

　不機嫌そうに、半はん田だは制御室の奥、強化ガラス張りの側へと歩いていく。

　これから始まるという鹿しし戸ど了りようの治療を見物しようというのだろうか？　制御室のドア付近に立っていても仕方がないので、僕もまた強化ガラス張りの方へ向かい、半はん田だ智とも明あきからは微妙に離れた場所に立った。

「……相変わらず、不細工な治療器だぜ」

　そう呟つぶやいた半はん田だ智とも明あきの横顔に、冷たい光が宿る。まるで抜き身の刃だった。

　ふ、と。

　僕の耳は、スタッフたちの事務的なやりとりの声を捉える。

『こちら制御室。クランケのバイタルを確認しました』

『接続槽問題なーし。境界液、活性化。いいぞ、繫つないでくれ』

『シグナルグリーン、マザーコアとの有線接続問題ありません』

『オーダー飛ばします。……アクセプト、来ました』

　ぽ、と光が灯った。

　ゴツゴツと巨大な細胞が集まったかのような卵形の治療器、その一部が光り始めた。一つ、また一つ、光る箇所が速度を上げて増えていく。

『ミラーデータのインストール、開始します』

　無感情なオペレーターの声。

　そして、似像電算霊胎イースターそのものが、淡く幻想的な光を放った。

　──直後。

　僕の視界が真っ赤に染まった。

「何だッ」

　イースターの光が変色したのだ。

　この世の終わりを告げるような、赤。

　真紅の色が怒り狂っている。

　エマージェンシーアラートが鼓膜に炸さく裂れつする。

「……野郎ッ！」

　異変から一秒そこそこ、真っ先に行動したのは半はん田だ智とも明あきだった。踵きびすを返すと一足飛びに制御室のドアから飛びだしていく。

『システムに侵入！　発信源は対象クランケの口こう腔こう粘ねん膜まくに移植されたバイオシール！　発信形式はＸフォンと同様の──』

　バツンと、辺りが黒に落ちた。

「停電だ！」

　制御室の誰かが叫ぶ。半はん田だが出たタイミングで電気が止まったのだろう、制御室のドアは開きっぱなしで、外のざわめきが聞こえてくる。

「今ので送電を切られたぞ！」

「……バカな、ありえない！」

「騒ぐな！　ここは二十秒で復旧する！」

　スタッフの叫び声通り、制御室のライトと機器に電源が戻る。ほぼ同時、ドアが自動で閉じる。

　制御室は明るさを取り戻したが、強化ガラスの向こう側は、いまだ闇に包まれている。

　僕はその闇を凝視する。

　塗りつぶされた黒の中に微かすかに蠢うごめく、何かの気配。

　……何だ？　何が起こっている？

「どこがやられたっ？」

「スキャニングが終わります！」

「……病棟内管理系統オートメーシヨンがサイバー街フエイズ病棟ワード全体で異常な過電流を誤認識していやがる。停電はこれか……！　チクショウ、いったいどうやって！」

「病棟内管理系統オートメーシヨン、復旧に入ってる！　もう戻るぞ！」

　刹那。

　ガツンと目の前の強化ガラスに何かが激突した。

　制御室内の全員が、息を吞のんで顔を上げる。

　ガツン。

　暗闇の奥から、何かが飛んできている。

　僕は目をこらす。

　ガツン！

　強化ガラスにバシッと亀裂が走る。

　悲鳴が上がり、スタッフたちは身をかがめたり、床に伏せたりする。

　そして──ガシャンとガラスが砕け散った。

　僕は腕で顔を庇かばう。

　タンと、そいつは自分の家へ帰るくらい自然に、何をてらうでもなく、制御室に現れた。

「く、クランケだ！」

　誰かが叫んだ。

　恐きよう慌こうが起きた。

　異形だった。

　硬質で、鋭く、歪いびつなその姿はやはり、廃材アートを連想させた。特性を引き込んでいる他の生命体は植物なのか、そのクランケの両手は花びらの反り返った長い花のようなものが備わっていた。

　クランケは手の花を誰に向けるでもなく、かざす。

　ドン、という音は、発砲音というよりは打撃音のようだった。

　制御室のデバイスが弾はじけ飛とんだ。

　パニック、つんざく悲鳴。

　花から撃ち出されたのは、人の頭ほどの大きさのあるタネだった。

　ドン、第二射。

「チッ」

　僕は跳ぶ。

　だがそのクランケは、僕などにはまったく注意を払わず、制御室目がけてドン、ドン、ドンとタネを撃ち続ける。

　そのクランケの側頭部に、蹴りを叩たたき込こむ。

「ギ──」

　こめかみに突き刺さった一撃に、異形が揺らめく。

　だがふらつきながらも、クランケは室内にタネの弾丸を撒まいていく。

「こいつ……！」

　言葉も話さず、こちらの攻撃も意に介さず、何かに取とり憑つかれているみたいだ。

「恨むなよ！」

　着地、足払い、クランケの身体が一瞬宙に浮き、その腹を僕は渾こん身しんの力で蹴りつける。はね飛ばされたクランケの身体は割れた強化ガラスに向かう。

　ドンと、執念の名残のように最後のタネが放たれる。

　皮肉にも、それは僕の方へ一直線に向かってくる。

「クソッ！」

　蹴りの直後で体勢が崩れている。僕はタネの弾丸を右手で受け止める。ズドンと背骨まで響く強烈な衝撃、足の踏ん張りが利きかず、後方へ転がって弾を避よけた。

　すぐに、僕はクランケの方へ目をやる。

　蹴り飛ばされたクランケは、割れた強化ガラスの向こう、その闇の中へ落ちていった。

　そして、通電。

　病棟ワード全体にバンと光が戻る。

　直後、絨じゆう毯たん爆撃のように無数のホロウィンドウがイースターの周辺に展開される。

『警告』

『不正開かい扉ひ』

　壊れずに残ったデバイスを覗のぞいたスタッフが金切り声を上げる。

「病室の扉がッ！　扉が破壊されていますッ！」

　そのとき、イースターの側の床が撥はね飛とんで宙に舞った。回転する床パネルの裏面には、非常口を示す記載がされている。

　逃げるように、転がるように現れたのは、小さな影。

「アイツ──」

　白い、拘束服の少女だ。ところどころ、傷ついているように見える。

　その少女に続くように、研究者然とした大人が数名、床から這はい出でてくる。パネルに書かれていたように、そこが非常口なのだろう。

　突如。

　それは一斉だった。

　イースターを取り囲む窓という窓を突き破り、浮かんだ警告ホロを的にして狙うかのように、二十体はいようかというＣＡＳクランケが、僕らの眼前の空間に身を躍らせた。

　スタッフたちは今度こそ、言葉を失った。

　恐きよう慌こうに陥ることすらできなかった。

　目の前の出来事は、彼らのパニックに冷や水をぶっかけて、一気に消沈させてしまった。驚きよう愕がくと脱力に腑ふ抜ぬけていた。

　異形たちの目が一直線に狙うのは、似じ像しよう電でん算さん霊れい胎たい、イースター。

　そのすぐ側には、非常口から這はい出でてきたばかりの、研究員たちと、傷ついた少女。

　彼らもまた、飛び下りてくる十数体の異形を呆ぼう然ぜんと見上げている。だが、少女はすぐに表情を引き締め、身構えた。美しい顔には悲壮な覚悟。一人で敵かなう数じゃない。

　それでも、戦うつもりなのだ。

　逃げ出さずに。

　自分に不自由を強いて、ないがしろにして、手を上げた連中を、その背中に守って。

　たった一人で戦うつもりなのだ。

「大馬鹿野郎……ッ！」

　全身の筋肉が膨張した。

　床の粉砕。

　全力の疾走。

　速度に肉体が引き剝がされそうだ。

　頭と両腕が置いてけぼりを食らい、両足の関節という関節が弾はじけ跳とびそうな躍動。

　その躍動のまま、弾丸のように跳び、そして僕は、激情のままに、少女の名を咆ほう哮こうした。

「カヤァッ！」

　少女が僕に気がつき、ハッと顔を上げる。

「安あん佑すけッ！」

　空中にいるクランケたちを一瞬で追い抜き、着地。速度を殺せず、軽くつんのめる。

「後ろです！」

　つんのめった僕は無理矢理に身体を捻ひねり、振り返る。クランケたちの一体が飛びかかってくる。ガパリと大口を開き、牙を剝むく、歪いびつな深海魚らしい異形。

　鋭い牙がすぐ鼻先にまで迫る。

　顔面をごっそり齧かじりとられそうだ。

　だが──

「……すっこんでろッ！」

　その大口へ鉄拳を叩たたき込こむ。口こう腔こうの中、拳が上顎の行き止まりをズドンと抉えぐる。

　言語ですらない理解不能のうめきとともに、ぐったりとそのクランケは崩れ落ちる。腕を敵の口から引き抜いた僕の目の前で、異形の変身が解ける。

　現れたのは、スポーツマン風の男。

　病棟ワードでちらほら見かけた患者着を着ている。

「……治療済みじゃねえのかよ、この服を着てるヤツは」

　だが悪態をついたところで、空気を切り裂いて突っ込んでくるクランケたちは止まらない。僕は身構えて、能力の発動を──。

「邪魔だ、クソガキ」

　ズダンと目の前に、金髪のチンピラが落ちてきた。

　背中をこちらに向けた仁王立ち。

　ただ、厳いかついその背中には、小柄な白衣の女性が負ぶさるようにひっついている。

「だ、そうだぞ。安あん佑すけ。とりあえず、このチンピラに任せておけ」

　黒縁眼鏡の奥で、先生が笑う。

「チンピラじゃねえよ、ボケ」

「間違えた、二十七にもなってそのザマのファッションチンピラだ」

「なお悪ぃわ！　──装身アンベイル！」

　じれったそうに半はん田だ智とも明あきが能力を発動する。

　砕け散った空間の亀裂から現れた、極彩色の道化の仮面をつけるなり、半はん田だはその力を容赦なく振るった。

「曲芸犯の一座バンデツトサーカス、調教師テイマー」

　出現したのは、二本の巨大な鞭むちを備えた、不気味な影。

　サーカスの舞台のような円盤から、上半身だけが伸び、頭の部分は人の顔のような模様の入った禍まが々まがしいシルクハットだ。

　その曲芸犯は右の鞭むちを振り下ろす。

　長大なそれは床を両断し、クランケたちはたまらず左右に展開する。

「チッ、ヘタレどもが」

　半はん田だ智とも明あきは迷わず右へ、気味の悪い曲芸犯は左へ、クランケを追い、イースターの陰へと消えた。

　たちまち遠のいた戦闘の音。

　邪魔だと断言したんだ、あっちの方は任せておこう。

　僕は少し離れたところに立つ、白い少女に目をやった。

　少女も、僕を見ていた。

　立ち尽くすカヤに、僕は歩み寄る。

「おまえ、真性マジモンのアホだな」

　カヤは動かない。

「あんな連中、見捨てて逃げりゃあいいのに」

　歩きながら僕が親指で差すと、腰を抜かして寄り集まった白衣の連中はびくりと身をすくませた。

　僕は、カヤのすぐ前で足を止める。

　ため息をつく。

「……一回終わっちまった順番でも、また次が、回ってくるかも知れねーだろうが」

　カヤは驚いたような、困惑したような、傷ついたような顔になった。

　らしくないとはっきり自覚しながらも、僕は右手で、カヤの頭をクシャッと撫なでた。

「一人で列に並べねーなら、一緒に並んでやるから。あんまり自や棄けになるんじゃねーよ」

「安あん佑すけ、私は──」

「言葉にする以上、腹は括くくってる。いらねえなら、そう言えばいい。別に、僕がひとりでダサい感じになるだけだ。ただな──」

　僕は続ける。コイツにだけ答を言わせようとするのは、とてもズルいような気がした。

「……僕はおまえが一緒に来てくれたらと思う。ここへ置いていったんじゃ、ずっと、忘れられねー気がするから」

　大きく見開かれた青い眸ひとみが僕を捉える。

「安あん佑すけ、私──」

「ああ」

「……昨夜、手を取る勇気が出せなくて、ごめんなさい。──私、本当は、あなたの優しさに頼りたい」

　カヤが、ゆっくりと僕の右手をとった。

「でも、それだけでは、苦しいです」

　青い眸ひとみの少女が、真まっ直すぐに僕を見る。

「私も、あなたのこと、支えたい。……必要ないですか？」

　何だか一生懸命な感じで尋ねてくるカヤに、僕は思わず、笑ってしまった。

「その謙虚さ、あんまり似合ってねえな」

「んなっ」

　目を丸くした少女は、すぐに心外だという顔になる。

「もっと厚かましくかかってこいよ。逃げやしねーから」

　僕の言葉にムッとしたのもつかの間、カヤは綺き麗れいなロイヤルブルーの眸ひとみを爛らん々らんと輝かせた。

「私だって！　あなたのことを、バッチリ支えてみせます！」

　カヤの威勢に、僕は肩を竦すくめる。

「それじゃあまあ、さっさとこの面倒くせえ状況を片付けるとするか」

　僕の答えに、カヤはキョトンとした。

「僕としては、この場所がどうなろうが、マジでどうでもいいんだけどよ」

　再び、僕は白衣連中を見る。

「おまえ、納得しなさそうだしな」

　僕の手を取ったままのカヤの指に、きゅっと力がこもった。

「安あん佑すけ」

「ん？」

「私、あなたのそういう露悪的なところ、嫌いじゃないですよ？」

「うるせえ」

　切るようにいいながら、僕はカヤの手を振り払った。

「……こっちは治療器の制御室にクランケが飛び込んで来やがった。で、あとはこの有様だ。そっちは？」

　僕は、クランケたちが飛び出してきた割れ窓に視線を巡らせる。

「鹿しし戸ど了りように対する施術が始まってすぐ、停電が起きました。イースターの基底部に、備え付けの非常灯があったので、辛かろうじて視界は保てたのですが、そこへ、クランケが」

　真っ暗闇の中、頼りない非常灯で限られた視界に、クランケか。

「完全にパニックだっただろ」

「ええ、ただ、私にはこの目がありますし、すぐに千せん条じよう芽め衣い子こを探して半はん田だ智とも明あきが飛び込んできたので、あの場は彼に任せて、私はとにかく狭い基底部から脱出したわけです」

　確かに、初めのアラートの直後、半はん田だ智とも明あきはすぐに制御室を駆け出していった。あれは、異変に即応し、ＭＳラボの室長である先生を護衛しにいくための行動だったらしい。

「いや、ちょっと待て、それじゃあ、鹿しし戸どはどうなった」

　僕の問いに、カヤはイースターを見る。

「苦すぎる安定剤ビタートランキライザーで眠ったまま、接続槽の中に」

「……ちなみに、さっきの停電な」

　僕もまたイースターを見たまま、続けた。

「どうやら、鹿しし戸どが口の中にはっつけたバイオシール経由のクラックらしいぜ。病棟内管理系統オートメーシヨンが誤作動起こして、一瞬電気が落ちたとか」

　カヤが僕の顔を見る。

「安あん佑すけ、下へ……！」

「その方がよさそうだ」

　僕とカヤが蓋の弾け飛んだ非常口へ向かおうとしたそのときだった。

「あの！」

　白衣連中の中から、声が上がった。

　数名の白衣連中の中のひとり、若い女の研究員が立ち上がって、こちらを見ている。

「そ、その、似じ像しよう電でん算さん霊れい胎たいの接続槽は、じ、自動で昇降しません。停電のあと指令が与えられていないなら、接続槽は、い、イースターの中に」

「下からこじ開ければ関係ねーよ」

「横の、非常ハッチからでも中は確認可能です」

　若い研究員のいうところを察知して、僕はウンザリする。

「ここに置いていくなとよ」

「それでは、ハッチを開けてください」

　カヤの提案に、研究員はふんふんと必死に頷うなずくなり、記憶しているらしい場所へ駆け寄り、屈かがみ込こんで小さなカバーを外して、マルチメディア接続口を覗のぞき込こんだ。

　自分のスティックＰＣからケーブルを引き出して接続、ホロディスプレイを開いて、白衣の胸を向ける。白衣に隠すように織り込まれた２Ｄコードをスキャン、ＩＤ確認後、声紋認証。

「……声だけかよ」

　僕の呆あきれ声ごえにカヤが答える。

「表情動作認証フエイスムーブメントです」

　それは顔の造形だけでなく表情筋の動きにより個人を判別するセキュリティである。

「ひ、開きます」

　と言うなり、研究員はその場から離れる。

　代わりに僕とカヤが、切れ込みが入って開き始めたイースターの部分の前に陣取った。

　浮き上がったハッチが横へスライドする。

　鹿しし戸どが封じられているという、接続槽が露あらわになる。

　突如、人影が飛び出してきた。

　咄とつ嗟さにカヤの前に出る。

　現れたのは……。

「小お田だ、切ぎり？」

　その人物は、潔癖な横分け髪を乱してはいたが、あの小お田だ切ぎり舜しゆんに他ならなかった。だが、小お田だ切ぎりの背後に、もう一人、いる。

「……ノラ」

　突き飛ばされ、ふらつき、倒れかけた小お田だ切ぎりの首根っこを引っつかむ、男。

「隠かくれ木ぎ周しゆう吾ご」

　僕が一歩踏み出すと、隠かくれ木ぎ周しゆう吾ごは小お田だ切ぎりの髪をつかみ、ぐっと顔を持ち上げる。

「動くな。折るのは容た易やすい」

「チッ」

「この騒ぎ、あなたたちの仕業というわけですか」

　隠かくれ木ぎはジロリとカヤを見て、答えた。

「そうだ。全て、鹿しし戸ど君の思い通り」

「……ＭＳラボに拘束されることも。ここへ、搬送されることも」

「そして、技術者リサイクル・ロッテンバーグが用意したバイオシールでシステムへの侵入を行う。電気を落としてセキュリティを止めれば、進入口を破壊するだけだ。あとは、治療済みのクランケたちに染せん礼れいをくれてやれば、このとおりだ。この──」

　隠かくれ木ぎが取り出したのは、カートリッジのセットされた注薬器。

「苦すぎる安定剤ビタートランキライザーでな」

　その言葉にカヤが目を丸くする。

「……そんな薬で」

「染せん礼れいの条件は、相手に触れること、そして、その相手がクランケの力を求めること。だが、この薬を投与され、精神の弛し緩かんした相手なら、力を求めなくても、染せん礼れいをねじ込める。こんな風に」

　隠かくれ木ぎはぐいと小お田だ切ぎりの首筋に注薬器を押し当てた。

「や、やめろ！　よせ！　離せぇ！　私は、私は貴様ら薄汚い病魔などにぃ！」

「一度試してみたまえ、病みつきになるかもしれないぞ」

　そして、苦すぎる安定剤ビタートランキライザーが投与された。

「あ、あ……」

　弛し緩かんしていく小お田だ切ぎりの表情。

　ピシと小お田だ切ぎりの肌に、亀裂が走っていく。

「い、嫌だ、私は、わた、しが──」

　そして、砕け散ったように見えた小お田だ切ぎりの身体は、歪いびつな、廃材アート染じみた異形に変わる。

「さて、この男はどんな風に踊って……ん？」

　異形に変じた小お田だ切ぎりはふらふらと二、三歩進むなり、あっけなく床へ崩れ落ちた。

「何だ、それは」

　笑う隠かくれ木ぎ。小お田だ切ぎりの変身が解ける。小お田だ切ぎりは弛し緩かんした表情のまま、ピクリとも動かない。

「元の身体が弱すぎて、薬が効きすぎたのか」

　直後、隠かくれ木ぎもまた力なく、その場に腰を落とした。息が荒く、肩を上下させている。表情も心なしか苦しげだ。何より身体の傷も、衣服の傷みも、そのまま残っているのだ。

「おまえ、廃品通りスクラツプストリートでのダメージが、まだ抜けてねえな？」

　僕の問いにも、力なく笑い返すばかりだ。

「よくやるぜ、そんなザマで」

　隠かくれ木ぎの手から転がった注薬器を取り上げる。

「……あとは、鹿しし戸ど君がやってくれる」

「何？」

　薄暗い眸ひとみで隠かくれ木ぎはこちらを見上げてくる。

「どうして」

　口を開いたのは、カヤだ。

「どうしてこの人を、そんなに憎むんですか」

「娘が失踪した。ずっと以前だ」

　隠かくれ木ぎが続ける。

「友人に、貧民団地のノラに会いにいくと言い残していたらしい。実際、娘は貧民団地で警事局アレストに捕まった。ルベルソから追放され、妻は娘とともに外へ。今はもう、どこにいるのかも、生きているのかさえ分からない。ノラ、当時おれが事情を知っていたなら、おれはどんな手段を使っても、たとえおまえを殺してでも娘を引き止めただろう」

　僕は手にした注薬器を、弄いじくった。備え付けのシリンダーを回すと新しい無痛針に切り替わった。それを隠かくれ木ぎの首筋に当てる。

「ノラ」

　そして隠かくれ木ぎは娘の名前を口にした。

「……という名の少女を知っているか」

「いや、知らねえな。一度でも仲間だったなら、絶対に覚えてる」

「そうか」

　苦すぎる安定剤ビタートランキライザーを投与された男はそのまま、項うな垂だれるようにして、気を失った。

「そちらも落ち着いたらしいな」

　その声に、僕とカヤが振り返ると、そこには半はん田だ智とも明あきと先生が立っていた。

　先生はＸフォンを開き、どこかと通話している最中のようだ。

「セキュリティは復旧したか。ああ、再感染したクランケは鎮圧したが、鹿しし戸どの姿はない。そうだ。経路は？　……分かった。こちらで対応する。そちらはシェルターに籠こもれ」

　通話を終えた先生は、僕とカヤを改めて見た。

「どうやら、この状況は鹿しし戸どの想定通りらしい。ただ、セキュリティの復旧順序からして、鹿しし戸どが姿を消した先は限られている。ＭＳラボは、鹿しし戸ど了りようを追跡、再度の拘束を試みる」

「彼は、どこへ」

　カヤの問いに、先生は人差し指を立てた。

「隔離療養区画、内部的にはサナトリウムと呼ばれている区画だ。そこには、一度治療を受けたにもかかわらず、再度染せん礼れいを求め、結果として複数回クランケ化した度しがたい連中が、療養している」

「まさか、鹿しし戸どは──」

「仮にここが犯罪者更生施設なら、プリズンブレイクとでも言うべきなんだろうな。だが、状況はそう単純でもないらしい」

　冷静に言った先生は二本目の指、中指を立てて続けた。

「似じ像しよう電でん算さん霊れい胎たい、ＣＡＳ治療器イースターの補助電源区画。これが、鹿しし戸どの向かった先のもう一つの候補だ」

「……補助電源？　今、電気は戻ってる。そんなところ狙ってどうするんだ」

　僕の質問に先生が頷うなずく。

「隔離療養区画サナトリウムか、補助電源区画か。サポートＡＩのサジェストは前者だ。ＭＳラボは隔離療養区画サナトリウムに曲芸犯の一座バンデツトサーカス、半はん田だ智とも明あきを投入する」

「それでは、私たちは補助電源区画に向かいます」

　カヤの言葉に先生は意外そうな顔をした。

「何ですか？」

「いや、もう少し、鹿しし戸どの拘束に拘こだわるかと思っていたが」

「確率の高い方に、強力な能力者を投入するのは当然の判断です。半はん田だ智とも明あきには、一度、鹿しし戸ど了りようを仕留めた実績もある」

「呼び捨てにしてんじゃねえ」

　威嚇するように言って、半はん田だ智とも明あきはズカズカと歩き始める。その背中に先生はひょいと飛びついた。

「病棟のマップは送っておく。鹿しし戸どはこちらにいるだろうが、そちらにほかのクランケがいないとは限らない。注意しろ」

「分かっています」

　先生たちが去り、カヤが僕の方を見る。

「勝手に決めてしまいました」

「別にいい。僕のおつむじゃどうせ決められることじゃねーしな」

　答えながらＸフォンを開き、送られているマップデータをアローシェイプのアプリケーションで開く。

　すると、ホロディスプレイが矢印形に変化し、目的地を指し示した。

「行くぜ」

「はいっ」

　そして僕とカヤは、似じ像しよう電でん算さん霊れい胎たいの補助電源区画へと駆け出したのだった。
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　魂を救う方法は、ただ一つ。

　それは、自分で自分を許すことだ。

　人生はよく道に例えられるが、長く歩けば歩くだけ、当然ながら歩数も積み重なるのであって、歩数が増えれば増えるほど、これも当然ながら、つまずく機会は多くなる。

　しくじったこと、無力だったこと、裏切ったこと、甘えたこと、諦めたこと、勇気を持てなかったこと。つまずきの種類は数え上げるとキリがない。

　だがどんなつまずきだろうと、よろめき、転び、痛くて惨みじめな思いをする度に人は考えるのだ。もっと、注意深く歩けばよかったと。悔しがって自分に苛いら立だち、自分を責めて傷つける。この自傷から抜け出すためには、つまずいてしまった不注意な自分を許さなければならない。

　けれどもこの方法は、一度それと自覚してしまうとたちまち手段として破綻する。

　自分を救うために自分を許す。

　そんな八や百お長ちようで救われるほど、人の魂は安くない。

　欺ぎ瞞まんはいずれ曝あばかれる。過去を悔やむ者ほど自分に残酷で、甘えや誤魔化しを決して許さないからだ。

　だから鹿しし戸ど了りようは、もはや自分は救われないと自覚している。

　そしてその自覚に安心している。

　鹿しし戸ど了りようの目的はアイリという少女を殺したすべてを破壊すること。ゆえにあの老人を殺し、ＮＪインダストリーズを殺し、そして、最後は自分自身を殺す。

　何度繰り返したか分からない、自嘲の感情。

　これはつまるところ、罪人どうしの共食いに過ぎないのだ。

　あの可哀かわい想そうな少女にありえたかもしれない幸福な人生に比べれば、何て取るに足らない、ちっぽけで醜い、くだらない闘争だろうか。

　しかし、遂げなければならない。

　すまない。

　すまない。

　許してくれ、アイリ。

　過去、幾度となく懺ざん悔げをくり返したが、取り返しなどつくはずもない。

　死んでしまった人間は、どうしたって救われない。

　ならば、せめて、贖あがないを。彼女の物語へ、悪に応報があったという結末を与えたい。

　鹿しし戸どは凍いてついた心から冷たい息を吐く。

　ＣＡＳの治療器、似像電算霊胎イースターの補助電源区画。

　元来は固有の電源とセキュリティを有する機密区画だった。その場所が閉鎖されるとともに固有電源はイースターの補助電源として利用されている。

　機密区画そのものが廃棄されなかったのは、当該区画を再利用したい人間、再利用によって果たしたい野心を持った者がいたためだ。

　固有電源ごと残った機密区画。

　メインの電源を落としても機能は生きているはず。

　問題は、機密区画の固有のセキュリティが、残されているか否いなか。その問題は、すでに襲撃した管理局の人間に情報をはき出させていた。

　答えは、イエス。

　機密区画のセキュリティは過去のプログラムのまま、権限設定だけを現在の病棟ワード長ちように変更してあるとのこと。

　機密区画のセキュリティプログラムについては、過去、研究員だった時代にさんざん調べ尽くしてある。

　ならば、あとはドアを開くだけだ。

　鹿しし戸どが持ち込むまでもなく、武器はそこにある。過あやまちを繰り返し続けるＮＪインダストリーズは、その繰り返しの果てに破滅を迎えるのである。

　ドアを開いた鹿しし戸どは久方ぶりに、笑みを浮かべた。

　そこにあったその有様に、呆れ果てたのだ。

「やはり救いようのない連中だ。こんな場所をまだ残しているのだから」
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「補助電源区画っていうのは、もう少ししみったれた場所でもいいんじゃないかよ」

　僕とカヤが進んでいるのは、非常事態が起こったときだけ使われる、二次的な場所へ下っていく道には決して見えなかった。

「私も管理局のＣＡＳ病棟ワードにはほとんど入ったことがないんです。でも、こうして見る限り、純粋な補助電源区画ではないのかも」

「じゃあ、何なんだよ」

「固有の電源を備えた、特別な区画。その区画が使われなくなったので、電源だけを似像電算霊胎イースターの補助電源として流用した、とか？」

　語尾のトーンからして、カヤもよく分かっていないようだった。

「これは、いわゆる電源設備って感じには見えないけどな」

　ＣＡＳの治療器、似じ像しよう電でん算さん霊れい胎たいが設置された病棟ワードのメインスペースから、僕とカヤが整備通用口に入ったのは、ついさっきのことだ。シーリングライトはなく、足下に点々と、一定間隔で明かりが並んでいる、そんな通路だった。

　通路の奥の扉は、無力にも開かれていた。

『DANGER』

　建前だけはといわんばかりに浮かび上がった危険表示のホログラムが、セキュリティの無力さを際きわ立だたせていた。

『ELECTRICAL EQUIPMENT』

　その危険表示のホログラムを突き抜けて僕らが踏み入ったのが、件くだんの補助電源区画だったのだ。

　だが、僕らを迎えたのは、いわゆる電源設備然とした施設ではなかった。いや、正確に言うなら僕がイメージしていた発電施設然とした場所ではなかった。

　まず目に飛び込んできたのは、直径百メートルはあろうかという縦穴。

　その中央に突き刺さっている円柱は、機巧がむき出しのエレベーターシャフト。

　エレベーターシャフトの周囲にはセロリの筋のように、真まっ直すぐに極太の配電チューブらしいものが何本も張り付いている。さらにそのチューブと穴の壁との間で突っ張るように設置された無数のデバイスはさながら、

「電池バツテリーのようですよ、これ全部」

「電池バツテリーねえ。鹿しし戸どの狙いがこれだったなら、全部ぶち壊されていそうなもんだがな」

「隔離療養区画サナトリウムに向かった可能性の方が明らかに大きいですし。もしここを破壊しないのであれば、電源のコントロール設備に向かったのかも……」

　カヤの言葉の後、僕らが同時に見たのは、円柱状のエレベーター。箱は、乗り手を待つかのように、僕らの目の前に留まっている。

「とにかく、下へ降りてみましょう、安あん佑すけ」

「ここで突っ立っているよりはよさそうだな」

　足早にエレベーターに向かった僕らは、ドアの開いた箱に乗り込んだ。行き先が一つしかないのだろう。エレベーターに階数の表示はなく、ドアを閉じた箱は何のアナウンスもないままに下降を始めた。

　エレベーターの外を電池バツテリーの群れが流れていく。

　カヤは下方に目を向けた。

「……安あん佑すけ」

「ああ」

「クランケです」

　数秒後、徐々に速度を落としたエレベーターが停止し、ドアが開く。

「数は、一体です」

「分かった」

　こちらを見上げるカヤの頭をクシャッと撫なで、僕は歩き出す。

　そのすぐ隣へ遅れることなく、カヤが追いついてくる。

　僕らは二人揃そろって、エレベーターホールの先にある、停止したムービングウォークを歩いて抜けた。

『AUTHORIZED PERSONAL ONLY』

　ムービングウォークの先を不可視にして封じているホログラム、その場所を、僕らは迷わずにくぐり抜けた。

「……これは」

　まず感じたのは、空気の純度だった。

　頭が冴さえ渡わたるような、爽やかさ。

　ドーム状に広いその空間には、清廉な静寂の粒子が均一に満ちているかのようだった。

　床には縦横に通路が走っている。

　通路ではない部分には、浅く水が満ちていた。透明な水底は、視感反射率の低い素材でできているのか、深く底が抜けているように見える。

　水底の向こう側にあるのは、偏執狂が作った巨大な立体迷路のような、密でメタリックな機巧だった。その機巧もまた水に沈んでいるらしい。僕は、湖の底に沈んだ古代文明の都市を覗のぞき込こんでいるような気分になった。

「苦すぎる安定剤ビタートランキライザーの製剤機巧と、その冷却水を利用した水盤だ。悪くない趣向だと思うのだが、どうだね」

　若い男の声だった。

　顔を上げたその先、真まっ直すぐに伸びた通路の奥は、十数段ほどの階段になっていた。声はそちらの方から不思議な反響によってこちらまで届いている。

　誰の声なのかは、明白だった。

「こっちがビンゴかよ」

「行きましょう」

　僕とカヤは、その人影へ向かって歩き出す。

「ところで、一度治療を施されたＣＡＳクランケが、再び染せん礼れいを受けるとどうなるか、聞いたことがあるかね」

　鹿しし戸ど了りようの声は、そう切り出す。

「ＣＡＳの治療は、イースターを通じ、五十パーセントにまで情報量の減じたコアデータへ、マザーコア由来のミラーデータを補う方法によって行われる。その治療を受けた元クランケが染せん礼れいを受けると、ミラーデータの方が排除され、オリジナルのコアは残り、また魂の情報量は五十パーセントに戻る」

　まるで難解な資料の要旨をかいつまむように、鹿しし戸どの声は続ける。

「この結論は、何度、治療と染礼を繰り返しても変わらない」

　僕らは構わず、通路を進む。

「では、再びＣＡＳクランケとなった者が獲得する変身能力は、同じ他の生命体の特性に由来するだろうか。それともまったく別の生命体の特性に由来するのだろうか」

　男は続ける。

「答は後者。何度治療と染礼を繰り返しても、当該クランケは同じ生命体の特性を自我の中に引き入れる。これは当該自我と相補性の高い生命体が流入競争に勝利し選択されるためと考えられている」

　空間に響くのは、僕とカヤの足音と、鹿しし戸ど了りようの淡々とした声だけだった。

「では──」

　少し、鹿しし戸どの声が固くなる。

　僕とカヤは通路を真まっ直すぐに抜け、その奥にある階段を昇り切る。

「どうして、今言ったようなことが、判明したのだろうか？」

　そこは広い舞台のようなコントロールベースだった。八機の自走チェアに座る者はなく、四角い舞台の三辺をコの字型に占める石碑のようなデバイスには、僕には到底判読できない不可思議な文字列が、滝のように無数に流れていた。

　鹿しし戸どは、その中央。

　ポッカリと口を開けたカプセルの縁に力なく腰かけていた。

　不遇の貴公子。

　彼を初めて見たとき、僕の抱いた感想がそれだったが、黒いスーツではなく黒い拘束服を着た今の方が、よりずっと、その感想がよく当てはまるような気がした。

「君に分かるかね、遊あす磨ま安あん佑すけ」

　美しい長髪も、いくらか乾いて見える。

「強きよう靭じんな肉体で暴れ回り、治療するまで抑えておくのに精一杯なクランケの情報を、収しゆう患かん管かん理り局きよくはどうやって収拾したのだろうか？」

「知るか」

　僕が吐き捨てると、鹿しし戸どはそのまま静かに傍かたわらのカヤを見た。

「……実験したのでしょう？　ＣＡＳクランケを使って」

「そうだ。この場所はかつて、その実験場だった。何度治療しても、ＣＡＳクランケに戻りたい人間は隔離療養区画サナトリウムにいくらでもいる。ならば丁度いい。何度も治療して、何度も感染させようじゃないか、とね。私が始末した連中は、みな、かつてはこの場所にいたのだ」

　別段懐なつかしむ様子もなく、鹿しし戸どは言う。

「だけど、それはおかしな話だ」

「何がおかしいんだ、遊あす磨ま安あん佑すけ」

　見透かすような視線を、鹿しし戸どがこちらへ向けてくる。

「何度も治療するのは、あのイースターとやらを使えばいい。でも、感染の方はそうもいかない」

「そうだ。染せん礼れいを施すためにはＣＡＳクランケが必要だ」

「だったら──」

「用意すればいい」

　暗い眸ひとみで、貴公子が謳うたった。

「苦すぎる安定剤ビタートランキライザーの過剰投与によって、他者に染せん礼れいを施すだけの木で偶く人形と化したクランケのことを、ここの研究者たちはこう呼んでいたよ」

　苦笑をすっかり消した鹿しし戸どは酷薄な表情を浮かべて、自分の座ったカプセルの縁を拳でコンコンと叩たたいた。

　そのカプセルの上部には、不似合いにも力任せに打ちつけられた鋼鉄板がある。その鋼鉄板には無骨な打ち出しの文字が記されていた。鹿しし戸どはそれを見もせずに読み上げる。




「ＤＯＮＯＲドナー」




　僕は知らず、奥歯を嚙かみ締しめていた。

　鹿しし戸どはせせら笑うように言葉を続ける。

「提供者ドナーだと？　ふざけるな。やつらがここに閉じ込めていたのは、薬漬けの魂なき生いけ贄にえだ」

　男の声に、怒りと恨みの色がにじみ出る。

「……アイリもそうだった」

　握りしめた男の手から、ツと血が伝う。

「年の頃は、君たちと何ら変わりない。十代半ばの少女だった。だが私がここへ招しよう聘へいされたとき、アイリの心はすでにＢＴ剤に蝕むしばまれ、ほとんどがらんどうだった」

「……招しよう聘へい？　あなたは初めから収しゆう患かん管かん理り局きよくの人間だったわけではないのですか？」

「それは違う。私がここへ呼ばれたのは、私が、苦すぎる安定剤ビタートランキライザーの生みの親だからだ」

　驚くべき鹿しし戸どの答に、カヤは言葉を失う。

「いや、生みの親というのは過ぎた肩書きかもしれない。あれは失敗作なのだから」

　鹿しし戸どは冷徹な顔のまま、続けた。

「本当は、人の心に安らぎをもたらす夢の薬を作りたかった」

　心底下らないもののように、鹿しし戸どは水盤の底の製剤機巧を見やった。

「本当に辛つらい目に遭ったとき、張り詰めた心を解きほぐす薬を生み出したかった。安全に心の安寧を得られる薬を作りたかった。だが、生まれたのは歪いびつな出来損ない。精神緩和薬と呼べば聞こえはいいが、ようは人間を腑ふ抜ぬけにする薬だ。濃度や投与ペースの調整によっては自白剤のように使うことすらできる。しかし、過剰投与は自律神経を狂わせ、多臓器不全を引き起こす。ＣＡＳクランケの頑丈な身体でも、それは例外じゃない」

「……だから、苦すぎる安定剤ビタートランキライザーと名付けたのですか」

　鹿しし戸どは肩を竦すくめて肯定した。

「管理局は、知ってか知らずか、その名を使い続けているらしいが。……いずれにしろ滑稽なことだ」

「あなたも、苦すぎる安定剤ビタートランキライザーを投与されていたはずですが」

　なぜ動けるのかと、カヤは問いたいのだろう。

「私はあれの生みの親だ。自ら用意し、定期的に投与し──」

「……耐性」

「そのとおり」

「カウンセリングでの話も噓うそ。半はん田だ智とも明あきに拘束されることも、ここへ搬送されることも計算ずくということですか」

「曲芸犯の一座バンデツドサーカスにであれば、容た易やすく敗れても何の不思議もないだろう。彼は能力者として傑作だそうだからね。アイリから得た力を、不当に低く評価されることは不本意ではあるが」

「……あなたが染せん礼れいを受けたのは」

　貴公子が微笑する。

「アイリとここから出しゆつ奔ぽんするためだった。だが、ここを出たときにはもう、彼女は私の腕の中で事切れていた」

　さて、と息を吐いて鹿しし戸どはゆっくりと立ち上がる。

　同時、僕らの背後でブザーが鳴る。

　視界に鹿しし戸どを捉えたまま振り返れば、僕らが入ってきた通用口に重い蓋が下ろされたところだった。

「……な、に」

「ここへ降りてくるためのエレベーターが廃棄物で汚染され始めたのだ」

　僕は視線を戻して鹿しし戸どを睨にらむ。

「エレベーターに付設されていたのは、ＢＴ原薬の製造過程で大量に発生する廃棄物を再利用した巨大な化学電池ケミカルバツテリーだ。かつてはこの場所の固有電源、今はサイバー街フエイズ病棟ワードにある似像電算霊胎イースターの補助電源になっている。限界値を超えて製剤を行えばオーバーフローを起こし、この通り」

「オバーフローが起これば、製剤機は止まるはずです」

「病棟が混乱しているうちに、補助電源区画のシステムに入らせてもらった。この場所のＡＩは私のボイスコードに服従した。製剤機は止まらない。リサイクル・ロッテンバーグのバイオシールはいい出来だったよ」

　鹿しし戸どが皮肉っぽい目を僕に向ける。

「おまえ、電池バツテリーを液漏れさせるほど、薬なんざ作って、いったい何を──」

　自分で言ったその瞬間、僕の脳裏によぎったのは、小お田だ切ぎりをクランケに変えた隠かくれ木ぎ周しゆう吾ごの姿だった。

「ここは、あのショッピングモールの直下だと言えば、分かるかね」

「……てめえ」

「かつてドナーカプセルに充じゆう塡てんされたものと同じように、苦すぎる安定剤ビタートランキライザーを霧フオグにしてこの場所に満たし、換気機構を通じて地上へ散布する。精神弛し緩かんに陥った数万人に対して、染せん礼れいを施すためのクランケは、すでに待ち構えている」

「安あん佑すけ、ハッタリです」

　きっぱりとカヤが言う。

「囮デコイのクランケを放し飼いにしたり、隠かくれ木ぎ一人だけならともかく、複数のクランケを統率するなど簡単な芸当ではありません」

「ここにいたドナーが、アイリ一人だったと思っているのか？」

　鹿戸が冷徹に笑う。

「かつてこの場所で犠牲になった何人ものドナー。その誰もに、家族が、友人が、恋人が、その者を大切に思う人間がいた」

「まさか、あなたは──」

「彼らは望んで、私から染せん礼れいを受けた」

　そして今、地上で鹿しし戸どの行動を待ち構えているということらしい。

「……あとは、頭の緩んだにわか作りのクランケどもに、治るまで移せと囁ささやくだけ」

　鹿しし戸どの悪魔のような声に、カヤが目を見開く。

「錯乱した病魔が次の病魔を生むだろう。ＢＴ剤に緩んだ頭で、病魔たちは次々に、自分と同じ存在を増やし続けるだろう。ＭＳラボは対処できない。なぜなら、ほかの街フエイズから数少ない能力者たちを集めれば、そこがほころびとなり、病魔と神性カリスマのパワーバランスは一気にその均衡を失うからだ。いずれＣＡＳ感染の波が、このルベルソを、ＮＪインダストリーズを吞のみ込こむだろう」

「それは……そんなことをすれば……」

　もはやここまでくれば、鹿しし戸どの狙いは明白だった。

「ＣＡＳパンデミック」

　僕の指摘を鹿しし戸どが笑う。

「インダストリーズへの報復のつもりかよ」

「いや、これは応報だよ。苦すぎる安定剤ビタートランキライザーによってアイリを壊したＮＪインダストリーズが、今、苦すぎる安定剤ビタートランキライザーによって壊されようとしているだけだ」

「無関係の人間を何人巻き込むつもりです」

「何人でも。……まさかＣＡＳクランケに正気を問おうとは言うまいね？」

　鹿しし戸どは、僕とカヤの上にすっと視線を滑らせた。

「フフフ……。さあ、若者たち」

　同時、ドナーカプセルが壁の奥へガコッと下がり、そこへカプセルを隠すように分厚い合金のシャッターがズドンと下りた。

「残り七分。私の号令ボイスコードをもって、サイバー街フエイズは病魔の餌になりさがる」

　貴公子は、芝居がかった動作で、両手を広げる。

「どうするかね？」

「訊きかれるまでもねえ」

　僕は、右手を前方にかざして、こう宣言した。

「装身アンベイルッ！」
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　化猫仮面サイコハンターを備えた僕とカヤに、闇の爪と光の尻尾が宿る。

「ならば勝負だ、能力者たち」

　その声は背後から聞こえた。

　僕とカヤは同時に身を伏せる。直後、僕たちの頭上を鹿しし戸どの蹴りが切り裂いた。その風圧に蹴りの威力を感じて、戦慄する。

「安あん佑すけ！」

「分かってる！」

　蹴りを避けたまま、僕らはダンと大きく後方へ跳躍した。ジャンプの速度そのままに水盤の景色が流れていく。

　だが──

「やるじゃないか」

「なっ！」

　獰どう猛もうな貴公子は一瞬で僕の眼前に迫っていた。

「黒の仮面、爪の力。それで、私を切り裂くのかね？」

　鹿しし戸どの拳はすでに振りかぶられている。

　僕は咄とつ嗟さに両腕を交差させた。

　この距離では受けるしかない！

「ちぃッ」

　捩よじるような高速の拳打を僕は真正面から受け止める。腕が逆さに折れ曲がりそうな強烈な衝撃。カリスマ能力に目覚める前の身体だったら、両腕ごと胴体を、ゼリーのようにぶち抜かれていたに違いない。

「さすがは貧民団地のノラ！　いい反応だ！　警事局アレスト相手に大立ち回りをしたというのは、伊だ達てではないということか！」

　地表に落ちる隕いん石せきのように弾はじき飛とばされながら、高ぶった鹿しし戸どの声を聞く。このままでは水盤の床に激突してしまう。

　だがそのとき、僕は視界の端に白い影を見る。

「爪を！」

　耳に届くのは可か憐れんな少女の声。

　僕は受け身を完全に放棄して、右の爪を振るう。五指から離れた闇の爪は一直線に鹿しし戸どへ向かって飛来し、直撃した。

「ぐッ！」

　空中ではお互い踏みとどまることもできない。

　僕と鹿しし戸どは反発し合う磁石のように、反対方向へはね飛ばされている。しかし、

「キャッチします！」

　こちらへ跳んできたカヤが僕の身体を捕まえる。浅い浄水をザーッと切り裂きながら、カヤは跳躍の勢いを殺して着地する。

「次が来ます！」

　僕を上へ放り投げるなり、一枚絵を切り替えるような速度で繰り出されたカヤの蹴り。それがズガンと鹿しし戸どの蹴りと激突していた。

　跳躍からの回転蹴りを防がれた鹿しし戸どが、カヤと視線をぶつけ合いながら、僕へと語る。

「その爪一枚がギロチンを放り投げられたような重さだった。切れ味は皆無だが、あったところでオマケだろうな」

　拘束服の両袖をボロボロにしながら貴公子が能書きをたれる。その頭上へ落下しながら、僕は右爪を一いつ閃せんする。

　しかし、

「甘い」

　鹿しし戸どは軽々と僕の右手首を捕まえてみせた。ヤツはそのまま僕の身体をブンと振るい、それでカヤに殴りかかる。

「避けろ！」

「くっ」

　カヤが辛かろうじて後ろへ跳ぶ。空振りとともに浄水の床に激突する瞬間、僕は左の爪をそこへ突き立て、渾こん身しんの力で堪え抜いた。

「ち、くしょう！」

「……ほう」

　鹿しし戸どが目を丸くする。バシャッと舞った水しぶき。それを砕くように僕は両脚を伸ばす。そのままその脚で鹿しし戸どの顔面をガシッとはさみ、

「これは、どうだ！」

　床めがけて叩たたきつけた。

　ガツンと強烈な衝撃音が響く。

　先ほどより大きく浄水が躍り、ベールのようになったそれが、一瞬、鹿しし戸どの表情をうかがえなくする。

　その、ときだった。




「……変身デタンジ」




　謳うたうような声とともに、鹿しし戸どの身体が砕け散ったように見えた。

　同時に、背筋に走った悪お寒かん。

　僕は半ば逆立ちのまま、爪を立てた左手で床を突き飛ばして空中へ飛ぶ。

　そんな僕の頭のすぐ下の虚こ空くうを、歪いびつな蹄ひづめの蹴りが貫いた。

「捉えたと思ったのだがな」

「……冗談やめろよ、トナカイ」

　あんなものの直撃を食らったんじゃ、首から上が弾はじけ飛とぶ。僕はこめかみに冷や汗を感じながら、それを見た。

　宙へ舞った僕の眼下。

　そこに、異形が立っていた。

　獰どう猛もうにうねる二本の角。しなやかな体たい軀く、見るからに強きよう靭じんそうな両脚。

　ほかのＣＡＳクランケ同様、人型の廃材アート染じみたそれは、有ゆう蹄てい有ゆう角かくの魔人。

　荘そう厳ごんで、誇り高き、トナカイの化身である。

　僕は空中でくるりと姿勢を整え、右手を上に伸ばした。その右手を跳んできたカヤがぱしっと摑つかむ。そのままカヤは宙で僕を引っ張り、鹿しし戸どから距離をとる。

「接近戦では分が悪そうですね」

「あの蹴りをまともに食らったらボコボコなんかじゃすまないぞ」

「穴ボコになりそうですか？」

「それは、笑えない」

　カヤから手を振ふり解ほどいた僕は、すぐさま両手の爪を伸ばして交差させ、網状の盾を作る。そこへ、ズドンと肉薄した鹿しし戸どの蹴りが命中する。

「クッソ……！　次から次へと！」

「何せ時間がない。私としてもグズグズはしていられないのだよ」

「ああ、そうかよ！」

　蹴りを受け止めていた僕の黒い爪が、ずるりと鹿しし戸どの脚に絡からみつく。

「な、に？」

　異形の顔色が変わる。

　だが、すでにフワリと舞った少女はその顔面を狙っていた。

　僕が鹿しし戸どの蹴りを受け止めたとき、カヤは白い仮面の能力で、僕の背中に着地して屈かがみ込こんでいた。

　そのカヤは今、僕の背から肩へ、肩から宙へ舞い、脚を捉えられた鹿しし戸どの頭上で一回転すると、

「これなら、どうです！」

　強烈な踵かかと落おとしをその額へ容赦なく振り下ろした。

「グッ……！」

　不意の一撃を見事に食らった鹿しし戸どは、弾丸のように水盤の床に飛ばされ、その床を砕きながら、二度、三度、はね転がる。

　踵かかと落おとしのあと、姿勢を立て直したカヤとともに着地に入る。

「安あん佑すけ、このまま一気に仕掛けます」

「分かった、合わせる。ヤバそうなら引けよ」

「ガッテンです！」

　着地と同時にカヤはザッと水盤の床を蹴り、鹿しし戸どへ向かって疾走する。僕は闇の爪の宿った両手を浅く満ちた浄水につけ、床に触れる。

　手首の辺りで水面がひたひたと揺れるのを感じながら、僕は一言呟つぶやいた。

「……行け」

　直後、十指の爪が影のように伸びて床を走り、駆けるカヤを追い抜いて、ようやく立ち上がった鹿しし戸どへ迫る。

「面白い能力だ」

　唇を歪ゆがめる鹿しし戸ど。

　そのヤツの元へ、床を走る影が枝分かれした。床から浮き上がり、立体的に蠢うごめいて襲いかかる。

「はッ！」

　鹿しし戸どは後ろへ跳んでそれを躱かわす。だが、その枝分かれした影が、さらに枝を伸ばし、鹿しし戸どへと襲いかかる。

「変幻自在の闇の爪、悪魔の呪じゆ詛そのようだ」

「感嘆とは、余裕ですね」

　はっと鹿しし戸どの目が見開かれる。

　カヤは、次々と伸びて鹿しし戸どを襲う闇の分ぶん枝しに逆さに立ち、すでに右の蹴りを振りかぶっていた。

「おのれ！」

　だがカヤの蹴りは、鹿しし戸どの咄とつ嗟さの防御に阻はばまれる。

　しかし、その鹿しし戸どの脇腹を、しなる闇の枝がバシンと強打した。

「クソッ！」

　水面を切り裂き、鹿しし戸どが床を転がる。その異形の顔は、カヤではなく、僕を見ていた。

「厄介な枝だ。……幹を断つか」

　転がったまま、鹿しし戸どは無理矢理床を蹴り、一直線に僕へ迫る。

「安あん佑すけ！」

　顔色を変えたカヤが叫ぶ。

「分かってる！」

　僕はすぐさま、闇の枝で鹿しし戸どの背後を狙う。上下左右から取り囲むように迫る漆黒の枝が、トナカイの異形を捉えようと次々に分ぶん枝しを伸ばす。

　それはさながら命ある茨いばらのよう。

　だが、

「オォッ！」

　気合い一声、鹿しし戸どは冗談のような数の枝を避ける、避ける、避ける。ときには見切り、ときには強引に隙間を突き抜け、鬼のような形相で僕へと迫る。

「私は、負けない！」

　けれどもその鹿しし戸どの身体へ、ようやく──

「生あい憎にくそれはこちらも同じだ！」

　闇の枝が、届いた。

　それは僕のすぐ目の前だった。

　あと一歩で、鹿しし戸どの蹴りの間合いに入る、そんな距離で、闇の枝は鹿しし戸どの脚を辛かろうじて絡からめとり、縛いましめていた。

「……これで」

　鹿しし戸どが表情に瞋しん恚いをたぎらせる。ぎちぎちと闇の枝に絡からめ取とられながら、それでも鹿しし戸どは諦める気配がなかった。

「これで止めたつもりかァッ！　遊あす磨ま安あん佑すけェッ！」

　その輝きは咆ほう哮こうと同時に現れた。

　異形の胸元。

　亀裂。

　己おのが身を砕いて変身するはずのクランケ。そのクランケの身体が、さらに砕けつつある。

　変身が解けようとしているのではない。

　ただ、直感しながら僕は、それを見上げていた。

　こいつはさらなる変身を遂げようとしているのだ。

　闇の枝を引きちぎり、ただこちらを見下ろす圧倒的な威容。

　それはまさに、有ゆう蹄ていの王者。

　半人半獣。

　より強きよう靭じんに膨れ上がった人型の上半身と、有ゆう蹄ていの四脚を誇る下半身。

「我ハ、病魔」

　憑つき物ものの落ちたような異形の無表情が、逆に、彼が正気を失ったことを証しているかのようだった。

　鹿しし戸どは天を支えるかのごとく広がった自分の角へ手を伸ばし、その先端をバキリと折った。

「避けてください！」

　そのとき僕の視界を、何か素早いものが通過した。

「……あ？」

　一瞬、僕は何が起こったのかを把握し損ねた。

　それは、つまりこういうことだった。

　鹿しし戸どの手の中で折られた角が形を変えた。

　それは、彼の角のように二股に分かれた槍。ナナフシのクランケが腕を増やしたように、鹿しし戸どは角の破片を槍やりに作り替えた。

　その槍やりが目にもとまらぬ速度で繰り出されたのだ。

　カヤは鹿しし戸どの背後から飛びかかり、槍やりを握る腕を押さえにかかったが、僕の身体のど真ん中を狙ったその一撃を完全に逸そらすことはできず、二股のうちの片方が、僕の脇腹を貫いていた。

「があああああああああ！」

　焼けるような激痛に目がくらみ、吐き気がこみ上げる。思わず引き抜こうと槍やりを摑つかむが、豪腕に握られたそれはびくともしない。

「安あん佑すけッ！　このッ！」

　顔色を変えたカヤが鹿しし戸どの顔面に蹴りを放つ。だが、

「軽イ」

　容た易やすく、鹿しし戸どは空の左手でその蹴りを止めた。

「しまッ……」

　鹿しし戸どは青ざめたカヤの身体を鷲わしづかみにすると、そのまま渾こん身しんの力で床へガツンと叩たたきつけた。

「あ、ぎ──！」

　背中を強打したカヤが泡を吹く。

　そこへ、鹿しし戸どは、異形の筋肉で膨れ上がった前足を振り上げたのだった。

「カヤッ！」

　血を吹いて僕は叫ぶ。しかし、半ば意識の飛びかけたカヤにその声は届かない。そして──蹄ひづめの鉄てつ槌ついが少女の華きや奢しやな身体へと振り下ろされた。

　ズガン！　と音がして、床の八方へ亀裂が弾はじける。

　同時、鹿しし戸どは槍やりを持ち上げ、串刺しにした僕を高々と掲げる。

「グッ！」

　そのまま嚙かみ砕くだいてしまいそうなほど歯を嚙かみ締しめて、僕は悶もだえ、足あ搔がく。僕の脇腹からあふれ出した血が角の槍やりを伝い、異形の腕を汚す。

「サァ」

　感情の宿らない眸ひとみで、異形が謳うたう。

「野の良ら猫ねこドモ、我ガ怒リノ贄にえトナレ」

　僕はガシリと右手で脇腹に刺さった槍やりを握る。

　その右手の指に、闇の爪は、宿っていない。

「……誰が、なる、かよ。……バーカ」

　息も絶え絶えに、僕は悪態をつく。

「まったく……その通りです」

　刹那、視界の下から白い影が跳び上がり、渾こん身しんの蹴りで鹿しし戸どの顎を蹴り上げた。

「グウッ」

　僕は残った左の爪で槍やりを切り裂き、そのまま力なく床に落下した。

　流血が浄水の中で赤い靄もやのように解け、溶けていく。

　倒れ込んだ僕の視界の先にあるのは、鹿しし戸どの前足に踏みつけられた闇の爪のカゴだった。カヤにトドメが振り下ろされる寸前、咄とつ嗟さに指から放って作ったものだった。

　どうやら間に合ったらしい。

「安あん佑すけ！」

　可か憐れんな声の主が、力の入らない僕の身体を抱き起こし、僕ごと半人半獣の怪物から距離をとった。

　見れば、カヤの額からその美しい顔へ、赤い血の筋が伝っている。

「おまえ、平気か？」

　カヤの肩を借りてようやく立っている僕が問うと、彼女は辛つらそうに表情を歪ゆがめた。

「あなたこそ……！　こんな、こんな……！」

　カヤが目を落とした僕の脇腹には、まだ槍やりの先端が刺さったままになっている。

「本当に穴ボコになったな。逆に……笑えるぜ」

　疲労と苦痛で頭のネジが緩んだのか、無意識に軽口が零こぼれる。だがそれも一瞬のこと、ズンと重い歩みの音に僕らは視線を上げた。

　戦闘の爪痕でズタボロになった地下空間に佇たたずむ、半人半獣の怪物。

　冗談みたいな光景だった。

　僕はどうしてこんなヤツと戦う羽目になったのかと不思議に思うほどだ。

　完全に、ふざけている。

　……それでも。

　僕はこちらを心配そうに見つめる、美しい少女を見た。

　こいつをそんなふざけた運命の中で独りぼっちにしなかったのは、結構上出来じゃないだろうかと、考えるでもなく僕は思った。

　と同時に、その思考に応じるように、ドクンと、黒い仮面が脈動する。

　僕の両手に宿った十の爪が、上昇気流を得た火炎のようにその揺らめきを激しくした。

「安あん、佑すけ……？」

　僕は肩で息をしながら、眼前の化物を見据える。

「カヤ。……悪いが僕は、これ以上長々と戦っていられる気がしない」

「それは、私も同感です」

「だから、この一発に、勝負をかける。……行くぞ」

　直後、荒ぶる闇の爪のすべてがフワリと指先を離れ、僕とカヤの目の前で渦を巻くように、一つの形へと凝縮していく。

　まるで今にも炸さく裂れつしそうな暴力衝動を小さな部屋へ無理矢理押し込めるように、黒い火炎の爪たちが強いられた姿は、杭くい。

　化猫の頭蓋骨を杭くい頭とうに持つ、禍まが々まがしい漆黒の杭くいである。

　緊張した面持ちで、カヤがその杭くいを見つめている。僕はその強こわばった表情を見て、笑った。

「大丈夫だ」

　カヤがぽかんと愛らしい顔をする。

「例によって、おまえは、思いっきりぶちかましてくればいい」

　ズタボロの格好では説得力に欠けるかもしれないが、僕はなるべく頼りがいがありそうに頷うなずいてみせる。

　するとカヤも同じように、頷うなずき返かえしてきた。

　僕は肩を借りていたカヤから身を離すと、化猫の杭くいを片手に握り、低く構えた。

　真まっ直すぐに見据えた視線の先、半身半獣の男もまた、槍やりを構えている。

「……行くぞ、化物」

「……来イ、化猫」

　瞬間、僕と鹿しし戸どは同時に動いた。

　相手は蹄ひづめで床を蹴り。

　僕は脇腹から血の吹き出すのも構わず、杭くいを渾こん身しんの力で投とう擲てきした。

「カヤ！　狙え！」

　同時に、僕の隣から少女の姿が消えた。

　直進する杭くい。

　その杭くいめがけ、異形が超高速の突きを繰り出す。

　インパクトの瞬間、衝撃波が床の浄水を吹き飛ばした。

「グ、ヌッ……！」

　鹿しし戸どの表情が歪ゆがむ。杭くいを槍やりで正面から受け、突き砕こうと、全身に宿るありったけの力を振り絞っている。

「オオオオオオオオオッ！」

　有ゆう蹄ていの王の咆ほう哮こう。槍やりがジリと杭くいを押し返す。微かすかに弱まった杭くいの勢いに、鹿しし戸どの顔に確信の気配が滲にじむ。

　だが、そこへ、白い化猫が舞う。

「勝った、などと思ってもらっては心外です」

　美しい白猫のしなやかな脚が狙うのはもちろん、漆黒の杭くいの、杭くい頭とうである。

「負けて覚める悪夢もあるというもの」

　振りかぶられる全身全霊の一撃。

「……かなうなら、続きは、よい夢を」

　そして、最後の蹴りが炸さく裂れつした。

　杭くいは槍やりを砕き、そして、人型を外れた鹿しし戸ど了りようの胸へ、強烈な打撃を見舞った。

　声にならない苦く悶もんを鹿しし戸どが吐く。

　その鹿しし戸どの身体へ、ビシ、ビシと亀裂が入っていく。そして、異形と化していたその身体はようやく砕け散り、人の姿に戻った鹿しし戸ど了りようは、砕けて浄水の抜けた床へと落下したのだった。

　その様子を見届けた僕はフラフラとその場に腰を落とした。

　鹿しし戸どの変身が解けたということは、僕の脇腹に残っていた槍やりの先端もまた形象崩壊するということだ。つまり、僕の傷口からは、横倒しにしたワインボトルからコルクを引っこ抜いたみたいに、血があふれ出ることになる。

「……これは、まずいな」

　見る見るうちに意識の輪郭がぼやけていく。

　身体に力が入らない。

　器から中身が漏れ出していくというよりは、器そのものが小さくしぼんでいくような、そんな感覚だった。

　それはつまり、僕の中から命が失われていく感覚そのものに違いなかった。

　頭がくらくらする。

　しかしそれでも、僕は意識を失うことはできなかった。

　理由は一つ。

　目の前で、男が、不遇の貴公子が、鹿しし戸ど了りようが、ゆっくりと立ち上がったからだった。
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　少女の顔から白い仮面が淡い光の粒子となって消え失せた。

「……安あん佑すけ」

　仮面の消失。

　カリスマ能力の停止。

　それの意味するところを想像したのか、高たか園ぞのカヤの顔が青ざめた。鹿しし戸どは暗い顔をしてその少女を見ていた。

「安あん佑すけ！」

　ぐったりと床に腰を下ろしている少年に、少女は駆け寄る。二人の様子を眺めながら、鹿しし戸ど了りようはゆっくりと立ち上がった。立ち上がって、己の脚で、歩いて進む。

　視線の先、遊あす磨ま安あん佑すけは鹿しし戸ど了りようを睨にらみつけていた。まだ戦いが終わっていないことを、彼は察している。遊あす磨ま安あん佑すけの視線に気がついて、高たか園ぞのカヤもまたこちらを見た。少女は信じられないものを見るような目を向けてくる。

「私は、負けない」

　鹿しし戸どは唸うなった。高たか園ぞのカヤは遊あす磨ま安あん佑すけを庇かばうように、さっと彼を抱きかかえると、彼の脇腹の傷を、その綺き麗れいな手で圧迫し始めた。

「おまえらなどに、負けてたまるものか」

　鹿しし戸どの中にある怒りの炎はいまだ、燃え尽きてはいない。

「人間には、理性がある。外の世界とは分かたれた、内側の世界がある。だからこそ目の前の状況から一歩引いて思考し、己を制し、諫いさめることができる。ためらうことができる。私がかつてそうであったように」

　心の炎を、灼しやく熱ねつを、吐き出さずにはいられない。

「なのに、なのに、ためらうことができるはずなのに。どうして、誰も、誰一人として、アイリのためにためらおうとしなかった？　アイリを解放しようとしなかった？　彼女は誰かを傷つけるためにクランケとなったわけじゃない。何かを壊すためにクランケになったわけじゃない。ただ、幼い頃から弱かった足を強くするために、自分の足で立って、歩いて、駆け回りたいがために、ＣＡＳクランケの強きよう靭じんな肉体を求めた。それだけの、ただそれだけの純粋な少女だった。ここにいた連中は全員、そのことを知っていたはずなのに。誰一人として、アイリを壊すことにためらいがなかった……！」

　鹿しし戸どは少年と少女の前に立った。

　立って、傷だらけの彼らを睥へい睨げいした。

「病魔？　病理？　ＣＡＳクランケ？　ふざけるなッ！」

　鹿しし戸どは歯を剝むいて喚わめき散ちらした。

「本当に狂っているのはおまえたちの方だろうがッ！」

　それは咆ほう哮こうだった。

　魂を絞り尽くすような、叫びだった。

「ああ、分かっていたさ。私は苦すぎる安定剤ビタートランキライザーの生みの親だぞ。過剰投与でガリガリに瘦せたアイリを見た瞬間に、手遅れだと悟っていた。……それでも、救いたいと思ってしまった」

　急に薬を断つこともできず、少しずつ量を減らすしかない日々。もどかしさと焦燥感で気が狂いそうだったあの頃。それでも、アイリの顔色が少しずつよくなり、身体が健康的な肉づきを取り戻し、何より彼女の顔に笑顔が戻ったことに、狂喜したあの季節。

　救えるかもしれない。そんな根拠も不確かな希望に縋すがり、最後は魂の病まで受け入れ、世界を席せつ巻けんする巨大企業に反逆し、それでも、それでも、それでも鹿しし戸どは、少女を救うことができなかった。

　鹿しし戸どは、寄り添い合う少年と少女を見た。

「どうして、私たちが一人で、おまえたちは二人なんだ。なぜ……私たちは、二人になれなかったんだ」

　その問うような独白に、独り言のような問いかけに、答えたのは白い少女だった。

「そんなこと、言わないでください」

　荒い息の少年を抱きかかえながら、少女が言った。

「あなたがそんな風に考えてしまったら、あなたが好きだった人は本当に独りぼっちになってしまう。独りぼっちだったことになってしまう。生き残った人間が、死んでしまった人間にしてあげられるのは、その人が確かに自分の側にいたんだと、ずっと、大切に覚えていることだけなのに。好きだった人も、自分自身も、二人とも独りぼっちだったなんて、そんな思い出は、あんまりです」

　少女は彼女自身が傷ついたような目で鹿しし戸どを見た。鹿しし戸どはその純粋な眼まな差ざしを嘲あざ笑わらった。

「死んだ人間のためにできることだと？　そんなものはこの世に存在しない。何一つとして、ありはしない。死んだ人間のことを思って行うことはすべて、自分のためにやっていることなのだからな。私もまた、私自身のために、ＮＪインダストリーズを破壊しようとしているに過ぎない。そうせずにはいられないに過ぎない。アイリの物語が悲劇のまま終わることに、自分自身が耐えられないに過ぎないのだ」

　鹿しし戸どが少女の言葉をはねのけたそのとき、少年がゴボリと派手に吐血した。

「安あん佑すけ！」

　鹿しし戸どは冷酷な笑みを浮かべる。

「痛むか？　痛むだろう。苦しいだろう。だが、アイリの受けた苦痛はそんなものではない」

「……アイリの？　自分の、の間違いだろ」

　少年もまた鹿しし戸どをせせら笑った。鹿しし戸どはかっと額が熱くなるのを感じた。現在の自分だけではなく、これまでの自分のすべてを、アイリとともにあったあのひたむきな自分までもが笑われたような気がした。

「……小僧」

　気付けば鹿しし戸どは拳を振るっていた。しかしその一撃は、少女の白く美しい手に摑つかまれて止まり、少年には届かなかった。

　代わりに、にわかに立ち上がった少年の拳が鹿しし戸どのみぞおちを襲った。

　限界に近い身体へ強打を受け、鹿しし戸どはたまらず膝を折った。

　胃が裏返るような鈍痛に、思わず呻うめく。少年は口から血をこぼしながら、脇腹の傷から血を流しながら、ぜいぜい肩で息をしていた。

「相手が死んでいようが生きていようが関係ない。他人の痛みなんて本当は分からないんだ。あんただって同じだ。ずっと痛かったのは、苦しかったのは、あんたの心だ」

　さらに少年の一撃が鹿しし戸どの顔面を捉え、鹿しし戸どは床を転がった。

　そのまま力なく仰向けになり、高すぎる天井を見る。その天井のずっと向こうへ、アイリととも辿たどり着つこうとした日のことを思い出す。

　ああ、また、叶かなわないのか。

　救いたいと思って、救えず。

　壊したいと思って、壊せず。

　私は……何をやっても、果たせないのか。果たせない、ままなのか。

「……やはり、この痛みに、終わりはないのか」

　自問は外に放たれ、少年の答を呼んだ。

「分かりきっていることだろ」

　その声の響きは、鹿しし戸どと同じ、傷を負った者のそれだった。

「負った者だけが、知っている。心の傷は消えない。心の痛みはいつまでもなくならない。だがもし、そんな僕たちにそれでも救いがあるってんなら、それは、それでも前に進もうとするその一歩以外には、あり得ないはずなんだ」

「進めと。進めというのか。あの日に、アイリを置き去りにして」

「別に、しろとはいってない。自分で選べ、アホ」

　吐き捨てるような少年の物言いに、鹿しし戸どは、嘲あざ笑わらうでもなく、微ほほ笑えんだ。

　そのとき、地下空間にアナウンスボイスが響いた。

『指定値での、苦すぎる安定剤ビタートランキライザーの製剤が完了しました』

　肩を揺らして、鹿しし戸どが笑う。

　だが笑っただけで、鹿しし戸どは、何も言いはしなかった。

　ボイスコードは発せられなかった。

『苦すぎる安定剤ビタートランキライザーの製剤が完了しました。次のプロセスを選択してください』

　鹿しし戸どは静かに呼吸する。

　身体は痛み、疲れてだるく、目ま蓋ぶたは重かった。

『次のプロセスを選択してください』

　四肢から力が抜けていく。

　眠りにつくときのように、夢から覚めるときのように。それはつまり、まどろみの気だるさだった。

　自分はこれからどんな夢を見るのだろう。自分は今、どんな夢から覚めたのだろう。よい夢だろうか、悪い夢だろうか。

『次のプロセスを選択してください』

　夢の記憶は、脆もろく儚はかない。自分はこれから見る夢を覚えていられるだろうか。今まで見ていた夢を忘れずにいられるだろうか。

　そう思ったとき、鹿しし戸ど了りようの傍かたわらに人影が座った。

　一人の少女だった。

「……アイリ」

　実際に自分が声を発したのかさえ、分からない。

　だがそこには、今はなき少女が、座っている。

　アイリそのものではなく、亡霊でもない、ただの幻影。だからこそ、ときには鹿しし戸どの心の空くう隙げきを埋めに現れ、ときには鹿しし戸どの殺意を体現した。

　鹿しし戸どの恣し意いが、アイリの形をとっているだけ。どこかでそれは気付いていた。だから、アイリの幻影の顔は見られなかった。身勝手な己の心がアイリの顔をどう歪ゆがめたのか、直視できなかった。

　しかし、今傍かたわらに座っているアイリは、横たわった鹿しし戸どを見下ろしている。否いや応おうなく、鹿しし戸どはアイリの顔を見た。

　アイリは泣いていた。涙を流していた。そんな幻影は、いったい自分の何を反映したものなのだろうと考え、鹿しし戸どは気付く。

　今の自分の中には、アイリの幻影をここまで清らかに形作ることのできる心が、存在しないことに。

　ならば、目の前のアイリは何なのだろう。

　鹿しし戸どには分からなかった。

　アイリが鹿しし戸どの手を取り、頰に当てる。

　確かな温ぬくもりと、涙で濡ぬれた感触がある。

　どこまでが現実で、どこまでが幻覚なのか、判然としない。

　鹿しし戸どの中で、その判別すらが煩わしくなる。鹿しし戸どは目ま蓋ぶたを閉じた。疲れたという単純な感情に抗あらがうだけの体力すら残っていないことを悟る。

　ゆえに、抗あらがうまいと思う。

　委ねよう、この倦けん怠たい感かんに。

　暫しばらくは、委ねていよう。

　誰かが自分を起こしてくれるまで、たゆたっていよう。飽きがくるまで、浸っていよう。

　閉じられた目ま蓋ぶたは開かなかった。

　男は、鹿しし戸ど了りようは、敗北した。

　愛する者を救えなかった男は、憎い相手を壊せないままに敗北した。それが鹿しし戸ど了りようにとってどういう意味と価値を持つのかは、誰にも、彼自身にも分からないことだった。

　ただ唯一、客観的に決定された事実は、魂の神秘を共有する、二人で一つの異能力者によって、ＣＡＳパンデミックという未み曾ぞ有うの大事件が、防がれたということだけだった。

『次のプロセスを──選択してください』
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　クリスマスイヴの埋め合わせはどうなったのだろうと、僕はベッドの上で思う。

　縫いぐるみは用意し、一応、ミカゲに渡すことができた。

　しかしながら僕は、年末のカウントダウンを、夢ゆめの木き園えんでは過ごせなかったのである。

　過ごせるはずがない。

　なぜならそのとき僕は、今と同じように、ベッドの上に横たわっていて、しかも、意識がなかったからだ。

　鹿しし戸ど了りように腹を刺された僕は、失血が多く救出も遅れたため、生死の境を彷徨さまようことになったらしい。一命は取り留めたものの、手術のあと入院させられたのが、ショッピングモールでの騒ぎのあと隔離されていたのと同じ、あの病院のあの病室なのだから、めでたい気分など全然しない。

　僕が目覚めて一週間が過ぎた今日は、二〇九九年の一月八日である。

　十二月二十六日に始まった一連の事件の顚てん末まつはおおよそながら、理解しつつあった。

　まず、ＣＡＳクランケたちについてだが、今回拘束された連中は全員、イースターとかいうデカい卵形のあの治療器で治療を受けたらしい。

　半分に欠けた魂。そこへ残った部分を模倣イミテートする、人造の霊的な情報を補うとかなんとか。これは収しゆう患かん管かん理り局きよくのサイバー街フエイズ病棟ワードでも聞いた話だったが、改めて思うと魂を完全に元に戻せるわけではないのだ。

　人工臓器を補うのとは少し違うのかもしれないが、クランケの変身能力や身体能力の向上といった症状を停止させるために、人造の霊的情報で欠けたところを埋めるだけ。何もかもが元通りになるわけじゃない。

　隠かくれ木ぎ周しゆう吾ごや国くに竹たけ枝え里り佳かと名乗っていた女子大生、十一人もいたというパンデミックのために鹿しし戸どが用意したクランケたちに加え、サイバー街フエイズ病棟ワードで暴れ回ったヤツらも、ＣＡＳ治療施設に収しゆう患かんされているとのことだが、どの施設にいるかは知ることはできないらしかった。

　鹿しし戸ど了りようは、まだ目覚めていないと聞いた。ＣＡＳ自体は治療されたそうなのだが、昏こん睡すいが続いているらしい。鹿しし戸どに襲われたという管理局の人間は、苦すぎる安定剤ビタートランキライザーによって内部の情報を吐かされていたようだが、全員が手にかかったわけではないようだった。見逃してもらえなかったのは、僕らが鹿しし戸どと戦ったあの施設で、ドナーと名付けたクランケを犠牲にしていた連中だそうだ。

　小お田だ切ぎり舜しゆんもまた療養中とのことらしいが、詳しいことは分からない。苦すぎる安定剤ビタートランキライザーによって無理矢理ＣＡＳに感染させられたヤツだが、治療は受けられたらしい。

　リサイクル・ロッテンバーグは、僕が目覚めた次の日に、見舞いにきた。基本的に廃品通りスクラツプストリートに引きこもっていて、事務所のシナジーにも顔を出さないアイツにしては珍しいことだった。

　鹿しし戸ど了りようにシステム侵入用のバイオシールを与えたのは、元々管理局で技術者をしていたリサイクルだったこともあり、あいつはしばらく管理局を離れられない身分になったそうだ。協力しなければほかの技術者を襲うだけだと言われていたこともあって、ペナルティとしては軽い部類のように思う。

「か弱い身体だろ？　あんまり働きたくないんだよ」

　などと言っていたが、アイツは頑丈さが一番の取とり柄えなので問題はないだろう。鹿しし戸どに襲われたときの怪け我がも大事にはいたっていないようだった。

　深ふか町まち翼つばさとミカゲが見舞いにきたのは、リサイクルがきた翌日だった。

　もちろんアイツらには、事件の真相など知らされるはずもない。ただ夢ゆめの木き園えんをあんな去り方で立ち去った上、消息不明になったのでは、警事局アレストに捜索依頼が出されかねないということで、僕は交通事故に遭ったという説明がなされた。

　結局、大おお晦日みそかに夢ゆめの木き園えんにはいけなかったが、そんなことはどうでもいいと怒鳴られた。

　ミカゲには大泣きされ、深ふか町まちはキレていた。一応僕に落ち度はないという説明だったらしいのだが、そんなものが通じる深ふか町まち翼つばさではないのである。

　今回の件に関する概要を僕に知らせたのは、収しゆう患かん管かん理り局きよくＭＳラボの室長、千せん条じよう芽め衣い子この部下の男だった。話の内容がそれほど詳細でなかったのは、管理局の守秘規則に抵触する事項が多かったためらしい。

「すみません、局外秘コンフイデンシヤルということでご理解ください」

　このセリフは、短い話の中で何度も聞かされた。

　肝心のあいつについても、詳しい話が聞けたわけじゃない。

　高たか園ぞのカヤの管理権は、ＭＳラボに戻ったらしい。加えて、標本化の話もとりあえずはなくなったということだった。それはつまり、あいつの状況が僕と出会う前のものにリセットされたというそれだけのことだった。

　僕は目覚めてから、高たか園ぞのカヤに会っていない。

　どこで何をしているのかも知らされず、腹に穴の開いた身体では、病院を脱出することもままならなかった。

　あれだけのことがあって、けれども事態は何も変わらなかった。祭りの後のような虚無感、大騒ぎのあと何事もなかったかのように日常に戻る、あの物足りなさをどうしようもなく覚える。

　今回の出来事を思い出しながら、僕は病院の天井を眺めていた。辛しん気きくさい病室にいつまでもいては気が滅め入いるので、退院は早めることにした。

　ほかでもない、今日がその退院日だ。

　腹を刺されてもこれだけ早く自宅に戻れたのは、能力者の身体がそういうものなのか、インダストリーズの医療技術の賜たま物ものなのか。まあ、どっちでもいい。

　僕自身の今後については、管理局内部で検討ののち、先生から連絡があるという。とりあえずは、自宅でのんびりしていろという話のようだ。

　病室のドアが開く音がして、僕はベッドのリクライニングを起こした。スーツ姿の若い女が、車イスを押して部屋に入ってくる。

「ＭＳラボ、搬患担当トランスポーターです。お迎えに上がりました」




　初対面の女局員とは特に話すこともなく、僕は収しゆう患かん管かん理り局きよくの車で、サイバー街フエイズにある自宅兼アルバイト先に送られることになった。女局員の方も終始無言で運転を続けていたが、車を事務所の前に停めたとき、一言だけこんなことを言った。

「千せん条じよう室長へのお返事は、お早めにお願いします」

　何のことかさっぱり分からなかったが、女局員もこれ以上話す気はないという愛あい想そのない顔をしていた。

　黒くて軽い車イスは、取り扱いやすく、操作もしやすかった。局の車を下りてから、僕は女局員の手伝いは断り、自分の力だけで自宅兼アルバイト先に戻った。

『Synergy, Inc.』

　長らく帰っていなかった生活の拠点。随分久しぶりで懐なつかしい。

　映像デバイスに情報機器、ずらっと飾られたリモコン群、掃除、洗濯、調理を初めとする生活家電たち、美容、健康機器の数々、壁に敷き詰められたレコードＲプレイヤー。

　ずっと誰も立ち入っていなかったのだろう。空気が少しほっこりっぽい。差し込んだ朝の光できらきらと細かく輝いている。

　その中へ、僕は車イスを進める。

　すると、これまた懐なつかしい声が、帰宅した僕に語りかけてきた。

『メッセージが一件、届いています』

　この事務所で僕と仕事をしてきた、安いデバック用のＡＩだった。

「どこからだ」

『収しゆう患かん管かん理り局きよく、千せん条じよう芽め衣い子こ様です』

　僕はさっき女局員から言われた言葉を思い出す。

（千せん条じよう室長へのお返事は、お早めにお願いします）

　これのことか、と合が点てんがいく。

「開いてくれ」

『かしこまりました』

　安いＡＩが答えると、部屋の真ん中に二十三インチワイドのホロウィンドウが開く。そこには確かに千せん条じよう芽め衣い子この名前で、僕宛のメッセージが映し出されていた。

　内容に一ひと頻しきり目を通した僕は、メッセージの末尾にボタンがつけられていることに気がついた。ホロウィンドウに表示されたメッセージのボタン。ジェスチャーセンサーがなければタッチできないしろものだ。この事務所に設置されていなかったらどうするつもりだったのだろう。

　僕は呆あきれてため息をつく。

　しかし、目の前にあるそのボタンのどちらを押すのかということについては、自分でも笑ってしまうほど、迷うことがなかったのだった。




『ＮＪインダストリーズ収しゆう患かん管かん理り局きよく、ＭＳラボ室長の千せん条じよう芽め衣い子こだ。身体の具合はどうだ？　特段問題はないと報告は受けているが、違和感があるならきちんと病院へ行くように。おまえが入院していたあの病院なら、わたしにも話が上がってくるから安心だ。

　さて、今回わたしから伝えておきたのは、二つ。一つはおまえの今後の扱いについてだ。

　サイバー街フエイズ病棟ワードの調整槽を用いて分かったことだが、霊物協働コンピューター、マザーコアはおまえに対してカリスマ能力覚醒のための施術ができないとの応答を寄越した。いや、できないというよりはすでに覚醒済みのおまえには改めて施術を行う余地がないという評価だ。つまり何が言いたいかといえば、ＭＳラボはおまえを単独で能力者として運用することができないということだ。それを踏まえて、おまえはいったん、元の生活に戻されることになった。通常、ある程度システムによって管理できるカリスマ能力だが、おまえにはそれが通じない。当座のところ、制御の難しい因子を通常の運用の外に置くというのが、管理局の決定だ。

　もう一つは、高たか園ぞのカヤについて。

　今回の一件で、カヤはおまえとともに国くに竹たけ枝え里り佳か、隠かくれ木ぎ周しゆう吾ご、そして鹿しし戸ど了りようという三人のクランケを、カリスマ能力を得た直後の数日のうちに拘束した。ＭＳラボとしても、その事実には一定の評価を与えている。だがそれによって、管理局内部における高たか園ぞのカヤの取り扱いにつき、議論が複雑化した。わたしと小お田だ切ぎり舜しゆんではないが、管理局も一枚岩ではない。しかし、組織の性質上、いつまでも内部でいがみ合っているわけにはいかない。火種は少ない方がいいのだ。

　ＣＡＳクランケの拘束実績によって、ＭＳラボは段階的に高たか園ぞのカヤの評価を更新する。戦力として有価値であり、ＮＪインダストリーズにとって無害であれば、より機動的にクランケに対処させるため、彼女の私生活上の自由も認める必要があるだろう。

　モバイルソウルシステムを通じて、限定的にＣＡＳクランケの情報を提供する。高たか園ぞのカヤの性格からして、命じるまでもなく彼女はクランケの対処を試みるものと我々は評価している。問題があるとすれば、それは彼女が単独では十分な戦力たり得ないということだ。

　安あん佑すけ。

　もしおまえに、その意志があるなら、まずは彼女と会い、話す機会を与えよう。その意志がなければ、それでも構わない。

　このメッセージへの返信は不要だ。ただ端的に、肯定か否定かを答えてくれ。簡単だろう？　早めの返答を期待する。


千せん条じよう芽め衣い子こ』






『ＹＥＳ／ＮＯ』
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『ＹＥＳ』








あとがき






　師し走わすのみぎり、読者諸賢におかれましては、ますますご清祥のこととお慶よろこび申し上げます。

　新につ田た周しゆう右すけです。

　この度は『モバイル・ソウル　phase-1 覚醒：unveil』をお手にとって頂き、まことにありがとうございます。

　本作が皆様の余暇を彩いろどるのに少しでも貢献できたのであれば、筆者として何より嬉うれしく思います。

　この作品はたくさんの方々のご支援があり、読者の皆様とのご縁を賜ることができました。略儀ながら、巻末の紙幅をお借りして、ご挨拶させて頂きたく存じます。

　素敵なイラストで本作を表現してくださいましたPOKImari 先生。著者として、キャラクターが姿を得たときの喜びは何物にも換えがたいものがあります。彼らに姿を与えてくださって、本当にありがとうございます。

　解説文をお引き受けくださいました佐島勤先生。デビュー作においてもご推薦を賜りましたが、この度は大変お忙しい中、作品解説文までご執筆頂き、嬉うれしさで胸がいっぱいになりました。心より感謝申し上げます。

　最後になりましたが、担当編集の荒木様、小林様、舩津様。本当に長い間ご支援頂き、ありがとうございます。お陰様で本作を世に出すことがかないました。引続きのご指導、ご鞭べん撻たつを賜れますと幸こう甚じんに存じます。





平成三〇年初冬　新田周右
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人のカタチを決めるもの


佐島　勤　　






　新たな近未来異能アクション小説、シリーズ開幕です。

　その名は『モバイル・ソウル』。

　第二十一回電撃小説大賞《大賞》を受賞し、メディアワークス文庫から『[image: φ]フアイの方ほう石せき──白はく幽ゆう堂どう魔ま石せき譚たん』でデビューされた新につ田た周しゆう右すけ様の新シリーズスタートにあたり、光栄にも推薦文のお話を頂戴しました。

　まことに光栄なオファーとはいえ私は不器用ですから、自分の感性に合う小説、換言すれば自分が面白いと思った小説しか推薦文を書ける自信がありません。そこでお話があって、すぐに原稿を読ませていただきました。

　いやぁ、編集部の目は確かでしたね。趣味直撃と申しますか、所いわ謂ゆる、ツボにはまりました。はまりまくったと言っても良いくらいです。

　カテゴリーは確かに、近未来異能アクション。でも個人的には、近未来サイバー伝奇アクション、あるいは近未来オカルトサイエンスフィクションとも呼べると思います。

　本作の根幹をなすガジェット、Ｘフォンは、確かに将来あり得る技術の一形態だと思います。処理を全てクラウドに委ね、インターフェースのみをインプラントする。この技術が普及した社会は、少々古くなった感のある用語ではありますが、ユビキタス社会の一つの到達点でありましょう。しかしＸフォンシステムの隠された真髄であるモバイルソウルシステムは……、近未来技術的でありながらオカルト的であり、本編を離れてこの技術のみを考察すれば、超管理社会へ行き着いてしまうディストピアテクノロジーの半面を持っています。幸い本作では、そのような使い方はされませんでした。本作の中を生きる彼ら、彼女たちの為に、今後も悪用されることがないよう祈りたいと思います。

　オカルト的と言えば、仮面による変身のシステムもそうでしたね。古来、仮面を装着するという行為には人が神や精霊の力を宿す魔術的な性格があったそうです。主人公が使用する仮面は、神性を顕在化するという意味で、まさに由ゆい緒しよ正しい仮面変身と言えましょう。

　他方、本作を伝奇的だと感じたのは、ＣＡＳクランケの在り方から獣人伝説を連想したからです。

　作者は前作『[image: φ]フアイの方ほう石せき』シリーズで、生ける死者イモータルとなってしまった人間の苦悩を新しい形で描き出しました。とかく自己否定的、破滅的になりがちなイモータルを、不死の力に溺れるのではなく、人間として自己肯定的に表現してみせました。

　そしてこの『モバイル・ソウル』では、人のカタチを失いながら、自分自身の境遇を嘆き悲しむばかりではない悪役ヴイランを登場させています。

　心の欠損により人のカタチを失う。

『山さん月げつ記き』の李り徴ちようを連想させる悲劇ですが、本作の悪役ヴイランは我が身を嘆くのではなく他者の為に、人のカタチを代償として手に入れた力を使います。李り徴ちようのように不可逆的な変化でなく、可逆的な変身で人間社会に留まることができるからこそ、人として──悪役ヴイランとしてであっても──踏ふみ止とどまっていられるのかもしれませんが。

　とはいえ、悪役ヴイランがやろうとしていることは、紛れもない悪事です。それを止めようとするヒーローとヒロインは間違いなく善であり、社会正義の執行者です。その点で言えば本作は正義の味方が悪を倒すアクション小説なのですが、ヒーロー、ヒロインの境遇を考えると彼らが反社会・反体制側についてもおかしくありません。

　サイバーパンクの構造を持ち、舞台装置は明らかにサイバーパンクの特徴を備えながら、「反社会」という意味の「パンク」ではない。

　ステレオタイプになりすぎない。

　このバランス感覚も、本作の面白さだと思います。

　その点で一つ、象徴的だと感じたのは、主人公の一人称です。彼の人生を考えれば「俺」が相応ふさわしいように思えるのですが、「僕」。

　上手いなぁ、と思いました。

　おそらく、作者の綿密な計算によるものでしょう。この一人称で、主人公の境遇と行動のギャップが上手い具合に埋まっています。

　ギャップと言えば、ヒロインの言動も複数の意味でギャップがあって彼女の魅力となっています。色々と小こ賢ざかしいことを申し上げましたが、斜に構えたヒーローが重い宿命を背負ったヒロインに出会って顔を上げ前を向く、本作はそんなボーイ・ミーツ・ガールの話でもあります。……恋に落ちているかどうかは、読んでみてのお楽しみ、ですが。

　本作の社会は今のところ情報管理に成功している御お蔭かげでか、マスヒステリーによるＣＡＳクランケへのリンチ、あるいはそれが反転したカリスマ能力者への迫害は発生していないようです。しかしそんな危うさを予感させる、不穏な空気が作中には漂っているように感じました。

　火種を抱えたディストピアと背中合わせの世界に、露悪的な少年と健けな気げな美少女（ここ重要）がどう立ち向かい、如い何かに生きるか。

　二人の未来から、目が離せません。

















本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

https://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「新田周右先生」係

「POKImari先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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